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「歴史とは縦に流れているだけではない。横に繫つながってもいるのだ。それは機はた織おりに喩たとえられよう。しっかり編まれた縦糸と横糸は分かち難がたく離はなれ難にくい。つまるところ、歴史とは一枚の大きな布である」




　この言葉を遺のこしたのは、今から三百年ほど前に活かつ躍やくした、歴史家であり紀行家でもあるサラニエッセンである。

　彼は別のところでこう書いている。




「国とは一枚の葉のようなものである。一枚一枚が単独で存在しているように見えても、隣となりの葉と枝で繫がっている。枝は幹で他の枝と繫がっている。だから樹木の最上方にある一枚の葉も、最下方にある離れた葉と繫がっているのだ。同様に、どれほど空間的に離れていても、同時代の国と国は繫がり、互たがいに影えい響きようを及およぼし合っている」




　つまりはこういうことだ。

　ある国の歴史を古いにしえから現在まで学んだからといって、それでその国の歴史を理解したと思ってはいけない。世界にその国だけが存在していたなら話は別だが、そうではない。世界には様々な国があり、相そう互ごに連関し合っているのだから。

　ある国の施し策さくが他たの国に影響を及ぼし、ある国の隆りゆう盛せいが他の国を圧あつ迫ぱくする。ある国が別の国に与あたえた影響は、別の国からさらに別の国へと波は及きゆうしていく。

　そうして世界は繫がっているのだ。

　そうして世界は絡からみ合っているのだ。

　同時代の国だけでなく、過去の国とも繫がり、絡まり、融ゆう合ごうしているのだ。




　読者諸しよ賢けんはパァム・ラビという人物をご存知だろうか。

　彼はロムニア帝てい国こくより遥はるか以前に中央世界で活躍した律りつ師し（律りつと令りようの起草担当者）だが、彼の手になる律（起草者の名を取ってパァム・ラビ律、もしくはパァム・ラビ法典と呼ばれている）は、その後、西方世界の刑けい法典の拠より所どころとなった。

　なんと意外なことに我々の生活を縛しばる法律の多くは、千五百以上も前に生きた中央世界の律師に負うているのだ。

　それを思えば、世界は縦だけでなく横にも、空間的にだけでなく時間的にも、繫がり、絡み合い、影響を及ぼし合っていることが実感できるだろう。




　さて、結論である。

　このささやかな序文で筆者が何を言いたいかというと。

　一国の歴史だけを追いかけていても近視眼的な歴史認にん識しきしか育たないから、大きな視野を持って各国の歴史を広く学んでほしいということだ。

　たとえ嫌きらいな国でも。

　たとえ取るに足らない小国でも。

　たとえ遥か彼方かなたの遠おん国ごくでも。

　たとえ滅ほろび去った過去の国でも。

　あなたの国に。

　あなたの人生に。

　きっとなんらかの影響を及ぼしているに違ちがいないのだ。

　そう考えれば面おも白しろいだろう？

　それを学ぶことこそが世界と歴史を学ぶことなのである。




　と牽けん強きよう付ふ会かい気味に結論づけたところで、では、本編に入っていくとしようか。

　世界帝国を創つくり上げた覇は王おうロムニエゥス一世が不ふ慮りよの事故で亡なくなり、帝国の屋台骨が揺ゆらいだとき、何人かの後こう継けい者しや候補が名乗りを上げた。

　皇太子タランティウスはもちろんのこと、第二皇おう女じよチチェリアーナ、第三皇子ミラニエゥス、第四皇子ロキシーヌ、ミコノス兄弟、ビルダバルダス上将軍などだ。

　そして我らがサイファカールもその一人だった。

　サイファカールの任地は帝国の果てともいえる東辺境州。

　帝都からは、あまりに遠すぎる。

　しかし、起たち上がった彼はその遠ささえも武器にして、第四皇子ロキシーヌの本ほん拠きよ地ち、アンブロウ州の州都ロクサスを奇き策さくで以もつて奪だつ取しゆした。

　滑すべり出しは上々だった。

　けれど、すべてが上う手まくいくはずもない。

　いま、彼の行く手には暗雲が漂ただよっている。

　バルガリ峠とうげを越こえて帝国領内への侵しん入にゆうを狙ねらう騎き馬ば民族の大軍団。

　ロクサスを奪だつ回かいしようと兵を引き返したロキシーヌ。

　この二つがサイファカールの大きな障害となっていた。




　アル＝アラ軍団長のリリィはザネッティと共にアル＝アラまで戻もどり、侵入を図はかる騎馬民族を食い止める任務に当たろうとしていた。

　援えん軍ぐんとしてアル＝アラに入ったペリージア州軍団一万五千がいるが、アル＝アラ軍団は三千をロクサスの街に残しているので、一千しかいない。

　それに対して、騎馬民族のほうは五万はいるだろうという大軍。

　リリィはサイファカールが授さずけた奇策を実行し、騎馬軍団の侵しん攻こうを阻そ止ししようとする。

　果たしてリリィは騎馬民族の侵攻を跳はね返せるのだろうか。

　一方、当初の予定を変へん更こうしてロクサスの街へ籠こもったサイファカールを討うち取ろうと、第四皇子ロキシーヌの軍勢が街へ迫せまってきた。

　三千と少しの手勢しかつれていないサイファカールに対し、ロクサスへ迫ったロキシーヌ軍は二万五千ほどもいる。

　サイファカールが街の住民の支援を得たといっても、多勢に無勢であることに変わりはない。

　果たしてサイファカールはロクサスの街を守れるのだろうか。




　アル＝アラ近きん郊こうとロクサスで繰くり広げられる戦い。

　それはサイファカールの未来を大きく左右する重要な戦いである。

　どちらかで負ければ、皇位継承争いという大おお舞ぶ台たいの中央までサイファカールが進めなくなるのは確実。

　サイファカールと彼の臣下たちは如い何かにしてこの危機を乗り切ったのか。

　そしてサイファカールが命を懸かけて戦っているとき、皇太子の側は帝国の混乱に対してどんな手を打ったのか。

　あるいは打てなかったのか。

　この巻では、それを見ていこう。




　物語はアル＝アラから再開される。
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　アル＝アラへと戻ったリリィとザネッティは、急ぎ働き手を募つのって、防ぼう壁へきの造営に取りかかることにした。

　五万の騎馬民族は、いつバルガリ峠を越えて帝国領に雪な崩だれ込んでくるかわからない。

　今日、明日ではないにせよ、一ひと月つきも先のことではないのだ。

　優先されるべきは工期である。

　できる限り早く、防壁と空から堀ぼりを造らなくてはならない。

　そしてサイファカールが示した防壁と空堀は長大な物だった。

　それを、遅おそくとも一いち旬じゆん日じつ以内で形にしなくてはならないから大変だ。

　リリィはペリージア州の長官であるドゥールドォール将軍と語らって、ペリージア州の援軍──三個軍団一万五千──すべてを投入することにしたが、それでもまだ人手が足りない。

　アル＝アラの街の住民からかなりの数を集めなくてはならなかったが、通常より高額の手間賃で働き手を募ぼ集しゆうしたおかげで応募者が多数集まった。

　最初、ザネッティは、

「ここまで払はらわなくてもいいんじゃないか？」

　と言って支払う金を節約しようとしたのだが。

「背に腹は代えられんじゃろうが。金に糸目つけるな。街の住民がみな応募してくるような金額を提示すべきなのじゃ」

　リリィはそう言って彼の尻しりを蹴け飛とばし発はつ破ぱをかけた。

「蛮ばん族ぞくどもにここを突とつ破ぱされ、帝てい国こく領内への侵攻を許せば、サイファカール殿でん下かの未来も我らの未来もそれで終しまいよ。ぬしが蓄たくわえた金も泡あわと消えるのう。それでよいのか？」

　と脅おどしたりもした。

　それでザネッティも開き直ったようだ。

　市民に限らず、奴ど隷れいや流れ者にまで惜おしみなく金を払ったので、あっという間に数千の働き手が集まった。

　とはいえ、やはり工事の主力はペリージア州の三個軍団だった。

　帝国の外がい縁えんにいる兵たちは、堀を掘ほるのにも城壁を築くのにも慣れている。

　一万五千の兵に数千の街の住民が加わり、昼夜兼けん行こうの突とつ貫かん工事でなんとか体てい裁さいを整え、騎馬民族が侵入してくる前に空堀の掘くつ削さくと防壁の構築はおおよそ終わっていた。
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「どうにかこうにか間に合ったな」

　ザネッティが感心した顔でリリィに呼びかけた。

　いま二人は掘られた堀と築かれた防壁を視察して馬を歩ませているところだ。

　リリィは軽装鎧よろいを着用しているが、文官のザネッティはいつもの筒つつ袖そでと筒つつ袴ばかま姿だった。

　二人の傍かたわらにはペリージア州長官のドゥールドォールと彼の幕ばく僚りようたちもいた。

　彼らは、ほぼ完全武装といった物々しい出いで立ちだった。

「これもドゥールドォール将軍が兵をよく働かせてくれたおかげですじゃ。感謝しておりますぞ」

「なんの。儂わしはこの州の守りをサイファカール殿下から託たくされたのだ。その役目を全まつとうするために働くのは当然のこと」

（単純明快なおっさんで、ほんに助かるのう）

　という思いなど微み塵じんも感じさせず、リリィは、いやいや、と右手を振ふった。

「それは誰だれにでもできることではありますまい。人は楽をしたがるもの、手を抜ぬきたがるものですからの。つねに全力で任務に当たる将軍の姿勢、見習いたいものですじゃな」

（こ……こいつは）

　ザネッティはしらけた思いでリリィの横顔を盗ぬすみ見る。

（心にもないおべんちゃらを、よく言いやがるぜ。どんだけ面つらの皮が厚いんだよ）

　リリィがじろりと横目で睨にらんできたので、ザネッティは慌あわてて顔を背そむけた。

「我らがどれだけ働こうと、それは帝国兵士として当然のことだ、誉ほめるには値あたいしない。それよりも。そちらこそ、よくもあれだけの手間賃を気前よく支払ったものだ。東辺境州の本気度、しかと見せてもらったぞ」

「東辺境州と言うより、サイファカール殿下とザネッティ様の本気度でありますがの」

「帝国の安あん寧ねいのためなら州の金かね蔵ぐらが空っぽになるのも厭いとわないという殿下のお覚かく悟ご、儂も見習いたいものよ」

（このおっさんが殿下の本当のお覚悟……己おのれの手で帝国の分ぶん裂れつを阻止し再統一を果たすというお覚悟を知ったら、果たしてなんと言うかのう）

　そのときが来るのが楽しみで仕方ないと思うリリィだった。

（まぁ、いつどうやって知らせるかという問題はあるが、それは儂が考えることではないからの。それはサイファカール様の仕事じゃ）

「しかし、リリィよ」

「なんですじゃ、将軍？」

「何度も訊きくがな。繰くり返し訊くがな。嫌いやになるほど訊くがな。本当にこれで騎き馬ば民族は引き返すものか？」

「さて、どうですかの」

　他ひ人と事ごとのようなリリィの答えに、ドゥールドォールは情けない顔になった。

　彼だけでなく、彼の幕僚たちもザネッティも、誰もが不安そうな色を隠かくさない。

「儂にはわかりませんが、サイファカール殿下が大だい丈じよう夫ぶと言うのなら大丈夫ですじゃろ。それを信じて仕上げに取りかかるしかありませんのう」

　一つため息を吐ついたドゥールドォールだが、すぐに、そうだな、ときっぱりと言った。

「サイファカール殿下を信じ、殿下の策に従って動くのみ、だな」

「さようさよう。人事を尽つくして天命を待つとか言う諺ことわざがあるそうですじゃが、まさに今の儂らにできることは、人事を尽くしたあとに天に祈いのることでしょうぞ」

「そうだな。うむ、そうだ」

　ドゥールドォールは己を[image: しつ]しつ咤たするように何度も頷うなずいた。

「ということで、仕上げを急ぎましょうぞ、将軍。異民族どもも、そろそろバルガリ峠とうげに登ってくる頃ころ合あいと思われますからの」

「ああ、最終的な兵の配置を急がせよう」

「こちらも作らせた旌せい旗きを大急ぎで運ばせますでな、届き次し第だい、掲かかげて飾かざって見せつけてくだされ」

「うむ、承知しておる」

　リリィとドゥールドォールは守る兵を多く見せるため、可能な限り旌旗を防壁や望ぼう楼ろうに並べておくことにしていた。

　ペリージア州軍団はそれほど多くの旌旗を持参していないので、アル＝アラ側で急いで作った物を、だ。

「儂もアル＝アラ軍団の一千を率いて、まずは三の砦とりでに兵ひよう糧ろうなどを運び入れます故ゆえ、何かあれば砦まで伝令を走らせてくだされ」

「それも承知だ。ところで」

　馬上の将軍は上体を捻ひねり、リリィの顔を覗のぞき込むようにして訊いてきた。

「サイファカール殿下から何か新たな報告は入っていないのか？」

「そうそう、今け朝さ方がた伝令が走り込んできましたの」

「そうか。で、殿下はなんとおっしゃっている？」

「ロキシーヌ殿下がロクサスの街めがけて引き返してきたそうですじゃ」

「む？」

　ドゥールドォールの表情が引き締しまった。

「それで？　それでサイファカール殿下はどうされると!?」

「街に籠こもって、謀む反ほん人にんロキシーヌ殿下を撃げき退たいするおつもりのようですじゃよ」

「さすが殿下、天あつ晴ぱれな心構えだ！」

　と感心の顔で叫さけんだドゥールドォールだが、すぐに心配そうな顔に変わった。

「だが、ロキシーヌ殿下……謀反人ロキシーヌは、三万近い兵を率いているのではなかったか？　それに比してサイファカール殿下は三千かそこらではなかったか？　それで撃退できるものか？」

「殿下からは、こちらが片付き次第、増ぞう援えんを送ってほしいと言われておりますが、それはあくまでこちらが片付いたあとの話。異民族を完全に撃退しない限り、応援は無用と言われております」

「むむむ、そうなのか」

　ドゥールドォールは顎あごに手を当て低く唸うなっていたが、やがて顔を上げ力強く言った。

「殿下がそう仰おつしやるなら、やはり何か策があるのだろう。手立てを用意しているのだろう。我らはそれを信じて目の前の任務に邁まい進しんするのみだな」

「そうですじゃな。それがよいと思いますぞ。大局を見るのは殿下にお任せして、できることから熟こなしていくのが儂らの務めというものですじゃ」

　とリリィも賛同する。

「では、我らは我らの受け持ち場所に戻もどる」

「ご武運をお祈りします、将軍」

「うむ、おぬしたちもな。見事、異民族を追い返したら、アル＝アラの街で祝しゆく杯はいを上げ、勝利の美酒に酔ようとしようぞ」

「お言葉ですが、将軍」

「ん？　何か不ま味ずいことが？」

「異民族どもを追い返したら直ただちに殿下に援軍を送らねばなりませんでな。勝利の美酒に酔っている暇ひまはありませんぞ？」

「おお、そうだったな。儂としたことが、うっかりしておった。では言い直そう。異民族どもを追い返したら直ちにロクサスへと駆かけつけ、殿下をお助けして謀反人を討うち取るとしよう」

「将軍のお言葉を聞いたら、サイファカール殿下もお喜びになりますじゃろうて」

「ではな、リリィ。抜かるなよ」

「承知しておりますじゃよ」

　目を合わせ頷き合ったドゥールドォール将軍とリリィは、そこで右と左に別れた。

　ドゥールドォール麾き下かの三個軍団は、バルガリ峠から下ってくる道が平へい坦たんになる辺りに築かれている砦と、その砦とアル＝アラの街を結ぶように築かれた防ぼう壁へきの守備を担当している。

　騎馬民族が道を下ってきた場合、その矢や面おもてに立つことになるが、将軍は、

「自分たちが築いた防壁と掘った堀を信じなくてどうする」

　と言って豪ごう快かいに笑って意に介かいさなかった。

　リリィは、ドゥールドォールに任せておけば、

「ただ街や砦に籠もっているだけでは駄だ目めなんだ。守りながらも、隙すきあらば攻こう撃げきするぞという姿勢を見せることが肝かん要ようだ」

　というサイファカールの指示を守れるだろうと思っている。

（あのおっさん、律りち儀ぎで杓しやく子し定じよう規ぎで融ゆう通ずうが利きかぬ扱あつかい難にくい男という評判だが、こと戦いくさに臨のぞめば、勇ゆう敢かんで進退を過あやまたない戦上手じようずじゃからのう。異民族に軽かろんじられることはあるまいて。心配なのは正々堂々の戦をしたがることじゃが、それも耳に胼た胝こができるほどに言い聞かせた故、大丈夫じゃろう）

　とはいえ、すべてを彼の軍団に任せきりにしてしまうわけにもいかない。

　東辺境州を守るための戦いなのだから、東辺境州軍団が後方で見ているだけというのは外がい聞ぶんが悪い。

　リリィは一千を使って兵糧を砦に運び入れた後、防壁が街道を遮さえぎる辺りの一角に陣じん取どり、副軍団長のシュメイルと共に防衛戦の一いつ端たんを担になうことになっていた。

（いざとなれば儂が駆けていって、おっさんの首根っこを押さえればよいわ）




　　　　３




　遠ざかっていくドゥールドォール将軍と彼の幕僚の後ろ姿を見送っていたリリィだが、やがて顔を巡めぐらせ、傍らのザネッティに向き直った。

「では、儂らも戻るとするか」

「お、おお」

「どうした、ザネッティ様よ。不安そうな顔じゃな」

「不安にもなるだろ。五万近い異民族が押し寄せてくるんだからな」

「それに備えて、こうして空から堀ぼりを掘ほり防壁を築いたのではないか」

「本当にこんなもんで撃退できるのか？」

「疑い深い男じゃのう。そういう奴やつは女にモテんぞ」

「大きなお世話だな！　だいいち俺にはちゃんと妻と子供がいるわ」

「では、こう言い直そうかの。あまり細かいことにばかり拘こだわっていると、そのうち妻から離り縁えんされるぞ？」

「だからそれが大きなお世話だと！　というか。うちの家か内ないはそんな狭きよう量りようじゃねえわ！」

「こいつ、惚のろ気けおってからに。そんな惚気は聞きたくもないわ。飼い葉と一いつ緒しよに馬にでも食わせてしまえ」

「おまえはそんなんだから、いつまで経たってもいい連れ合いができないんだよ」

「ほほう、さようか」

　リリィは左手で作った小さな拳こぶしを右の掌てのひらで包み込み、ぱきりぽきりと乾かわいた音で関節を鳴らした。

「おまえ様の変わり果てた姿を見たおまえ様の妻子が、どんな顔で嘆なげき悲しむか見てみたくなったわ」

「見るな、そんなもん！　本当に危ねえ奴だな、おまえは」

「州の金に手をつけるおまえ様も、そうとう危ない橋を渡わたっているのではないのか？」

「そ……その話は……もう止やめようぜ」

「なら、ぬしも儂わしが独り身であることを論あげつらうのは止めよ」

「ああ、わかったわかった。悪かった。もう言わねえよ」

「わかればいいのじゃがな」

「大丈夫、おまえにもそのうち、とびっきりのいい男が現れる」

　リリィはジト目になった頭を引いた。

「その慰なぐさめ方は、それはそれで腹が立つのう。ぬしはもう少し相手への気配りが必要ではないか？」

「おまえに言われたくはないわ！」

「はて？　儂は気配り上手で遣やり繰くり上手という評判なのじゃがな」

「誰だれが言ってるんだ、そんなこと」

「いや、みんな言うておるぞ？」

（おまえを恐こわがって本音を吐はかないだけだろ）

「何か言いたいことがあるのかや？」

　疑念に満ちた視線をリリィから向けられ、ザネッティは大きく首を横に振ふった。

「なんもねえ、なんもねえ」

「さようか。まぁよいがの。なら、楽しいお喋しやべりはこのくらいにして、儂も持ち場へ入るとするか」

「頑がん張ばってくれよ」

「それほど頑張る必要もないと思うておるのじゃがな。もしも万が一の場合は頑張るのに吝やぶさかではないよ」

「なんか……重大な危機を前にしている割に軽いなぁ」

　などと嘆くザネッティに対して、リリィは顰しかめっ面つらをして言った。

「まだまだじゃ、ザネッティ様よ」

「は？　何がまだなんだ？」

「これからサイファカール様を襲おそう本当の危機は。これからサイファカール様の前に立たち塞ふさがる敵は。こんなものではないと言うておる」

　ザネッティは、うっ、と上体を引いた。

「お……脅おどかすなよ」

「脅かしておるわけではないよ。帝てい国こくを再統一するという大事業には、この程度の危機、何度も現れるじゃろ」

「うぅぅ……俺は楽らく隠いん居きよしたくなってきた」

　ザネッティが頭を抱かかえるのを見て、ふっとリリィが笑った。

「楽隠居のう。たしかにおまえ様は、その日のために州の公金をせっせとちょろまかしてきたのじゃったなぁ」

　ザネッティは眉まゆ尻じりを下げ、情けなさそうな顔になる。

「だから。その話は止やめようと」

「まぁ、ぬしの気持ちもわからんでもないがの。今回も、侵しん入にゆうしてきた先兵五万に防壁を突とつ破ぱされてしまえば、後続の本隊十万が雪な崩だれ込んでくるじゃろうからのう」

「だから脅かすなって。心臓がきりきりと痛んで、目眩めまい動どう悸き息切れがしてくる」

「精神的に打たれ弱い男じゃのう、いや、ぬしは肉体的にも打たれ弱いから、弱よわ々よわの男と言い直そうかの」

「言い直すな、そんなもん」

　とツッコむと、ザネッティは、はぁぁ、と大きなため息を吐ついた。

「サイファカール様の秘策とはいえ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか。俺は心配と不安で、夜も眠ねむれなくなりそうだわ」

「夜眠れんのは昼ひる寝ねのしすぎじゃろ」

「おまえは……不安じゃないのかよ？」

「やってみなくてはわからんのじゃから、やってみるしかなかろうて。考えていても始まらんよ。やって失敗したら」

「したら？」

「尻しりに帆ほ掛かけて逃にげればいいわ」

「気楽に言うなぁ。逃げられなかったらどうすんだよ!?」

「逃げられなかったら？」

　リリィはザネッティの問いに、ははん、と小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮うかべた。

「そのときは死ぬだけじゃ。儂のように可愛かわいらしくて見み目め麗うるわしい女子は妾しよう妃ひにでもされて生き残れるやもしれんが、ぬしのような中年の男なぞ真っ先に殺されるじゃろうな」

（可愛らしいとか見目麗しいとか、自分で言うか？）

　がっくりと肩かたを落としたザネッティは、悄しよう然ぜんとした様子で馬の手た綱づなを押した。

「俺はアル＝アラに戻るからな。俺だけじゃなく街の住民が殺されないよう、できるだけ頑張ってくれや」

「わかっておるよ。やれるだけのことはやる」

「じゃあな、リリィ。奴らを追い返したら祝杯を上げようぜ」

「じゃから。すぐに殿でん下かの応おう援えんに出向かんとならんから、祝杯など上げてる暇は……」

「もちろん俺の奢おごりだ」

「ゴチになろう」

　ザネッティは少し頭を引き、ジト目になってリリィを見やった。

「……現金な奴だな」

「ぬしが自ら奢ると言い出すなど、千年に一度、あるかないかの珍ちん事じではないか。そんな絶好機を逃のがすわけにはいかん」

「千年も生きてないけどな！」

「ただの比ひ喩ゆじゃ。ツッコむな」

　とツッコみ返しをしておいて、リリィは、さようか、とにんまりと笑う。

「これはなんとしても生き残って、たらふくゴチにならんといかんのう。まぁ殿下の応援を済ませてからのことになるじゃろうが」

　ザネッティはゆっくりと馬を歩ませながら、リリィに向かって軽く片手を挙げた。

「腹が破れるくらい食わせてやる。だから……死ぬなよ、リリィ」

「そうじゃの。どうせ死ぬなら異民族に討うたれるより、美う味まい物を食い過ぎて死ぬほうがずっと楽しいからのう」

「ははは、言えてるな。じゃあな」

　ザネッティは数人の兵を引き連れ、アル＝アラへ向かって馬を駆かけさせていく。

　遠ざかるその後ろ姿を見送ると、リリィは馬首を巡らせた。

　彼女は少し離はなれたところに控ひかえていたエルミネを呼んだ。

　エルミネは戦せん闘とう力にも統率力にも優すぐれていて、いずれは中隊長にとリリィが目をかけている小隊長である。

　今のところエルミネ小隊はリリィの親衛隊的な役割も負っているので、リリィは彼女を手放すつもりはなかった。




「はい、リリィエンテル様」

　彼女はすぐに馬を寄せてきた。

「儂らも砦とりでへ向かうぞ」

「承知いたしました」

　エルミネが合図を送ると、彼女の小隊の騎き兵へいが集まってきた。

　リリィとエルミネは兵を引き連れ、ゆっくりと馬を歩ませる。

「リリィエンテル様、一つお尋たずねしてもよろしいでしょうか？」

「かまわん。なんじゃ？」

「異民族を撃げき退たいできる確率、どの程度のものなのでしょうか？」

「なんじゃ、貴様も心配なのか？」

「申し訳ありません。わたくし、生まれついての小心者でありまして」

　などと言うが、エルミネはあくまで澄すました顔を崩くずしていない。

「本当の小心者は、そういうことを言わんと思うがの」

「今にも五万の敵が押し寄せてくると思っただけで小便をちびりそうなほどです」

　ジト目になったリリィは頭を引き、エルミネへ視線を向けた。

「……貴様が小便をちびるところなら見てみたい気もするが」

「いえ、わたくしの小心っぷりを喩たとえただけですので、本気にしないでください」

　リリィは、くくっ、と笑うと、そうじゃの、と天を仰あおぐ。

「五ご分ぶ五ご分ぶかのう……と思うが、あのサイファカール殿下が授さずけた策じゃからな、確率はもっと高いじゃろ。七割か、八割か」

「七割か八割ですか。ならば大丈夫ですね」

　顔を戻もどしたリリィは、呆あきれた顔をエルミネに向けてきた。

「小心という割に楽天的じゃな」

「小心者で楽天的。それがわたくしです」

「……分ぶん裂れつしておらんか」

　と軽くツッコんだリリィは、そういえば、と言った。

「セイヤの奴やつは『星を観みる限り九割』などと大たい言げんをほざいておったのう。もっとも、奴の星ほし詠よみも百発百中ではないから、それだけで安心はできんがの」

「いずれにせよ、この策は成功する可能性が高いのですね。これで安心して防ぼう壁へきの守備に就つけるというものです」

「ならば、皆みなで枕まくらを高くして防壁と望ぼう楼ろうに陣じん取どるとするか」

「いえ、その喩えは少しおかしいと思うのでありますが」

「なら、大船に乗ったつもりで陣取る……か？」

「それもかなりおかしいであります」

「細かいことに拘こだわる奴じゃな」

「申し訳ありません。根が小心者ですから」

「それは小心とは関係ないじゃろ。どちらかというと神経質じゃな」

「小心者で神経質で楽天的で開放的。それがエルミネ・エルミタージュという女です」

「もうわけがわからんな」
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　などと馬ば鹿か話ばなしを続けながら馬を歩ませ、二人は三の砦へと入っていった。

　そこはアル＝アラ軍団が兵ひよう糧ろうを運び入れている砦だった。




　防衛戦が一日かそこらで終わればいいのだが、そう上う手まくはいかないだろう。

　最低でも二日や三日はかかる。

　最悪の場合は四日も五日も。

（いや。蛮ばん族ぞくどもがそこまで兵糧を用意しているかどうか、わからんが。これまでの経験で言うと、奴らは基本的に現地調達じゃからの。つまり略りやく奪だつじゃ。持ってくるのは二日か三日分の兵糧じゃろうな）

　ということは、四、五日を保もち堪こたえれば、騎馬民族は兵糧や飼い葉が尽つきて引き揚あげていくという計算が成り立つわけだが。

（さてさて、どうなるものやら。戦いくさは計算通りにいく場合のほうが少ないからの。それに向こうが兵糧切れになったとしても、こちらは兵糧を切らすわけにはいかん）

　守備に就つく兵は二日分の食しよく糧りようを持っているが、以降は兵糧を配らなくてはならない。

　だが、一万六千人分の兵糧は膨ぼう大だいな量だ。

　それをいちいちアル＝アラの街から運んでいては効率が悪すぎる。

　そこでリリィやドゥールドォールは、街道沿いに建っている砦に予あらかじめ兵糧を運び入れておいて、不足分をそこから運ぶことにしたのだった。




　　　　４




　ペリージア州の三個軍団一万五千とアル＝アラ軍団の一千は、築いた防壁沿いに兵員を配し、砦に矢や玉だまや礫つぶてを運び入れると同時に、守備側の兵が実数よりも多く見えるように、持ち込んだ多数の旌せい旗きを城壁や望楼、砦に掲かかげた。

　やがてバルガリ峠とうげに派は遣けんした物もの見み部隊から、騎馬民族の先せん遣けん隊たいが峠に迫せまっているという報告があった。

　先遣隊だけで三千くらいはいるらしいから恐おそれ入るが、騎馬民族に言わせれば「たった三千」なのかもしれない。

　峠道は狭せまい上、両側は険しい山さん岳がく部。

　それ以上の大軍を一度に送っても隊形が縦に長くなるだけであまり意味がない。

　まずは三千を送って、峠にある帝てい国こくの砦を攻こう撃げきするための準備を始めようというつもりなのだろう。

　だが、峠の砦は放ほう棄きされていて空からっぽだ。

「砦が空なのを知った蛮族どもがどういう反応を見せるか、その場にいて見てみたかったのう」

　報告を受けたリリィはそう言って笑った。

　するとエルミネが、

「連中は、砦が空になっていることをどう判断するのでしょうか」

　と訊きいてきた。




　小隊長にすぎないが、エルミネの小隊はリリィの親衛隊的な存在でもあるので、彼女は軍議の席にもよく呼ばれていた。

　そして今回も呼ばれ、書記役として議事録をつけている。

　エルミネの両親は家庭教師の仕事に就ついていて、彼女も幼少の頃ころから父母について勉学を修めていた。

　兵士にしては教育水準が高いのを見込まれたエルミネは、前線に於おいてはリリィの秘書官役を熟こなすこともあった。

　いま砦の石造りの建物の一室に集まっているのは、アル＝アラ軍団長のリリィと副軍団長のシュメイル、二人の大隊長、そしてエルミネの都合五人である。

　これまでは防衛戦の準備に大わらわで軍議をする暇ひまもなく、アル＝アラ軍団としては、これが最初で最後の軍議となった。

　室内なので兜かぶとは被かぶっていないが、リリィ以下、全員が完全武装という出いで立ちだった。

　四人が体を動かすと、鎧よろいの重さに床しよう几ぎが軋きしんだ。




　リリィはエルミネに顔を向けると、そうよなぁ、と言った。

「ふつうなら儂わしらが怖おじ気けづいたと嘲あざけるのじゃろうな。で、勇んで山道を駆け下りてくるわけじゃ」

「何かの罠わなでは、と警けい戒かいする可能性はありませんか？」

　ユージンという大隊長がそう問うと、その可能性はある、とリリィは頷うなずいた。

「その場合、多少は慎しん重ちようになるじゃろうが、元より奴らは帝国領内に侵しん入にゆうするつもりなのじゃから、勇んでか慎重にかの違ちがいはあっても、峠から下りてくるのは確実じゃ」

「そうして台地まで下りたところで、延々と連なる防壁と空から堀ぼりを見て仰ぎよう天てんする……というわけですか」

　と言ったシュメイルが、探さぐるような目をリリィに向けた。

「軍団長は、防壁だけで奴らが引き下がると思いますか？」

「驚おどろきはするだろうがの、それだけで引き返す可能性は低いじゃろうな。ただ、峠の砦が空だったのには納なつ得とくするじゃろう。帝国の奴らはここで自分たちを迎むかえ撃うとうとしているのだ、とな。そのとき防壁のおかげで、こちらの兵力が正確に探れんというのがミソよ」

　リリィがそう言うと、もう一人のサリュートという大隊長が感心した顔で言った。

「防壁や望楼に翻ひるがえる旌旗を見れば、もしかすると二万や三万の兵が詰つめているかもしれないと思うわけですね」

「そうじゃな。それで奴らも警戒するじゃろう。迂う闊かつには攻せめられんぞと思うてくれればしめたものじゃが、そう上う手まくはいかんじゃろうのう。とりあえず突とつ破ぱが可能かどうかを探るために攻めてくるじゃろ。そのときいちばん恐こわいのは」

　そこで言葉を切ったリリィは、珍めずらしく深刻そうな顔で居並ぶ配下の顔を見回した。

「連中が一点突破を図ることじゃ。そうなると苦戦は免まぬがれんじゃろうな」

　リリィがこの可能性を指し摘てきするのは初めてだったので、部下たちは首を傾かしげた。

「防壁のあちこちを一いつ斉せいに攻撃されるほうが守りづらいと思いますが」

「こちらの兵数には限りがありますが、それに比べて守るべき防壁は長すぎます」

　大隊長の二人がそう指摘すると、リリィは、ふふん、と鼻で笑う。

「同時に攻撃されても空堀と防壁に阻はばまれ、突破することは至難の業わざじゃ。奴ら、馬から下りて戦うことはせんからの。堀を埋うめるような土ど囊のうの用意もないじゃろうし、地面を掘ほる鋤すきや鍬くわなど端はなから持ち合わせておらん」

「たしかに、牧ぼく畜ちく民族である連中は持っていませんね。わたしも狩しゆ猟りよう民の出身なのでよくわかります」

　とシュメイルが頷いた。

「奴らのその戦い方こそ、こちらがつけ込む隙すきということじゃよ」

　すかさず二人の大隊長が疑問を呈ていした。

「ですが、一点突破を狙ねらわれても同じことが言えるのではありませんか？」

「こちらとしても、防ぼう御ぎよのための兵力をその箇か所しよに集中できるわけですし」

　ユージンとサリュート、なかなかいい組み合わせである。

「そう思うか？」

　とリリィに訊き返され、二人は顔を見合わせた。

「違うので」

「しょうか？」

「シュメイルはどう思う？」

「同時攻撃も一点突破も、それほど変わりがないように思いますね」

　リリィは筆記用具を走らせているエルミネに顔を向けた。

「ぬしはどう思う、エルミネ？」

「一点突破を図はかるには、その地点に大軍を集めるだけの戦せん闘とう空間が必要です。それが確保できない……のではありませんか？」

「ぬしらは、まだ奴らの戦い方をよく理解しておらんようだの」

　ここにいる五人の中で、先帝による騎馬民族との戦いに参加した経験があるのはリリィだけだった。

「そう言われてしまうと返す言葉がありませんが」

　とシュメイルが応こたえると、リリィは意味深な顔で一同を見回した。

「奴らの、数を恃たのみにという戦い方の本質はなんじゃ？」

　誰だれも何も答えないので、リリィは話を先へ進める。

「それはな、どれほど犠ぎ牲せいが出てもかまわんということじゃ。つまりな……三万と十万が戦えば、一人ひとり一いつ殺さつの相あい討うちでも七万が残るじゃろう？」

　四人は、うっっ、と小さく仰のけ反ぞった。

「連中はそういう戦い方をする。犠牲を少なくして効率よく戦おうなどとは思わんのよ。そこが厄やつ介かいなのじゃ」
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　部下の四人をリリィが睨ねめつける。

「今回も、必ず突破せよという首長の厳命があれば、一点突破で攻めてくるじゃろうな。そのほうが突破し易やすいからじゃ。わかるか？」

　四人は力なく首を横に振ふる。

「その意味はこういうことじゃ」

　リリィは言葉を切って、卓たく上じように広げた地図に目を落とす。

　アル＝アラ周辺の地図には長々とした城壁が描かき加えられており、地図の一部には空堀と城壁の断面図が描えがかれていた。

　リリィの細い指が堀と城壁の断面をなぞる。

「奴やつらは屍しかばねで堀を埋め、屍で階段を作る。さすれば馬で乗り越こえられよう？」

　四人が、今度は大きく仰のけ反ぞった。

「つまり討ち死に上等なのじゃよ。一いつ箇か所しよに集中すれば、射い殺ころしても射殺しても兵が尽きることはない。やがて空堀は奴らの死し骸がいで埋まる。空堀を乗り越えた兵を射殺し続ければ、そのうち死骸の山が防ぼう壁へきの頂上に達する。死骸が防壁の高さにまで積み上がっても、まだ後ろには奴らが雲うん霞かの如ごとくいるぞ？」

　四人はいま聞いた情景を脳のう裏りに思い描き、蒼そう白はくな顔で口くち許もとを押さえた。

「吐はき気がしてきました」

　思わずシュメイルが弱音を吐くと、くっくっくっとリリィが嗚お咽えつするように笑った。

「吐くだけで済めばまだいいがな」

　そう言ってリリィは地図上に描かれた防壁を表す線を指でなぞった。

「だがな、これほど長い防壁を各所で同時に攻撃するとなると、一箇所に投入できる兵は限りがある。さすがに堀を埋め防壁に届く頃には兵が尽つきてしまうわ。連中にしてみれば、一点突破を図り集中的に狙い撃たれたほうが、むしろ犠牲が少なくなるという寸法よ」

　真ま面じ目めな顔を崩くずさないまま、唐とう突とつにエルミネが手を挙げた。

「申し訳ございません、リリィエンテル様。あまりの恐ろしさに漏もらしてしまいました」

　二人の大隊長が、ぶっっ、と噴ふき出し、リリィは呆あきれた顔をエルミネに向ける。

「汚きたない奴じゃのう。あとで下帯をしっかり洗っておけ」

「いえいえ、リリィエンテル様、それよりも」

　ユージンが上体を乗り出し、蒼白な顔で迫った。

「それよりもって、せっかくエルミネが女子としての体面を捨ててまで冗じよう談だんを言うておるのじゃ、少しは乗ってやれ」

「ですから、それどころではありませんて」

　とサリュートも迫せまってきた。

　なかなか息が合っている。

「今回は、奴ら、どちらの戦法を採とるとお思いですか!?」

「どちらの戦法というより、殿でん下かの読みどおり、奴らは本隊に先行する部隊だとすれば、何がなんでも乗り越えるという戦いはせんじゃろうな」

　リリィの答えを聞いて、二人の大隊長は安あん堵どの息を吐はく。

　シュメイルもエルミネも同様だった。

「まぁ、あくまで殿下の読みが当たっていればという前提条件付きじゃがな」

「当たっていると思いますか？」

　とシュメイルに訊かれ、リリィは、さてな、と首を捻ひねる。

「その蓋がい然ぜん性が高いと思っておるが、大外れという可能性も皆かい無むではないぞ？」

「……脅おどかさないでください」

「べつに闇やみ雲くもに脅かしているわけではない。その可能性だってある」

「その場合、つまり奴らが何がなんでも帝てい国こく領内に侵入すると決意している場合は、どういうことになるのです？」

「その場合は」

　リリィは両の掌てのひらを上に向け、シュメイルに向かって小さく肩かたをすくめてみせる。

「五万の騎き兵へいに……いや、その頃ころには三万か四万くらいに減っておるかの、ともかく雲霞の如き騎兵に踏ふみ潰つぶされて挽ひき肉にくになるだけじゃのう」

　ユージンとサリュートが股こ間かんと臀でん部ぶを押さえて小さく叫さけんだ。

「小便が漏れそうです」

「自分は大便が」

　相変わらず息が合っている。

「阿あ呆ほうが！　汚い男の汚い下しも冗じよう句くなぞ要いらんわ！　殴なぐるぞ!?」

　二人の大隊長は恥はじ入った顔で俯うつむいた。

「申し訳ありません」

「お許しください」

　とことん息が合っている二人だった。

「まぁ、よい。とにかくだ」

　リリィは険しい顔で、もう一度、部下を見回した。

「サイファカール殿下の読みが正しければ、仮に仕し掛かけてきたとしても小手調べといったところじゃろう」

　四人の顔に浮うかんだ安堵の色を見て、リリィは皮肉の笑えみを浮かべた。

「じゃが、小手調べと言うても、一万くらいは攻めてくるやもしれんぞ。そして小手調べの撃げき退たいに失敗すれば五万が攻めかかってくるやもしれん。そうなれば、後続の本隊十万も峠とうげを越えてこよう」

　忽たちまち四人の顔が引き締しまる。

「どんな攻こう撃げきであっても全力で防がなくてはならん。少なくとも一日や二日はな。こちらの抵てい抗こうが頑がん強きようなことを知れば、兵ひよう糧ろうの乏とぼしい連中はそう長居はできん、おとなしく引き返していくじゃろうて」

　四人が重々しく頷うなずくのを見て、リリィは軽くつけ加える。

「たぶんな」

　四人の顔が嫌いやそうに歪ゆがんだ。

「さて。もうじき先せん鋒ぽう部隊の先さき駆がけが現れるじゃろ。我らも受け持ち場所まで出向くか。ぬしらは兵どもが怯おびえんように、一日か二日を支えれば奴らは去っていくと、改めてよく言い聞かせておけ」

　リリィはそう言って軍議の終しゆう了りようを告げた。

　シュメイルと二人の大隊長が退出していくと、入れ替かわるようにエルミネの部下が数人、部屋に入ってきた。

「エルミネ、儂わしは少し寝ねておく。戦いくさが始まったら寝られんじゃろうからな。半はん時とき経たったら起こせ。出撃する」

「は。承知しました」

　リリィは床ゆかに敷しき物ものを敷しかせると、その上に横になった。

（これから生きるか死ぬかの戦が、帝国の命運を左右する大おお戦いくさが始まろうとしているのに寝ますか、軍団長は）

　リリィの並外れた度胸、胆たん力りよくにつくづくと感じ入ってしまうエルミネだった。

（このお方がいてくだされば、なんとかなりそうだ。そしてこのお方が認めたサイファカール殿下が授さずけてくださった策なのだ、絶対なんとかなる）

　そう自分に言い聞かせるとエルミネは、ともすると竦すくみそうになる足を踏み出した。
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　防衛側は二重になった防壁のうち、外側の防壁に兵力を集中させていた。

　ペリージア州の三個軍団のうち、二個軍団一万が防壁に沿って配置されている。

　峠側の防壁の線で騎馬民族を撃退するというのが帝国側の戦術目標だ。

　外側の防壁と手前の防壁──アル＝アラに近いほう──のあいだにある砦とりでには、山ほど矢玉を運び入れ、予備の部隊を入れている。

　リリィが指揮するアル＝アラ軍団の一千のうちの八百がペリージア軍団の補助として、外側の防壁の街道に近い場所に陣じん取どっていた。

　リリィは仮か眠みんを終えた後、部隊の指揮を執とるために受け持ち場所へと駆かけつけた。

　アル＝アラ軍団の受け持ちは街道の正面左側で、敵の攻勢をまともに受ける場所だ。

　自分の州を守るのに他州任せでは不ま味ずいということで、こうして正面に近い場所に陣取ったのである。

　防壁の内側には移動型の簡易望ぼう楼ろうや大型の投石機が何台も設置されていた。

　望楼には敵の騎射に備えて矢除よけの板が張り巡めぐらせてある。

　地面の凹おう凸とつが大きく簡易望楼を動かせない場所も多いが、防壁の内側には足場が設しつらえてあるから、どの場所からも弓での迎げい撃げきが可能だ。

　街の城壁のように上部に通路が確保されていないのは、防壁にそこまでの厚みはないし、通路を作るような時間的余よ裕ゆうもなかったからである。

[image: ]

「敵の先駆けが姿を見せました！」

　移動型望楼に登っていた見張りの兵が大きな声を張り上げた。

　近くにいたリリィが望楼に駆け寄ってきて、取り付けられている梯はし子ごを駆け上がる。

　望楼の天てつ辺ぺんに上がったリリィが兵の指し示すほうに目をやると、右に左に屈くつ曲きよくしながら高度を下げてくる山道を、二列縦隊となってゆったりとした速度で下りてくる騎兵の姿が視し認にんできた。

　ときに山やま肌はだに隠かくれ、ときに木々の梢こずえに隠れ、見え隠れしながら次し第だいに高度を下げてきた騎兵は、やがて台地の端はしに達した。

　いったん停止した騎兵は台地上で隊列を組み直し、方ほう陣じん隊形となって進軍を再開する。

　方陣一つ当たり五、六百人程度だろうか。

　一つの部隊が先へ進むと、すぐに次の方陣が作られ。

　次の方陣が前に出ると、さらにその次の方陣が作られる。

　そうして次々と方陣隊形になった部隊は、前後に連なって、緩ゆるやかな斜しや面めんを整然と下りてくる。

　見張りの兵は焦じれたような顔で傍かたわらのリリィを見やった。

「今のうちに攻せめちゃいかんのですか？　全部が揃そろう前に各個撃げき破はすれば……」

「野戦になれば敵の思う壺つぼじゃ。戦せん闘とう空間が確保できんからの、こちらの攻撃部隊も数が限られる。一気に殲せん滅めつとはいかぬ。手前の部隊を攻めているあいだに後ろから次々と敵の部隊が駆けつけてくるわ。むしろ各個撃破されるのは我らの攻撃部隊のほうじゃて」

「……でありますか」

　兵は唇くちびるを嚙かみ、悔くやしそうに前方を見つめることしかできなかった。

　そうしているあいだにも敵の部隊は数を増やしていく。

「方陣隊形の部隊が五つ。報告どおり、ざっと三千というところか。そして……」

　リリィは目ま庇びさしを作ってその向こうを遠望する。

　山道には後続部隊が続いているのが確認できた。

「まだまだ来るのう。おそらく後こう尾びは峠付近じゃな」

　少し遅おくれて望楼に上がったエルミネが忌いま々いましそうな顔で呟つぶやいた。

「山やま崩くずれでも起きて、さくっと一万くらい土砂に埋うまってくれないものですかね」

　リリィは、くくっ、と楽しそうに笑った。

「そうなれば楽だのう。じゃが、最近はろくに雨も降っておらんし、期待はできんな」

　元よりエルミネも本気で言っているわけではないから、

「で、ありますね」

　とあっさり頷いた。

　方陣隊形を取った五つの部隊が街道を縦になって近づいてくる。

　やがて先頭の部隊が行軍を停止すると、後続部隊も次々に止まった。

　敵の先頭から防ぼう壁へきまで、ざっと五百ヤルドくらい──一・三キロから一・四キロ──だろうか。

　街道の左右にはそれほど空間的な広がりがないから、五つの部隊が横に並ぶことはできそうにない。

　停止した五つの部隊のあいだを頻しきりに騎兵が移動しているのがわかった。

「どうやら敵さん、この防壁を見て戸と惑まどっているようじゃな」

「早そう々そうに侵しん入にゆうを諦あきらめて下がっていく、という可能性はありませんか？」

「どうじゃろうな。殿でん下かはその可能性も指し摘てきされておったが、儂はとりあえず攻めてくると思うぞ」

「がっかりです」

　エルミネは澄すました顔でそう応こたえた。

「そう言うな。奴やつらとしても、五万もの騎兵を動かしておいて、防壁がありました、では帰りましょう、とはいかんではないか」

「で、ありますね」

　なおも二人が敵部隊の様子を観察していると、先駆け部隊相そう互ごに、あるいは後方の本隊へと引っ切りなしに走っていた伝令の数が目に見えて減ってきたのがわかった。

　リリィの顔に緊きん張ちようの色が浮かぶ。

「どうやら当座の方針を決めたようじゃの」

「引き返してはくれないようですね」

「ああ、引き返す気配は見えんの。まずは小手調べの第一撃が来るぞ」

「敵、来るぞ。周知せよ」

　エルミネが控ひかえていた部下に指示を送った。

　部下は望楼の四方に散って身を乗り出した。

「敵先陣、やって来るぞ！」

「戦闘準備！」

「敵に備えよ！」

「敵先陣、接近！」

　兵たちは大声で叫さけび、手にした黄色い旗を振ふり回した。

　防壁のあちこちで、望楼の上で、同じように旗が振られ、兵が叫んでいる。

　帝てい国こく兵は一いつ斉せいに矢を番つがえ、弓を構えた。
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　まずは最前列にいた部隊六百が鬨ときの声を上げ駆け寄ってきた。

「ｕｒａｌａｌａａｌａｌａ──！」

　意味不明の絶ぜつ叫きようが周囲の山肌に当たって跳はね返り、雷らい鳴めいのように轟とどろいた。

　それほど合あい間まを置かず、後ろの部隊も駆け出した。

　騎馬民族の乗る馬は大型で足が速い。

　彼ひ我がの距きよ離りはみるみる縮まり。

　蹄ひづめの音が大地を揺ゆるがした。

　帝国兵は唾つばを吞のみ息を詰つめ、敵の突とつ進しんを待ち受ける。

「まだだ、まだ撃うつな！」

「敵を充じゆう分ぶんに引きつけるのだ！」

「早まって矢玉を無む駄だにするな！」

　あちこちで兵たちを抑おさえる小隊長の声が上がった。

　駆け寄る騎き兵へいの先頭が城壁から百ヤルドを切ったとき。

　リリィは徐おもむろに長なが弓ゆみを引き絞しぼり。

　そして無造作に放った。

　鏃やじりと矢羽根が空気を切り裂さく音を残して、矢は一直線に飛んでいく。

　見えない鉄てつ槌ついで殴なぐられたかのように、先頭を走っている騎兵が落馬した。

　それがアル＝アラ軍団の攻こう撃げき開始を告げる合図だった。

「撃て撃て撃てぇえ！」

「攻撃開始ぃぃぃ！」

「敵は密集している、狙ねらいなどつけなくていいぞ！」

「撃てば当たる。撃て撃て、次々に撃て！」

　アル＝アラ軍団からだけでなく、防壁沿いに布ふ陣じんしているペリージア州軍団からも一斉に矢が飛んでいった。

　駆け寄る騎兵が次々に落馬し、馬がばたばたと倒たおれ込んだ。

　騎馬民族の兵は矢除けの盾たてを構えているが、盾は小さいし、機動力を重視するため重い鎧よろい兜かぶとも着けていない。

　矢が当たれば、人も馬も確実に死傷した。

　けれど、数が多い。

　味方が倒れても倒れても、後ろの騎兵は歯し牙がにもかけない。

　走る速度を緩めないまま防壁めがけて走り寄ってくる。

　踏ふみ潰つぶしても踏み潰しても行進を止めようとしない無数の蟻ありのようだと、兵たちは怖おぞ気けを震ふるった。

「臆おくするな臆するな。撃てば当たる。当たれば死ぬ。手を休めるでない。城壁に近づけるでない。撃って撃って撃ちまくれ！」

　屈くつ強きような兵たちの弓よりも一回り大きな長弓を平然と引き絞りながら、リリィが[image: しつ]しつ咤たの声を放つ。

　リリィの放った矢は凄すさまじい速度で宙を飛び、密集隊形で走り寄ってくる騎兵の胸きよう甲こうを貫つらぬいた。

　騎兵は弾はじかれるように落馬し、乗り手を失った馬はあらぬ方向へと走り去った。

「リリィエンテル様に負けるな！」

「リリィエンテル様は無敵だ！」

　エルミネの部下が望ぼう楼ろうから身を乗り出して絶叫する。

　その声に勇気づけられ、木造の足場に乗った兵たちは必死の形ぎよう相そうで弓を撃った。

　隣となりの望楼ではシュメイルが矢を射続けている。

　彼の弓は威い力りよくよりも速さを重視した作りで、矢を収納する縦長の入れ物が弓に付属しているのだ。

　彼はそこに十数本の矢を入れていて、一本放つ度たびにそこから素す早ばやく充じゆう塡てんしていた。

　いちいち矢や筒づつから取り出すより早く矢を番えることができるから、ほとんど間かん隔かくを置かずにシュメイルは矢を速射し続けた。

　驚おどろくべきは速さだけではない。

　彼の放った矢は例外なく騎兵に当たった。

　早くて正確。

　それが森の民たみとして狩しゆ猟りようを生なり業わいにしていたシュメイルの弓きゆう術じゆつの神しん髄ずいだ。

　彼の傍らには従者が控えていて、用意した矢を間断なく矢受けの入れ物へ入れていく。

　望楼の前方と斜ななめ上方には矢除よけの板が張ってあり、矢や狭ざ間まが設けてある。

　敵からの矢を心配する必要はなく、シュメイルは立ったまま射撃を続けることができるのだ。

　シュメイルはまるで機械仕じ掛かけの人形かと思うほど早く正確に矢を射続け、敵を落とし続けた。

　しかし。

　騎兵は倒れても倒れてもあとから湧わいてくる。

　先頭を走る騎兵との距離が五十ヤルドを切っただろうか。

　騎兵も馬上で矢を射始めた。

　飛び交かう矢の数は圧あつ倒とう的てきに守備側のほうが多い。

　何しろ防壁は横に長い。

　同時に何千という矢が放たれる。

　それに比して騎兵は縦隊で突つっ込んでくるから、防壁から放たれる矢は大半が先頭集団に集中する。

　おまけに左右に広がりのない地形の中を突進してくるから騎兵同士の距離が取れない。

　矢を撃った騎兵は、撃った直後に飛んできた矢に貫かれ落馬した。

　だが、騎兵の側が撃った矢も確実に防壁まで飛んでくる。

　守備側からも矢に射い貫ぬかれて足場から転落する兵が何人か出た。

「埋めよ、埋めよ。空くう隙げきを埋めるのだ！」

　小隊長が後方の兵士を空いた場所に登らせる。

　最初の撃ち合いは守備側の圧勝だった。

　方ほう陣じん隊形を取って突撃してきた先陣の約六百は、ほどなく全ぜん滅めつした。

　大地を血に染めて転がる仲間の屍しかばねを乗り越こえ蹴け散ちらし、二番目の部隊が突進してくる。

「撃ち方、続けよ！」

「先ほどと同じだ、狙う必要はない！」

「矢数が命ぞ、撃って撃って撃ちまくれ！」

　突進部隊の先頭へ守備側の矢が集中し、騎兵は次から次へと落馬していく。

　攻撃側からの矢は散発的で、守備側の死傷者は限定的だった。

　ほどなく二番目の部隊も全滅した。

　続けて三番目の部隊が突っ込んでくる……かと思ったが、彼らは一いつ旦たん止まった。

「撃ち方、止やめ！」

（諦めたか？）

　望楼に陣取った兵たちは矢を射る手を止め、希望に目を輝かがやかせたが。

　三番目の部隊が街道の向かって左側に位置を動かすと、向かって右側に四番目の部隊が進み出た。

　先ほどまでとは違ちがって、二部隊並走で突っ込もうという算段のようだ。

　左右にはあまり余よ裕ゆうがないから、騎兵同士の間隔はさらに狭せまくなっている。

（投石機の使いどころじゃな）

　リリィが望楼の上から叫んだ

「投石機を前に出せ！」

　彼女の命令で、何十人もの兵が投石機を押してきた。

　投石機の下には予あらかじめころが置かれていて、移動し易やすくなっている。

　別の場所でも、ペリージア州軍団が投石機を使う準備を始めていた。

「ｕｌｙａａａｉａａａ」

　またもや奇き妙みような叫び声を上げ、方陣隊形のまま騎兵が突撃してきた。

「撃ち方始めぇっ！」

　望楼の上で号令がかかり、青旗が激しく振られた。

　防ぼう壁へきから、望楼から、矢が一斉に飛んでいく。

　防壁間ま際ぎわに何台も並んだ簡易望楼に陣取っている長弓隊の威力は凄まじく、最初の斉せい射しやで数十人の騎兵が落馬して果てた。

　しかし後続の騎兵は躊躇ためらいや怖おじ気けを微み塵じんも見せず、落ちた仲間を踏み潰し、地を揺るがして突進してくる。

「投石開始じゃ！」

　長弓を撃ちながらリリィが傍かたわらのエルミネに命じた。

「投石を始めさせろ！」

　エルミネに命じられ、望楼の後こう端たんに立っている兵が両手に持つ二本の緑旗を大きく上下に振ふった。

　投石機から人の頭大の石が発射された。

　ほかの場所でも投石機が次々に石を飛ばし始めた。

　石は放物線を描えがいて前方へ飛んでいくが、投石機を操あやつる地上の兵には騎兵の突進が見えていないから、狙いをつけることはできない。

　石の幾いくつかは突進してくる騎兵の遥はるか手前に落ち、幾つかは左右に逸それた。

　僅わずかな数だけが騎兵集団の中に飛んでいって数頭の騎馬を弾き飛ばした。

　距離が合っている投石機に対しては、指示役の兵が緑旗を持った右手を真まっ直すぐに挙げ、ぐるぐると回して合図を送る。

　その投石機からはすぐに次の石が発射された。

　距離が足りない投石機には、緑旗を体前面で交差させたまま上下に振るという合図が送られた。

　それを見た投石機隊の隊長から操作担当の兵に指示が送られる。

「もっと遠くだ。斜しや角かくと強度を調整して距離を稼かせげ！」

　操作担当の兵が斜角と綱つなの強度を修正し、次の石が発射された。

　命中数が増えるが、まだ外れる石も多い。

　さらに修正指示が送られ。

　突とつ撃げきする騎兵の集団に矢や石が雨あめ霰あられと降り注いだ。

　矢を受けて落馬し、仲間に踏み潰される騎兵。

　石に弾き飛ばされ、落馬の衝しよう撃げきで絶命する騎兵。

　障害物となり果てた仲間や馬の死し骸がいを避よけようと進路変へん更こうを図はかり、隣を走る騎兵に衝しよう突とつする騎兵。

　一千を超こえる兵数で突撃してきた第三陣じんは大混乱に陥おちいった。

　おかげで相手からの矢はほとんど脅きよう威いになっていない。

　今回も堀ほりのだいぶ手前で敵は壊かい滅めつし、残った百騎余りだけが引き返していった。

　三回の突撃は虚むなしく空を切り、騎馬民族は先せん鋒ぽう三千の三分の二以上を失った計算だ。

　今度は後続が来なかった。

　馬首を巡めぐらせた先鋒部隊の残余が静かに下がっていくのを認めた望楼上の兵士からは、自然と歓かん声せいが沸わき上がる。

　それで、防壁や地上の兵たちも撃退に成功したことを知る。

　あちこちで歓声や拍はく手しゆが沸き起こり、抱だき合ったり手を叩たたいたりする兵も大勢いた。

（ふうむ。どうやら諦あきらめたか？　この五万が偵てい察さつ部隊で、帝こ国ち側らの様子を探さぐりに来ただけだというサイファカール殿でん下かの読みが正しければ、これで引き揚あげてもおかしくはないのじゃが）

　ところが、峠とうげからの道が台地に下りてきた辺りに集結しつつある後続の本隊に先鋒部隊の残余が合流した後も、敵は動こうとしなかった。

（おかしい。先鋒部隊からこの負け戦いくさの報告を受けたなら、引き返そうとするのが自然だと思うのじゃがな）

　リリィは嫌いやな予感に身み震ぶるいし、喜んでいる兵たちに視線を走らせる。

（これは……もう一度、攻せめ寄せてくるやもしれんな。勝ったと思って喜んだ兵どもに、まだ勝っていないことを教えるのは酷こくじゃのう）




　その日はもう戦せん闘とうはなかった。

　帝国兵は勝利したという高こう揚よう感かんと、まだ勝っていないのか？　という不安が綯ない交まぜになったまま、眠ねむれぬ一夜を明かした。
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　翌朝、夜が明け辺りが明るくなると、昨日以上の数の騎き兵へいが進み出てきた。

「五千ほどもいるようだな」

「そうですじゃな」

　簡易望ぼう楼ろうの上で敵を遠望していたドゥールドォール将軍とリリィが顔を見合わせ、肩かたをすくめる。

「蟻ありはいくら踏ふみ潰つぶしても、あとからあとから湧いて出ますのう」

「とはいえ今回は五万だ。数は知れておるのだから気楽なものよ、おまけに五万が同時に攻めかかれるような戦闘空間はない。どうしたって戦力を小出しにしなくてはならんのだ。おまけに我らにはこの防壁がある」

　自信満々の表情でドゥールドォールはそう言った。

「将軍は気楽と仰おつしやいますがな、兵どもはそうもいきませんじゃろうて」

　とリリィが応こたえると、将軍は少し渋しぶい顔になった。

「そうだな。矢を撃うち続けるだけでも疲ひ労ろうする。疲つかれた体は心を弱気にさせがちだ」

「今のところ、サイファカール殿下に言われて造った防壁が突とつ貫かん工事の割には効果を発揮しておりますが、果たしていつまで保もち堪こたえることができるか」

「なに、あれで終しまいだろうよ」

　とドゥールドォールは顎あごをしゃくってみせた。

「連中は昨日と同じように攻めてくるしかない。我らも昨日と同じように守ればよいのだ。五千で失敗すれば、それで連中は突破を諦めるだろう」

（……そうか？　本当にそうなのか？　儂わしらは何か見落としてはおらんか？）

　ドゥールドォールは自信満々だが、リリィは微かすかな不安が胸中に湧き出るのを止められなかった

（いや、ここで考えていても仕方ないの）

「では将軍、儂は持ち場に戻もどりますでな」

「うむ。気をつけろよ、リリィ。おぬしには言うまでもないことだろうが。言う必要など微塵もないことかもしれんが」

「いえいえ、お気き遣づかい、ありがたく頂ちよう戴だいしておきますぞ。将軍も、どうかご無事で」

「明あ日すか明後日あさつてにはロクサスへ向かえるだろう」

「そう願いたいものですな」

　リリィとドゥールドォール将軍は笑って別れた。

「よし、戻るぞ、エルミネ」

「は」

　エルミネを連れてドゥールドォールが陣取る望楼の梯はし子ごを下りたリリィは、自分たちが受け持つ場所へと早足で歩きながら、なおも考えていた。

（昨日、あれだけ痛い目を見た奴やつらが同じ手で攻めてくるだろうか。もしかして手を変えるのではないか？　だとしたら、それはどんな手だ。とはいえ、奴らが馬から下りるはずもなし。攻こう城じよう兵器を持ち出すはずもなし。むう、考えすぎか？　気の回しすぎか？）

　リリィは漠ばく然ぜんとした不安を胸中に抱かかえながら、持ち場の望楼に架かけられた梯子を登っていった。
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　敵は一隊が五、六百ほどの方ほう陣じん隊形で、数隊が縦に連なって防壁のほうへと進んでくるのは昨日と同様だった。

（ふむ。昨日と同じよの。違うのは昨日よりも数が多いということ……いや待て？）

　リリィは目を細め、進んでくる騎兵を矢や狭ざ間まから遠望する。

（んん？　弓が……？）

　騎兵は弓を持っていないし、馬体に括くくりつけられてもいないようだった。

（弓が見当たらんな？　どういうことじゃ？　攻撃する意図がないのか!?　なら、なんのために……）

　百ひやく戦せん錬れん磨まのリリィも、瞬しゆん時じ、混乱した。

「シュレッセン！」

　リリィは見張り役の兵を呼んだ。

　狩しゆ猟りよう民の出身であるシュレッセンは並の兵よりずっと視力がよく、僅かな星明かりさえあれば夜でも見張り役を務められるほど夜よ目めも利きいた。

　望楼の見張り台──矢除よけの板よりも上に出ているので、敵の攻撃が始まると使えない──に登って敵の動きを見張っているシュレッセンが足あし下もとに目を落とす。

「は！　リリィエンテル様！」

「敵の様子に何か変わったところはないか？」

「とくにございません」

「遠くて判然とせんが、儂には弓を持っていないように見えたが？」

「あ、それも変わった点に含ふくめるのでありますか。たしかに弓を手にしてはおりません。馬体のどこにも見当たりません。代わりに小さな籠かごを馬に吊つるしておりますが、それも昨日は見なかった物であります」

「小さな籠？」

（なんじゃ、それは）

　リリィは怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねったが、結局、なんのために敵の騎兵が籠を吊しているのか想像がつかなかった。

「ほかには？」

「手にする盾たてが昨日の物より大きいように見受けられます」

（矢除けの盾か。昨日の儂らの弓矢攻撃を受ければ、大きな物に換かえるのは自然じゃな。じゃが、弓を持っておらんというのは。そして昨日はなかった籠を持っていると？　なんじゃろう、何かちぐはぐな感じが拭ぬぐえんのう）

　リリィはあれこれと可能性を探さぐるが、これといった正解は思い当たらない。

「リリィエンテル様？」

　見張りの兵に呼ばれ、リリィは我に返る。

「ああ、すまなかったの。見張りに戻ってくれ、シュレッセン」

「は。見張りを続けます」

　軍団長に敬礼を送ると、シュレッセンは顔を上げ体の向きを変え、再び見張り台の上で伸のび上がった。

　リリィは再び物思いに沈しずむが、胸のざわつきを抑おさえられなかった。

（なんじゃ、この嫌な感じは!?　儂は何かを見落としているのではないか？）

　リリィは苛いらついたような顔で前方を見やった。

　矢狭間から覗のぞける小さな視界は敵の騎兵で溢あふれ返っていた。

「蟻は踏み潰しても踏み潰してもあとから湧わいて出るとは、儂もよく喩たとえたものよ」

　リリィは吐はき捨すてるようにそう言った。

（リリィエンテル様があのようなお顔を見せるとはお珍めずらしい）

　少し離はなれたところに立つエルミネがリリィの様子を窺うかがっていると、軍団長は唐とう突とつに振ふり返った。

「来るぞ、エルミネ！　気合いを入れていけ。生きるか死ぬかの境目ぞ。守れるか否いなかの分かれ目ぞ」

「は！」

（ここを守ることはサイファカール様を守ることに通じる。サイファカール様を守ることは帝国を守ることに通じる。儂も気合いを入れてかからねばの）

　リリィは愛用の長弓を手に取り、矢狭間から前方を覗き込む。

　直後に、敵の先頭がゆっくりと動き出した。

（さて、連中、何をしようとしているのか、お手並み拝見じゃな）




　まだこのときはリリィにも余よ裕ゆうがあった。

　けれど彼女が顔がん色しよくを失うのは、それほどあとのことではない。
















　筆者はここで無ぶ粋すいな幕まく間あいを挟はさみ、読者諸しよ賢けんに対してちょっとした試験を課してみようと思う。

　そう嫌いやな顔をしなくてもいいだろう。

　べつに採点をするわけではない。

　少し考えてみてほしいだけだ。

　歴史とは、考察し、洞どう察さつする学問なのだから、それを忘れてほしくないというだけの、ささやかな親心である。

　参考書を紐ひも解とかなくても、ここまで物語を読んできた読者諸賢なら、少し考えれば正答するのは難しくないはずだ。




　では、問題。




「帝てい国こく領内に侵しん入にゆうしてきた騎き馬ば民族は、何を使って、どのような方法で空から堀ぼりと防ぼう壁へきを突破しようとしたのか」




　これだけでは漠然としすぎているという向きには、少し手がかりを置いておこう。

　空堀は垂直に近い角度で掘られているから、そのままでは底へ下りたところで馬で登ることはできない。

　かといって、彼らは騎馬民族だ。

　馬から下りて歩いて登ろうとは思わない。

　空堀のすぐ先には防壁があるから、馬で跳とび越こえようとしても防壁に衝しよう突とつして落馬するだけだ。

　リリィは「騎馬民族どもは死し骸がいで堀を埋うめるかもしれない」と言ったが、彼らが選んだのは、そこまで非効率的な戦法ではない。

　もっと効率的で簡単な方法だ。

　もちろん彼らは攻城兵器など持ち合わせてはいない。

　彼らが防壁と空堀を目にしたのは、アル＝アラの街の近くまで下りてきたときが初めてだから、予あらかじめ攻城兵器など用意できるはずもない。

　彼らが使ったのは、そんな大がかりな物ではなく、そこにあった物だ。

　簡単に手に入る物だ。




　彼らが使った物は何か。

　それを使って、どのように空堀と防壁を無効化し、突とつ破ぱしようとしたのか。

　それを考えてもらいたい。




　ここでの戦いくさの帰き趨すうはよく知られている。

　だが、実際の戦せん闘とうの推移はあまり知られていない。

　だから、この問題の答えを知っている者はそれほど多くないと思うが、もし知っているのなら、先へ進んでもらってかまわない。

　知らないのであれば、少し考えてもらいたい。

　繰くり返すが、ここまで読んできた読者諸賢なら、考えればわかるはずだ。

　騎馬民族が考えついた、平へい凡ぼんで、しかし驚おどろくほど効果的なその戦法は、サイファカールでさえ予想していなかった。

　正解できたなら、あなたも万余を率いる優すぐれた戦闘指揮官になれる……かもしれない。
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　ロクサスに籠ろう城じようすることを決断したサイファカール、まずは軍議を執とり行った。

　皇おう子じ宮きゆうの評ひよう定じようの間まに集められたのは、フレイヤ、リ・イン、ネムネモ、グラゥクス、ヨーコ、シュラトゥである。

　ほかの幹部はロクサスを離れているから、「始まりの十三人」の中うち、このときサイファカールの手元にあったのはこの六人だけである。

　山の民たみ出身で戦闘時であっても重い鎧よろいを好まないネムネモ以外の五人は、サイファカールを含ふくめて鎧を着込んでいる。

　ネムネモはいつもの如ごとく腕うでや足が剝むき出しの革かわの服を着ているだけだった。

　前線に立つなら危なすぎる恰かつ好こうだが、サイファカールは彼女に物もの見みを命じるつもりで、その場合、俊しゆん敏びんに動けるほうが都合がいいから、彼は何も言わなかった。

　前線に立つわけではないサイファカールとシュラトゥは軽装鎧だが、フレイヤ、グラゥクス、リ・イン、ヨーコは重装備である。

　リ・インも鎧はあまり好きではなかったが、今回は最前線に立って兵を指揮する立場だから、鎧着用も仕方ないと諦あきらめていた。

　シュラトゥは文官なので戦場に立つわけではないが、後方支し援えんに当たる際、流れ矢が飛んでこないとも限らないから軽装鎧を着込んでいた。

　軽装鎧なのに、シュラトゥは、

「重くて動きづらいなぁ」

　とぼやいていた。
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「さて、あまり時間もないから急ごう」

　椅い子すから立ち上がったサイファカールは、集まった六人の臣下を見回して言った。

「街の防衛戦の指揮を執るのは、フレイヤ、グラゥクス、ヨーコ、リ・インの四人だ」

「はい！」

「任せてくだせえ！」

「承知」

「任せるがよいヨ」

　四人は四様に応こたえたが、多かれ少なかれ、どの顔にも緊きん張ちようの色が浮うかんでいた。

　それはそうだろう。

　攻せめ寄せる軍勢は二万から二万五千ほどもいると思われるのだから。

「フレイヤ、グラゥクス、ヨーコの三人には一千ずつ預ける。グラゥクスは自分の部下を百五十ほど持っているから、アル＝アラ軍団からは八百五十ということだね」

　自分の太い右腕を左手で叩たたきながらグラゥクスが吼ほえた。

「おお！　俺の部下どもは皆、腕を撫ぶしていますぜ！」

　リ・インが、自分は？　というふうに己おのれを指さした。

「リ・インは三百を率いて、義勇兵の七百と合わせて指揮を執ってもらおう。君の担当は街の北ほく面めんだ」

「おう、承知したネ」




　街の代表者たちは住民に呼びかけて義勇兵を募つのっていた。

　今のところ義勇兵は七百ほど集まっている。

　リ・インの三百を加えれば、合わせて一千。

　サイファカールは一千の部隊を四つ用意して、それで街の東西南北の守備を担当させるつもりなのだ。

　捕とらえた街の守備兵は、今回の籠城戦には使わないとサイファカールは決めていた。

　いくら兵力不足だといっても、彼らを使うのは危険すぎる。

　街の代表者が住民の総意としてサイファカールを認めたからといって、守備部隊の兵のすべてが認めているとは限らない。

　武器を渡わたしたら、いつ何なん時どき裏切るかもしれない。

　そもそも兵の意識の中には、サイファカールに付いた者こそが裏切り者だと考える者もいるだろう。

　だから今回の防衛戦は、守備部隊の兵抜ぬきで戦う。

　それがサイファカールの決断だった。

　もっとも千や二千もの兵を閉じ込めておくのは、それだけで一苦労で、敵の攻こう撃げきが激しくなれば見張りどころではなくなるかもしれない。

　逃にげ出す者も出るだろうが、それは仕方がないとサイファカールは割り切っていた。

（武器を持っていなければ背後から襲おそってくることもないだろうし、街の住民である義勇兵を襲って武器を奪うばい取ることもないだろう）

　というのがサイファカールの読みだった。

「ヨーコの千が街の南なん面めんだ」

　ヨーコは、

「承知しました」

　とだけ応えて軽く頭を下げた。

「城門のある西側はグラゥクス、君に任せる」

「はっは──、敵の最大の目標になりそうな西門の守備担当ですか」

「そうなるね。一千で足りる？」

「足りないと言えば、こっちに回してもらえるんですかい？」

「う～ん、ちょっと難しいね」

「なら、あるだけでやらなきゃ仕方ないでしょうや」

「頼たのんだよ」

　とグラゥクスに呼びかけたサイファカールは、顔を戻もどして言った。

「東門の側はフレイヤだ」

「委細承知であります。たとえ死んでも門は明け渡しません」

「いや、死んだら駄だ目めだからね。死なないように上う手まく守ってね？」

「皇子様……」

　フレイヤが、ぶわっっ、と涙なみだを迸ほとばしらせた。

「このフレイヤをそこまで気にかけていただけるとは光栄至し極ごくであります。門は死守してご覧に入れます。ご安心ください！」

「だから死んじゃ駄目だからね」

「しっ死んでも死なないように死守するのでありますっ！」

（言葉遣づかいが変！）

　ネムネモは内心でツッコんだが、ほかの四人も同じことを思っていただろう。

（おまけにおっぱい大きいしウザいし皇子のことしか見てないし。槍やりを持たせたら大したものだけど、槍を振ふるときに胸が揺ゆれるのも目め障ざわりだし）

　実際は鎧を着用しているから言うほど揺れるわけではないが、鎧を着用していなくてもあまり揺れないネムネモからすれば、揺れているように感じられるのかもしれない。

「で、ネムネモは」

　というサイファカールの声に、心中で密ひそかにフレイヤに対する呪じゆ詛その言葉を垂れ流していたネムネモは慌あわてて顔を上げ、サイファカールに向き直った。

「あ、は、い」

「残りの兵から百を預けるから、ロキシーヌ軍団の動きを、逐ちく一いち漏もらさず委細見み逃のがさず、探さぐって報告してもらいたい」

「皇子様の期待には死んでも応える」

「だから死んじゃ駄目だって。どうしてみんな、そう死にたがりなの!?」

　サイファカールが辟へき易えきした顔で窘たしなめる。

「軽々しく死ぬとか言わないでね？　僕はもちろん死ぬ気なんかないし、みんなにだって死んでほしくないんだからね」

「皇子様のそういう優やさしいところが好ま、しい」

「ああ、うん、まぁ気をつけてね」

「死なない程度に死ぬ気で頑がん張ば、る」

（結局おまえもフレイヤの同類か！）

　グラゥクスやシュラトゥ、ヨーコの、そんな心の声が聞こえてきそうだった。

「で、シュラトゥは」

　名を呼ばれたシュラトゥが背筋を伸のばす。

「後方支援っすね」

「そのとおり。消しよう耗もうした矢玉や予備の武器、防具を届けたり、兵ひよう糧ろうを運んだりというのが君の仕事になる」

「それはたしかに俺の仕事っすけど、使える兵はもういませんね？」

　とシュラトゥが言うとおり、街にいるアル＝アラ軍団は、防衛と物見に投入する三千二百五十で、だいたい打ち止めだ。

　残りは五十ほどしかいない上、それはサイファカールの護衛に充あてられる。

　グラゥクスの手勢の百五十も、義勇兵の七百も防衛に回されたから、シュラトゥが使える兵力はほとんどなかった。

「いないね。だから街の有志を募る」

「うえぇ？　住民にやらせるんですか!?」

　シュラトゥは驚おどろきの顔になるが、サイファカールは平然と頷うなずいた。

「ほかに人手がないんだから仕方がないよね」

「け……けど、強制的に徴ちよう用ようした奴やつらが嫌いや々いや働くくらいじゃ間に合わないように思うんすけどね」

「強制的に徴用はしないよ？」

「あ……はい？」

「報ほう酬しゆうは払はらうさ」

「あ、そうなんすか。でも」

　まだシュラトゥは不安そうな顔だが、サイファカールはそんな彼の不安を打ち消すようなことを言った。

「報酬を払うというより、鼻先に銀貨をぶら下げてもいいから働き手を集めてほしいんだ、シュラトゥ」

「……本気っすか？」

「本気だとも。金に糸目はつけないよ」

「あ～～。ザネッティさんがいたら、泡あわを噴ふいて反対するような気がするなぁ」

　すると、珍めずらしくヨーコから合いの手が入った。

「というより、目を剝むいて卒そつ倒とうするのではないかな」

　グラゥクスが、ぐはは、言えてるな、と大たい笑しようした。

「副長官殿どのは金が何より大事そうだしな」

「別わけても自分の金が、だが」

　そうヨーコが応えると、グラゥクスはなおも腹を抱かかえて笑った。

「はっはっはっ、言えてる言えてる。おまえ、ふだんは無口なくせに、たまに的確に人の急所を抉えぐるな」

　ヨーコがじろりとグラゥクスを睨ねめつける。

「それは誉ほめられているのか、それとも貶けなされているのか」

「ははは、誉めてるんだよ。おまえ、剣けんの……いや刀だっけ、刀の腕うでもたいしたもんだし、美人だし、いつも冷静だし、頭もよさそうだし、大したもんだわ。おまえの胸がもう少し大きかったら惚ほれてるところだ」

　ヨーコだけでなく、リ・インやネムネモといった女性陣じんが非難がましい目をグラゥクスに向けた。

　そしてフレイヤは。

「ほほう？　グラゥクスはわたしに惚れたようなことを言っていましたが、わたしに惚れたのではなく、わたしの胸に惚れたのでありますか。ということは、胸が大きければ誰だれでもよかったのでありますな？」

「いやいやいや、誰もそんなことは言ってねえだろ」

「はて？　今まさに言っていたように思うのでありますが」

「そんなことはねえ。俺はおまえの胸が、あのちびっ子軍団長並みに平らだったとしても、おまえに惚れてたぜ」

「言葉にこれっぽっちも誠意が感じられないでありますな」

（夫ふう婦ふ喧げん嘩かうぜえヨ）

（超ちよううざい）

（夫婦喧嘩は寝しん室しつでやれ）

　などというツッコミが、リ・インやネムネモ、シュラトゥの心中で湧わき上がったのは、フレイヤには秘密の上にも内ない緒しよだった。

「はいはい、フレイヤもグラゥクスも静かにね。あまり時間がないんだ。早く軍議を終わらせて籠ろう城じようの準備に取りかからないとならないんだからね」

　とサイファカールに窘たしなめられ、二人は睨にらみ合いを止やめて決まり悪そうな顔で体の向きを変えた。

「申し訳ありません」

「す……すいませんな」

「で、話を戻すけど」

　そう言ってサイファカールはシュラトゥに向き直る。

「とにかく早急に働き手を集めてほしいんだ。そのためには、ぜひ働きたいと住民が押し寄せるくらいの金額を提示してくれていい。防衛戦が終わったときに街の金かね蔵ぐらが空っぽになっていたっていい」

「わかりました。やってみます」
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　とシュラトゥが身を乗り出すその横でヨーコが、くっくっと嗚お咽えつするように笑った。

「それはいい。戻ってきたザネッティ様、本気で卒倒するかもしれない。楽しみだ」

「本当にいいのでありますか、皇子様？」

　とフレイヤが横から訊きいてきた。

「軍資金が尽つきてしまっては、向後の我々の作戦行動にも差し障さわりが出る……のではありませんか？」

「背に腹は代えられないってことさ、フレイヤ。ここで吝けちって街を陥おとされては元も子もない。どうせ兄貴の金なんだ、遠えん慮りよは要いらない。向後の作戦行動に関しては、街を守ってから考えればいいんだ」

「あ……はい」

　と応こたえたものの、サイファカールに心しん酔すいしているフレイヤですら、本当にそれで大だい丈じよう夫ぶなのかという顔だ。

　況いわんや、新参の家臣であるグラゥクスやヨーコが、自分たちの前ぜん途とに不安を感じたのも無理はない。

　たとえ街を守れたとしても、軍資金がなくて身動きが取れないままでは、後こう継けい者しや争いに乗り遅おくれ、いずれどこかの勢力に吞のみ込まれてしまうのではないか、と思う。

　臣下のそんな微かすかな不安を感じ取ったのか、サイファカールはいつもと変わらぬ笑えみを浮うかべて言葉を継ついだ。

「それに、街の住民を巻き込むのは、これからの僕たちの戦いに必ず利益をもたらすだろうからね」

　彼の言葉の意味がわからず、皆みなが首を捻ひねっている。

「つまり。住民に、自分たちも僕や君たちと共に防衛戦を戦ったという仲間意識を持ってもらいたいのさ」

「それが大事なこと……なんすか？」

「大事なことさ、シュラトゥ。一いつ緒しよに戦えば、たとえそれが剣や弓を取ることではなく、兵糧を運ぶだけだったとしても、それで住民は第三者でなく当事者になる。僕たちと一いち蓮れん托たく生しようになる。大げさに言えば僕たちと運命共同体になる。そうなれば彼らの意識は変わる。積極的に僕たちを支し援えんしてくれるようになる」

「へぇぇ～～」

「ほうぅ～～」

　感心したような呆あきれたような声があちこちから上がった。

「……はずだ」

　がくぅっっ。

　全員が肩かたからずっこけた。

　体勢を戻もどしたシュラトゥが、情けなさそうな顔でサイファカールを見やる。

「確信があるわけじゃないんすか？」

「確信はないよ」

「あ……はぁ」

「でも、蓋がい然ぜん性は高いと思ってはいる。読みは外れていないはずさ」

　サイファカールが自信満々でそう言い切ると、フレイヤ以下の顔に生気が蘇よみがえった。

「僕は自分の読みを信じている。だから君たちも、僕を信じてほしい」

　いきなりフレイヤが椅い子すから立ち上がった。

「もちろんであります！　不ふ肖しよう、このフレイヤ、皇子様を信じて、地の底だろうが地じ獄ごくの底だろうが、どこまでもついて行く所存であります！」

（いつものことながらうざい奴だネ！）

　と思うリ・インやネムネモだが、その思い、その覚かく悟ごはフレイヤと同じなので、フレイヤへのツッコミは措おいておいて、小さく、そして力強く頷いた。

「さて、では次へ行くよ」

　六人は改めて力強く頷いた。

　続くサイファカールの言葉は出席者の予想を超こえたものだった。
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「兵力が足りないのは如何いかんともし難がたいから、少し補強しておこうか」

「え？」

　サイファカールの言葉に、フレイヤやグラゥクス、ヨーコなどが怪け訝げんそうな顔になる。

「あの、皇子様、補強というのはどういうことでありますか？」

「兵数が足りないから、それを補う策を弄ろうしておこうか、ということだよ、フレイヤ」

「さらに義勇兵を募つのるということですかい？」

　と訊いたグラゥクスに、サイファカールは首を横に振ふってみせた。

「義勇兵に関しては、これ以上を集めるのは無理だろうな」

「するってぇと、どこから兵を引っ張ってくるんです？　アンブロウ州の他ほかの街にだって、ろくな兵力は残っちゃいないはずですが」

　グラゥクスだけでなく、フレイヤやリ・イン、ヨーコが首を捻っていると、サイファカールは家臣たちを再び不安に陥おとしいれるようなことを言った。

「城じよう壁へきや望ぼう楼ろうには、東辺境州の州旗だけでなく、アンブロウ州旗やペリージア州旗、リエンツェ州旗なんかも掲かかげておこう」

「はいぃ!?」

「そんな無茶なっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのはフレイヤとヨーコだった。

　フレイヤはサイファカールの親衛隊長で、ヨーコはアル＝アラ軍団の副軍団長。

　つまり二人とも正式な帝てい国こく武将で、だからこそ二人は、サイファカールがどれほど無茶苦茶なことを言ったのかがよくわかっていた。

「僕たちの兵力には限りがあるからね。アンブロウ州旗やペリージア州旗、リエンツェ州旗は兵力不足を多少なりとも補ってくれるだろう。具体的には、そうだな、一本当たり兵二、三十人分くらいの威い力りよくがあるんじゃないかな？」




　サイファカールの言葉が正しいとするなら、他州の州旗を五十本も掲げれば、サイファカールたちは千人くらい兵力を増やせる計算だ。

　じっさい、これらの州旗はある程度の効果を発揮した。

　そうはいっても兵力差が大きすぎるから、ロクサスの攻こう防ぼう戦せんの結果を決定的に左右したわけではないのだが。




　サイファカールが本気らしいので、フレイヤは慌あわてて身を乗り出した。

「皇子様、それは帝国法に違い反はんしてしまうのではありませんか？」

　彼女が青い顔でそう言うのも当然で、ロムニア帝国の地方軍団は帝国旗と所属する州旗しか掲げてはいけないことになっている。

　他州の州旗を掲げるのは明らかな軍紀違反なのだ。

　だからフレイヤやヨーコは驚おどろいたのだが。

「陛下が身み罷まかり、帝国が分ぶん裂れつしようかっていうこの危急存亡のときに、一から十まで決まり事を守っていても仕方がないだろ？　決まりを守ろうとして帝国が分裂してしまったら、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうだよ。決まりは決まりを守るために在あるんじゃない。帝国と帝国臣民を守るために在る。そうは思わないかい、フレイヤ？」

　フレイヤは椅子の上でびしりと背筋を伸のばして応えた。

「思うであります。不肖このフレイヤにとっては、州法より帝国法より、皇子様のお言葉のほうが大事であります故ゆえ、決まりを守らないことが必要だと皇子様が判断なさったなら、わたしは従うだけであります」

　グラゥクスやシュラトゥなどは、

（それはそれでどうかと思うが）

　と内心で軽くツッコんだが、それを口にしないだけの気配りはあった。

　そしてサイファカールは真ま面じ目めな顔をヨーコに向けた。

「ヨーコはどう思う？」

　サイファカールにも負けないほど真しん剣けんな顔でしばらく皇子を見つめていたヨーコだが、やがてふっと表情を緩ゆるめた。

「サイファカール様が必要だと思われるなら、わたしも異議を挟はさみません」

「ありがとう」

　サイファカールがにこやかな笑みを浮かべたので、ヨーコは、うっ、と頭を引いた。

（どうしてここでそんな爽さわやかな笑顔を浮かべられるのかがわからない。どういう男だ、この皇子は）

「なら、決まりだ。城壁や望楼には、辺境州旗だけでなく、アンブロウ州旗やペリージア州旗、リエンツェ州旗を掲げることにする」

　シュラトゥは本当にそれでいいのかなぁと首を捻っていたが、フレイヤやグラゥクス、ヨーコは、
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「承知しました」

　と頭を下げた。

「ですが、皇子様」

　顔を上げたフレイヤが何かに気づいたようにサイファカールを見やる。

「アンブロウ州旗はそれこそ腐くさるほどあると思いますが、ペリージア州旗やリエンツェ州旗は、どこで手に入れればいいのでしょうか？」

「作るしかないね」

　フレイヤは顎あごをぱかっと落とし、情けなさそうな顔になる。

「つ……作るので……ありますか？」

　他州の州旗を勝手に掲げること同様、勝手に作ることも違法な行こう為いだから、フレイヤが驚いたのも無理はない。

　だが、サイファカールは平然と繰くり返した。

「手持ちがないんだから作るしかないよね」

（それは二重の意味で帝国法違反なのでは）

　というフレイヤの危き惧ぐは他の五人にも共通する思いだった。

　そんな六人にサイファカールは笑いかける。

「あまり心配しなくてもいいよ。巡じゆん察さつ官が来ているわけでもないし、軍ぐん監かんがいるわけでもない。僕たちの行為を咎とがめるような者はいないんだから」

　皇族の言葉としてはどうなんだろうと思わずにはいられないヨーコやグラゥクスだが、フレイヤやリ・イン、シュラトゥやネムネモは、サイファカールの奇き抜ばつな、いっそ奇き矯きような言動にはもう慣れっこなのか、少し呆れたような顔で頷うなずいているだけだった。

（殿でん下かの直じき臣しんは殿下に毒されているな）

　と思うヨーコだが、自分も少しずつ毒に冒おかされているような気がして、思わずぶるっと身み震ぶるいしてしまう。

　そんなヨーコの思いを知ってか知らずか、サイファカールは平然と顔を巡めぐらせた。

「というわけで、シュラトゥ」

「あぁぁ、はい？」

「大急ぎで人を集めて旗を作って。そちらは針仕事が得意なご婦人方を集めればいいね。時間との戦いだから、手間賃は弾はずんでね？」

　シュラトゥが不安そうな顔になった。

「また弾むんですか？」

「お金で解決できることはお金で解決するのさ。こういうときに使わないのなら、お金を持っている意味がない」

「ザネッティさんは、持ってるだけで意味があるって言いそうだけどなぁ」

　とぼやいたシュラトゥだが、すぐに頭を切り換かえ、

「手間賃の額は俺が決めちまっていいんですか？」

　と訊きいてきた。

「任せるよ」

「わかりました。応おう募ぼ者が殺さつ到とうするくらいの手間賃を提示して大至急で作らせます」

「よろしくね」

　とシュラトゥに手を挙げたサイファカールは、さて、と言ってネムネモに顔を向けた。

「ロキシーヌ軍団の動きを把は握あくしておく必要がある。ネムネモ、早さつ速そく、物見に出てくれるかい？」

「出ます」

　と短く応こたえてネムネモが立ち上がった。

　サイファカールは今度はヨーコのほうを見やった。

「ヨーコ、ネムネモに付ける百を選んでやって。それと、フレイヤ、グラゥクス、リ・インに付ける部隊の選別もよろしく」

「承知しました」

　ヨーコは恭うやうやしく頭を下げると、静かに立ち上がった。

「フレイヤ、グラゥクス。ヨーコと一いつ緒しよに行って」

「承知いたしました」

「承知でさあ」

　フレイヤとグラゥクスも立ち上がった。

「リ・インとシュラトゥは僕と一緒に来て。街の代表者に、働き手を募集することを告げておこうと思うから」

「はいナ」

「承知しました」
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　ここで、ロクサスの街を巡る攻こう防ぼう時の双そう方ほうの兵力を比ひ較かくしておこう。

　ロキシーヌ軍団は総勢三万三千だったが、エルク＝レインが率いる軍団五千が別行動を取っている。

　輜し重ちよう部隊の四千も後方に置かれたままだ。

　輜重部隊警護のため、エルクの軍団から引き抜ぬいた二千──決起に際して軍団の兵力を五千から七千に増やしていた──を残してある。

　それら一万一千を除いた二万二千がロクサスに迫せまった兵力だ。

　ドゥートスとマルチダスの軍団が七千ずつ。

　ロキシーヌ親衛隊が、やはり七千。

　予備部隊が一千だ。

　それに比してサイファカールの兵力は。

　アル＝アラ軍団が三千三百。

　グラゥクス子飼いの兵が百五十ほど。

　街の有力者がかき集めた義勇兵が七百ほど。

　合わせても四千百五十程度である。

　おまけに義勇兵は、言ってみれば素人しろうと。

　軍団兵と同様の戦せん闘とう力を期待するわけにはいかない。

　しかも戦いの経過次し第だいでは、いつ心変わりするかわかったものではない。

　たしかに街の有力者たちの覚かく悟ごは本物だった。

　けれど、集められた義勇兵の一人一人がそこまで本気かどうかはわからない。

　形勢次第では、本来の主人であるロキシーヌを選ぼうとする者が出る虞おそれはある。

　義勇兵だけではない。

　街の住人も同様である。

　サイファカール頼たのむに足らずと思えば、辺境州軍団の背後で騒さわぎ出すかもしれない。

　最悪、武器を取って襲おそいかかるかもしれない。

　サイファカールとしては、義勇兵からも住人からも心変わりする者が出ないよう上手じようずに戦わなくてはならなかった。

　上手に。

　つまり、非勢に陥おちいることなく、余よ裕ゆうを持ってロキシーヌ軍団を撃げき退たいする必要があった。

　そんなことが可能かどうかと怪あやしむ思いはサイファカールの胸の中にもある。

　だが、やらなくてはならない。

　やり果おおせなくてはならない。

　そのためなら、あらゆる手立てを講じ、あらゆる策を弄ろうし、あらゆる人間を使おうと、サイファカールは開き直っていた。

　だから、帝てい国こく法に触ふれるような真ま似ね──州旗の偽ぎ造ぞうと掲けい揚よう──を行うことにも躊躇ためらいはない。




　リ・インとシュラトゥを引き連れたサイファカールは、街の代表者が待つ謁えつ見けんの間まへと歩きながら不敵な笑えみを浮うかべた。

（いよいよこれから僕の、僕たちの未来を左右する、伸のるか反そるか、生きるか死ぬかの大おお博ばく打ちが始まる。鬼おにが出るか蛇じやが出るか魔ま物ものが出るか、それとも天使が微笑ほほえむか）
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　この三日後──ロクサスに籠ろう城じようするとサイファカールが決断を下してから四日後──にロキシーヌ軍団の先せん鋒ぽう部隊が街の近きん郊こうに姿を現した。

　ロキシーヌが急がせた割に時間がかかった理由は、後方のレムリガス将軍の動きに気を遣つかったのと、兵たちの動きが鈍にぶかったためだ。

　兵たちの動きが鈍かったのは、ロクサスの街が占せん拠きよされている事実が彼らのあいだに広まっていたせいで、中には中隊長辺りに食ってかかる兵も出たらしい。

　それでもなんとか兵を宥なだめ賺すかし、[image: しか]しかり脅おどし、ロキシーヌ軍団はロクサスへと引き返してきたのだった。

　先鋒を受け持った騎き馬ば部隊が送った物見が街の様子を偵てい察さつすると、たしかに城じよう壁へきや櫓やぐらの上に東辺境州旗が翩へん翻ぽんと翻ひるがえっていた。

　だが、翻っているのがそれだけではないことに彼らは仰ぎよう天てんする。

　あまり近づくと矢を撃うたれる虞があるので離はなれたところから遠望するだけだが、辺境州旗に混じって、見慣れたアンブロウ州旗が翻っているのが見えた。

　だが、アンブロウ州旗だけなら驚おどろきはしない。

　ロクサスはアル＝アラ軍団に占せん領りようされているのだから、占領軍がアンブロウ州旗を掲かかげさせたと思えば合が点てんがいく。

　ところが、それ以外にも翻っている旗があって、そちらが大問題だった。

　馬上で目ま庇びさしを作っていた物見の騎兵小隊を率いる隊長は、目庇を崩くずし、隣となりの騎兵に顔を向けた。

「おい、あれ……ペリージア州旗じゃないか？」

「……のようですね」

「どういうことだ？」

「辺境州軍団だけじゃなく、ペリージア州軍団もいるのでしょうか？」

「いやいや、そんな馬ば鹿かな」

　と否定してみたものの、小隊長の心に疑念が群むら雲くものように湧わき上がってきた。

（辺境州軍団だけでロクサスを陥おとすなんて無理だろうと思っていたが、ペリージア州軍団がいるなら……）

　あっさりとロクサスが陥ちたのにも納なつ得とくがいく。

（これは大おお事ごとだぞ。すぐに取って返して報告を上げなくては）

　先鋒を率いる騎兵中隊の隊長に報告しようと小隊長が馬首を巡らせかけたとき、別方向の偵察に出した二頭の騎馬が駆かけ戻もどってきた。

「隊長！」

　部下のただならぬ様子に、小隊長は嫌いやな予感を覚えた。

「どうした!?」

「旗が……旗が翻っているのですっ」

　息を切らしてそう報告する部下の言葉に、小隊長は安あん堵どの息を漏もらす。

「それならこちらも把握している。東辺境州旗やアンブロウ州旗以外にペリージア州旗が翻っているのは、たしかに大事だ」

「えっっ!?」

　二人の騎兵は瞬しゆん時じ、顔を見合わせたが、すぐに隊長のほうへ向き直った。

「ペリージア州旗も翻っているのですか!?」

「ペリージア州旗……も？」

「は、はい！　我らが見つけたのはペリージア州旗ではありません」

「なんだと!?　では、どこのだ!?」

「リエンツェ州です。東辺境州旗やアンブロウ州旗に混じってリエンツェ州旗が翻っていたのです！」

「!?」

　あまりに予想外、尚なお且かつあまりに重大で深刻な意味を持つ部下の言葉を受け、小隊長はしばし馬上で固まってしまった。
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　我に返った小隊長はすぐに部隊へと駆け戻り、中隊長に報告を上げた。

　報告を聞いた中隊長は、急ぎ伝令をドゥートス軍団長がいる本ほん陣じんへと走らせた。

　報告を受けた本陣の空気が凍こおりついた。

　ドゥートスは報告が意味する重要性に慄おののき、直ちにロキシーヌの親衛隊本陣へと伝令を送った。




　報告を受けた親衛隊本陣は騒そう然ぜんとなった。

　副官や親衛隊長は、

「すぐにドゥートス様やマルチダス様をお呼びして軍議を」

　と提案したのだが、ロキシーヌはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「そんな必要はねえ。ただでさえ進軍が遅おくれてしまってるんだ。これ以上、無む駄だな時間を費ついやしている場合じゃねえ」

「ですが、ロクサスにペリージア州やリエンツェ州の兵が入っているとなりますと……」

「どうせサイファカールの細工だろ。あの野や郎ろうが考えそうな姑こ息そくな手だ」

　ロキシーヌは深く考えて言ったわけではなかった。

　サイファカールには小細工を弄する性せい向こうがあるのを兄弟として感じ取っていたからそう言ったにすぎないのだが、奇くしくもこの場合、ロキシーヌの指し摘てきは正せい鵠こくを射ていた。

　しかし、副官や親衛隊長は常識に囚とらわれた。

（皇族ともあろうお方が、帝国法を犯おかすような真似をなさるはずがない。いくらサイファカール殿でん下かが虚うつけ皇子だとしても）

　それが彼らの感想だった。

　常識に囚われた彼らは、ロクサスには東辺境州だけでなく他州の兵も入っているのではないかということを恐おそれた。

　だが、ロキシーヌはサイファカールの小細工だと言って取り合おうとしない。

　ドゥートスが送った使者も、

「それはサイファカールの小細工だ。そんなものに惑まどわされず、さっさと陣を構えて攻こう撃げきの準備を急げ」

　という返事を持たされて送り返される始末だった。

　ドゥートスも常識人だった。

　彼はロキシーヌからの返事を聞いたとき、やはりこう思った。

（皇族ともあろう方が率先して帝国法を犯すだろうか）

　切せつ羽ぱ詰つまったこの状じよう況きようなら可能性はないこともないとは思うが、それでも、まさか、という思いが拭ぬぐいきれないドゥートスだった。

　彼の軍団は東とう面めんの攻撃を受け持っているから、他の部隊よりも先行している。

（もし他州の軍団が入っているなら……奇き襲しゆうをかけてくる虞がある）

　その場合は、突とつ出しゆつしているドゥートス軍団が標的になる。

　彼はロキシーヌの意見に異を唱えることはしなかったが──しても皇子は自説を曲げないだろうし、機き嫌げんを悪くするだけだ──物見部隊を増やし、それまでよりも慎しん重ちように軍団を進めた。

　そのことがサイファカール側に、さらなる時間的余裕を与あたえることになった。

　それが戦局を分けた最大の要因ではないが、これらの小さな要因が積み重なって戦局を分けることになった……とは言えるだろう。




　いずれにせよロキシーヌ軍団はロクサスまで戻ってきた。

　進軍速度は遅おそくても、やがて街は二万を超こえる兵に包囲される。

　サイファカールと彼の臣下たちの本当の戦いが、いよいよ始まろうとしていた。
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　ロキシーヌ軍団の第だい一いち陣じん本隊がロクサスの街近きん郊こうに達したのは、サイファカールが籠ろう城じようすると決断を下してから五日後のことであった。

　ロキシーヌが急がせた割に移動に時間がかかったのは、軍団長ドゥートスが奇襲を警けい戒かいしたのが大きな要因だが、後続の部隊も後方のレムリガス将軍の動きをほったらかしにしたまま先を急げないという理由もあった。

　何より、行軍する兵たちの足取りが重かった。

　兵の足取りが重かった理由は、前述したように、ロクサスの街がアル＝アラ軍団に占せん拠きよされている事実が彼らのあいだに広まっていたせいで、行軍途と中ちゆうで上官に食ってかかる兵もいたし、中には黙だまって部隊を離れる兵すらいたという。

　それでも部隊が瓦が解かいすることなく戻ってこられたのは、そもそも自分たちの街に戻るという意識が兵たちにあったからだ。




　街を遠望する小高い丘おかの上に本陣を置いたドゥートスは、街の様子を探さぐるため、大おお物もの見み部隊を派は遣けんすることにした。

　街の西側から接近した大物見部隊は、城じよう壁へきの上にずらりと並んだ旌せい旗きを確かく認にんした。

　物見小隊の報告にあったように、ペリージア州旗やリエンツェ州旗も翻ひるがえっている。

「ということは、やはり両州の兵が街に入っているということか」

　彼らの常識では、そこに州旗が翻っているということは、その州の軍団がいることに外ほかならない。

　常識的で真ま面じ目めな兵士は、軍団兵がいないのに州旗が翻っているという可能性を、ましてや州旗その物が急きゆう遽きよ作られた偽にせ物ものかもしれないという可能性を考えもしなかった。

　そんな愚ぐ行こうは、命令違い反はんや敵前逃とう亡ぼうなどと同様、絶対にやってはいけない重犯罪なのである。

　それをわかっていて敢あえて偽の州旗を掲かかげさせているサイファカールを、なんと悪あく辣らつな、と非難する向きもある。

　しかし、これこそ「確信犯」というものだろう。




　閑かん話わ休きゆう題だい。

　最近の若い学生諸子のあいだで「確信犯」を「悪いことと知りながらも敢えて行うこと、または行う人」という意味で使う場合があるようだが、本当の意味は「政治的、道徳的、宗教的信念に基づいて自分の行こう為いが正しいと信じて為なされる犯罪」のことである。

　ときたま読解力を問う試験で語意を問われることがあるので、筆者は敢えて読者諸しよ賢けんに指摘しておこう。

　先刻承知という場合は流してくれればいい。

　では話を本編へ戻もどそう。




　サイファカールが目標とするのは帝てい国こくの再統一である。

　それが最優先事じ項こうで、そのために為される行為が帝国法に触ふれようと慣習に反しようとかまわない、というのが彼の立場だ。

　これをどう評価するかは意見の分かれるところだが、少なくとも彼は信念の下もとに行動している。

　信念を持って決断している。

　だから彼の決断と行動にはぶれがない。

　そこは強調しておきたいところである。




　ロクサスの街にペリージア州軍団やリエンツェ州軍団が入っているのなら、少なくとも一万五千ほどの兵力がいることになるから、攻撃側が二万以上いても、簡単に陥おとせない計算となる

　大物見部隊の隊長は軍団長ドゥートスの本陣へと伝令を走らせた。
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　物見騎き兵へいの報告を受けたドゥートスは難しい顔で低く唸うなった。

（やはり他州の旌旗、事実だったか。ということは、ペリージア州軍団やリエンツェ州軍団が街にいるということになるが、いったい全体いつの間まに街に入ったのだ!?　それともロキシーヌ殿下が仰おつしやるとおり、偽ぎ装そうなのだろうか）

　いもしない軍団をいるように偽装する。

　そのために勝手に他州の州旗を掲げる。

　それはドゥートスが考えても犯罪行為だ。

（果たしてそのような犯罪行為を皇族ともあろうお方がなさるだろうか。というか、虚うつけ皇子として名を馳はせているサイファカール殿でん下かが、そのような策を弄ろうするだろうか）

　ドゥートスも常識の範はん囲いから思考をはみ出させることがなかった。

（いや、考えていても始まらない。実際に街中にペリージア州軍団やリエンツェ州軍団がいないことを確認できなければ、いるという前提で行動しないと痛い目を見ることになる。もう一度、ロキシーヌ様にご報告して判断を仰あおいでおこう。念のためだ、マルチダスにも知らせておくか）

　自分の軍団に臨戦態勢を取らせたまま、ドゥートスは後方にいるロキシーヌとマルチダス宛あてに伝令の騎馬を走らせた。
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　ドゥートスから報告を受け、マルチダスは仰ぎよう天てんする。

　彼もドゥートス同様、いつの間まにペリージア州やリエンツェ州の兵が街に入ったのだ？　と驚おどろいた。

（我々がレムリガス将軍との交こう渉しように日を費ついやしているその裏で、こっそり入城したということか？　だが、それぞれ一個軍団ずつとしても、こちらに気づかれずに入れるものかな……いや！　そうだった。こちらはアル＝アラ軍団が街に入ったことさえ気づけなかったんだったな）

　東辺境州軍団にロクサスを乗っ取られたことにさえ気づけなかったのだから、その後、他州の軍団が街に入城したとしても気づかなくて当然。

　マルチダスの思考は、そのように流れていった。

　ここに常識に囚とらわれない思考のできるエルク＝レインがいないことが、ロキシーヌ軍にとって大きな痛手となった。

　だが、そもそもエルク＝レインの提案を却きやつ下かして、グレンナ州軍団と合流させるために彼を単独で送り出したのはロキシーヌ自身だから、言わば自業自得ではあった。

　マルチダスと共に報告を聞いた幕ばく僚りようたちが顔を顰しかめている。

「軍団長、どうされますか？」

「街にペリージア軍団とリエンツェ軍団が入っているとなると、守備兵は一万五千近くになります」

「強きよう攻こうすれば我がほうにも多大な犠ぎ牲せいが」

　と迫せまる幕僚たちに対してマルチダスは、そうだな、と応こたえただけで、沈ちん思し黙もつ考こうに沈しずんでしまった。

（旌旗が翻っている以上、兵は入っているのだろうが、かといって軍団単位で入っているとは限らないか）

　マルチダスはその可能性に思い至り、安あん堵どの息を漏もらす。

（五千、一万もの兵が気づかれないまま入城できるとは思えない。おそらく数百単位での入城なのだろう。もしかすると千や二千はいるかもしれないが）

　それならば、守備側の総兵力は五千とか六千止まり──東辺境州軍団が定員割れをしていることは彼も把は握あくしている──だから、兵力的にはまだまだ自軍が有利だとマルチダスは思った。

　けれど、安心材料ばかりではない。

　ペリージア州の兵はともかく、リエンツェ州の兵が入っているということは、レムリガス将軍とサイファカールが手を結んだということを意味するからだ。

（もしそうなら、後方でリエンツェ州軍団が動き出しているかもしれない。今までは局外中立という態度だったが、サイファカール殿下と結んだのなら、我々の後方から襲おそいかかってくる虞おそれがあるではないか）

　マルチダスの憂ゆう慮りよはもっともなことで、その可能性を一いつ顧こだにしないロキシーヌの態度に彼は不安を感じる。

（あるいは気づいているのに敢えて無視しているのか？　いまロキシーヌ様の頭の中は、サイファカール殿下への意い趣しゆ返がえしだけで占しめられているのかもしれない。困ったな）

　マルチダスがロキシーヌの決起に乗ったのは、皇子が帝位を目指すと言ったからだ。

　仕えている皇子が皇こう帝てい位いに即つけば、その臣下は一族もろとも多大な恩おん恵けいに与あずかれる。

　マルチダスもドゥートスもエルク＝レインも、そこに賭かけたのだ。

　もっとも、エルク＝レインだけは少し事情が違ちがったようだが──彼は自分の腕うでと頭脳を試ためしてみたいと常つね々づね言っていた──そうであっても基本的には地位の上じよう昇しようと自身の栄えい耀ようを願っていたはずだ。

　なのに今、ロキシーヌは一時の感情に囚われ、帝位に即くことよりもサイファカールを叩たたくことを優先している。

　話が違うぞ、という思いがマルチダスの胸中に湧わいてくるのも自然の成り行きだった。

　とはいえ、ここで諫かん言げんはしない。

　そんなことをすれば、怒いかり心しん頭とうに発しているロキシーヌに対して火に油を注ぐだけだということがマルチダスにはわかっている。

　すでに三年以上、ロキシーヌに仕えてきたのだ。

　彼は皇子の長所も短所も知り尽つくしていた。

（殿下には期待していたんだが……この辺が潮時かもしれないな）

　マルチダスは一種の感かん慨がいと共に、今後のことを考えていた。

（とはいえ、俺一人ではどうしようもない。ドゥートス殿どのがどうするのか。そこを確かめたいものだが……俺が出向くような余よ裕ゆうはない。とりあえず伝令を送って少し探さぐりを入れてみる感じで行くか）

　無言のままマルチダスがあれこれと思考を巡めぐらせていると、副官が彼の名を呼んだ。

「マルチダス様、如何いかがいたしましょう？」

　我に返ったマルチダスは副官に、

「ドゥートス殿に伝令を」

　と命じた。

　伝令に対してドゥートスがどう応えてくるか。

　それを待って、自分の対応を決めようと思うマルチダスだった。
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　一方、本陣でドゥートスが送ってきた伝令から報告を受けたロキシーヌは、だからどうした、という態度だった。

「サイファの阿あ呆ほうの小細工だって言ったろ。そんな物にあたふたしてるんじゃねえよ」

　けんもほろろに使者を追い返すと、ロキシーヌはドゥートスとマルチダスに伝令を送れと副官に命じた。

「ロクサス奪だつ回かい戦は予定どおり行う！　ドゥートスの軍団は、これも予定どおり東門だ」

「は！」

「マルチダスの軍団は西門だ。俺の部隊は予備として待機する。どちらかが突とつ破ぱしたら、俺の部隊から増ぞう援えんを送って突破口を広げる」

　そう言ったロキシーヌの瞳ひとみには炎ほのおが燃えているようだ。

　それが本ほん拠きよ地ち奪だつ還かんの決意の表れなのか、サイファカールへの憎ぞう悪おの表れなのかはわからなかった。

「東西二方向から同時に攻せめかかれば、本当に城内にペリージア州やリエンツェ州の兵がいるのか、いるとすれば何人くらいいるのかがわかるだろう」

「おお、なるほど」

「さすがです、殿下」

　幕僚たちが感心の顔で手を打つと、ロキシーヌは自信ありげに言葉を継ついだ。

「敵の抵てい抗こうが薄うすければ中にいるのは辺境州軍団だけだ。そのときは俺の親衛隊も参戦する。敵は東西の城門に守兵を集中させているだろうから、北ほく面めんか南なん面めん……そうだな、俺の部隊は南面としておくか、南面に攻こう撃げきを仕し掛かければ耐たえられるはずがない」

「で、ありますな」

「こちらが総攻撃すれば、街の中から内応者が続出するでありましょう」

　などと幕僚たちは暢のん気きなことを言うが、ロキシーヌも同じようなことを考えていた。

「そのとおりだ。俺たちが攻撃を始める前に、住人どもはサイファの阿呆を追い出そうとして起たち上がるかもしれん」

　そう言ってロキシーヌは床しよう几ぎから腰こしを浮うかせた。

「総攻撃の開始は明日の正午としておく。ドゥートスとマルチダスには、それまでに布ふ陣じんを終えろと命じておけ」

「はは」




　自分のために住民が起ち上がると思ってしまうところが、ロキシーヌの甘さであり限界だった。

　実際は、街の住民から成る義勇兵が剣けんや弓を取ってロキシーヌの軍団と戦おうとしているのに、彼はそんなことをこれっぽっちも考えていない。

　周しゆう到とうな準備をして街を奪とり、周到な準備をして迎げい撃げき戦を行おうとしているサイファカールとはじつに対照的な態度であり思考である。

　それが皇族としての血筋から来る楽観だとしたら、サイファカールの周到さは、いったいどこから来ているのか興味深いところだが、その考察は後のちに譲ゆずろう。

　ともあれ、ロキシーヌによる攻撃の命令は下った。

　サイファカールが頼たのみとしているペリージア州軍団の応援が間に合うのか。

　サイファカールが期待しているリエンツェ州軍団の応援が間に合うのか。

　それは、サイファカールたちがどれだけ抵抗できるか、言い換かえれば、どれほどの時間を稼かせげるかに懸かかっていた。
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　伝令兵から「総攻撃の準備を急ぐように」というロキシーヌの命令を伝えられたドゥートスの最初の反応は、

（俺の軍団兵を物差し代わりにするつもりか）

　というものだった。

　とはいえ、多少の反発を覚えるものの、命令を拒きよ否ひすることはできない。

（仕方ない。まずは小手調べで籠ろう城じよう側の反応を探るとするか。こちらの対応を決めるのは相手の出方次し第だいだ）

　ドゥートスは集めた幕僚や副官を前に、

「街の東側へと進出したら、まず弓を射かける。用意した弓をすべて兵に持たせて東側の城じよう壁へき前に並べろ。城門前はとくに厚めにな。矢玉はいくら使ってもかまわん。むしろ使い切るくらいの覚かく悟ごで、撃うって撃って撃ちまくれ」

　と命じた。

「よろしいのですか？」

　副官は怪け訝げんそうな顔だが、ドゥートスは、かまわん、と言い切った。

「こちらが本気で撃てば、守備側も本気で撃ち返してくる。城内の反撃の具合で守備兵の数が類推できるだろう」

　ドゥートスは、城内に他州の兵がいるのかいないのかを確かめることが最優先課題だと考えたのである。

　確かく認にんしないまま強攻すれば、最悪の場合、大きな犠牲を払はらうことになる。

　彼は軍団長としてそれを恐おそれた。

　だから突撃で量はかるのではなく、弓矢攻撃で量ることにした。

「初撃は守備側の兵力を量るのが目的だ。それによって、その後ごの対応を決める。だから矢玉を惜おしむな。各隊長にそう伝えよ」

「承知いたしました」

「まずは陣じん替がえを急がせよ」

「は！」

　命令を携たずさえ、副官や幕ばく僚りようが控ひかえている隊長たちの下もとへ小走りに走っていった。

（できることなら兵の犠ぎ牲せいは極力抑おさえたいものだが。もちろん、街の住民の犠牲も）

　そんなことを思いながらドゥートスは、慌あわただしく出陣の準備を始めた味方の兵の様子を見守るのだった。
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　翌日の昼前には、なんとか総攻撃の準備が調ととのった。

　城壁東側にはドゥートス率いる第一軍団七千が、同様に西側にはマルチダス率いる第二軍団七千が陣取っている。

　ロクサスの街の周囲は、多少の起き伏ふくはあっても、基本的に畑が広がっているだけの平地だから、街の側からは攻撃部隊の様子は手に取るようにわかるはず。

　すでに応戦の準備を終えて待ち構えているのは確実で、だからドゥートスとしては守備側の兵力が判明しないうちに総攻撃に移るのは避さけたかった。

　ドゥートスは、第二軍団だけが突撃しないようにと、マルチダスの下へ伝令を走らせておいた。

　自分の軍団が小手調べをしているあいだにマルチダスの軍団が西門を破ってしまったら洒落しやれにならない。

　逆に、突撃した第二軍団が大損害を出しても洒落にならない。

　マルチダスからは、

「承知しました」

　という返事がすぐに返ってきたから、ドゥートスは安あん堵どの息を漏もらした。

（あいつも最初から小手調べのつもりだったのかもしれないな）

　もうじきロキシーヌが指定した正午になる。

　空は曇くもっているが、すぐに雨が降り出すほど分厚い雲ではない。

　少なくとも今日一日は天候が保もつだろう。

（どれ、小手調べの初撃といくか）

　矢を撃つだけなら夜になっても可能だから、ドゥートスは夜になっても弓矢攻撃を続けようかと考えていた。

　籠城側にとって、昼夜の別なく矢が飛んで来るというのは嫌いやなものだろう。

（それを嫌がるかどうか。反撃の矢がどれほど飛んでくるか。その辺を見み極きわめれば、守備兵力も推測できる）

「よし、弓部隊を進ませろ。慎しん重ちようにな」

「は」

　ドゥートスは、まず矢が届くか届かないかという場所まで弓兵部隊を進ませた。

　相手からの攻撃はない。

　城壁間近まで迫せまっているのに、城壁上も街中もしんと静まり返っているのが不気味で、ドゥートスの不安を搔かき立てた。

（いやいや、そうではないだろう）

　ドゥートスは湧わいてくる不安を無理やり打ち消す。

（守備側は矢玉の備び蓄ちくに不安があるのかもしれない。だから先に撃ってこないのだ。よし、確かめる意味でも、始めるか）

　ドゥートスはさらに弓部隊を進めさせた。

　城壁はそろそろ弓矢の射程距きよ離り内に入る頃ころだ。

　逆に言えば攻撃側の兵たちも城壁からの射程内に入ったことになるわけだが、城壁からはまだ矢が飛んでこない。

　敵の弓矢攻撃に備えて弓兵の背後には大きめの盾たてを構えた兵が並んでいるが、今のところ彼らの出番はなかった。

（まだ撃ってこないか。これはいよいよ矢玉の数に不安があるから……ではないか？）

「よし、攻撃開始だ！」

　ドゥートスが傍かたわらの副官に命じた。

「弓兵は射しや撃げき開始！」

　副官がドゥートスの命令を鼓こ手しゆに伝えると、鼓手は太たい鼓こを叩たたき始めた。

　どん、どん、どん、どん。

　短い間かん隔かくで四つ叩く。

　それを何度も繰くり返すと、城壁に向かって一いつ斉せいに矢が飛んでいった。

　横隊になった弓兵は、矢を放ち、矢を番つがえ、また矢を放つ。

　大半の矢は城壁や城門に当たって落ちた。

　数は少ないが、城壁上に届いた矢もあった。

　力の強い者が撃った矢の中には、城壁の向こうまで飛んでいった矢もあった。

　しかし。

　城内からはただの一本も矢が飛んでこなかった。

（どういうことだ？　まったく反撃が来ないではないか）

　ドゥートスは疑念に囚とらわれた。

（まさか矢玉の用意ができていない？　いや、そんな馬ば鹿かなことは……たしかに俺たちは出撃に際して持てるだけの矢玉を持っていったが、だとしても、街を奪とるためにここまで来たなら、矢玉の用意くらいあるだろう。どういうことだ？）

　ドゥートスが考えているあいだも、弓兵は射撃を続けている。

　何百本という矢が一定の間隔を置いて次々に飛んでいく。

　それでも城内からはなんの反撃もなかった。

　どころか、なんの反応もなかった。

　射撃開始の合図も、兵を鼓こ舞ぶする声も、悲鳴も叫さけびも、何も聞こえない。

　城内は静まり返ったままだ。

　辺りに響ひびくのは攻撃側が放つ矢が空気を切り裂さいて飛んでいく音だけ。

（どうしてだ!?　なぜ矢の一本も飛んでこない!?）

　ドゥートスは眼前の状じよう況きようをどう判断すればいいのか迷った。

（もしかして俺たちを誘さそっているのか？　矢が飛んでこないのをいいことに、のこのこと城壁に近づいたところで一斉射撃を!?　それは……あり得るな）

　この状況が誘いの隙すきなら、このまま矢を撃ち続けても意味はない。

　ドゥートスはそう判断した。

（こちらも無む尽じん蔵ぞうに矢玉があるわけではないからな）

「攻こう撃げき中止！」

　ドゥートスが叫ぶと、副官が鼓手に命令を伝えた。

「攻撃中止だ！」

　ど──ん、ど──ん。

　長めに二度、太鼓が鳴らされた。

　鼓手は、それを何度か繰り返す。

　それを受けて、

「撃ち方、止やめ──っ！」

　という小隊長の声があちこちで響いた。

　弓兵が射撃を止めると、たちまち辺りは静まり返る。

　城壁上にも望ぼう楼ろうにも動く者の姿は見えず、街中は深しん閑かんとしたままだ。

　戦場に似つかわしくない異様な静けさが、逆に攻撃側の兵士の心を不安にさせる。

「弓兵を下がらせよ」

　と命じてからドゥートスは幕僚の一人を呼ぶ。

「マルチダスに伝令を送れ。こちらの様子を伝え、向こうの様子を聞いてこい」

「は」

　幕僚は呼び寄せた伝令に命令を伝え、直ちに西側に布陣しているマルチダス軍団の本陣へと走らせた。




　四半時ほど待つと、伝令の騎き兵へいが駆かけ戻もどってきた。

　伝令から報告を受けた幕僚がドゥートスに内容を伝えに来た。

「西側も同様のようであります。矢を撃ってみたものの、城内からはなんの反応もなし。しばらく撃ち続けたが一本の矢も返ってこなかった、現在は様子見をしている……というのがマルチダス様の返事でありました」

「そうか」

　唸うなるようにそれだけを言うと、ドゥートスは沈ちん思し黙もつ考こうしてしまう。

（わからんな。これは本当に誘いの隙なのか？　敢あえて隙を見せるにしても、一本の矢も撃うち返さないなんてことがあるか？　何かもっと別の理由があるのではないのか？）

　では、その理由は何かという話になるが、生あい憎にくドゥートスには、これという理由が思いつけなかった。

　彼の心に迷いが生じる。

（どうする？　これでは城内の守備兵力を量りようがない。日が暮れたあと、夜や陰いんに乗じて直接城じよう壁へきを攻せめてみるか？　いやいや、さすがにそれは無理だろう。間ま違ちがいなく相手は待ち構えている。しかし……待ち構えているのなら反撃くらいしてくるだろう。こちらの弓兵は射程内にいるのだ。反撃すれば何人かは倒たおせるだろうに何な故ぜそれをしない？）

　迷いはやがて疑心を生む。

（もしかして、もっと大きな、決定的な反撃策を持っているのか？　だとしたら……それはなんだ？　城壁間ま際ぎわに落とし穴でも掘ほったか？　熱湯か煮にえたぎる油でも用意してあるのか？　まさか……主力は外に出ていて、攻撃している我が軍の背後を奇き襲しゆうするつもりではないだろうな!?）

　本当にペリージア州やリエンツェ州の軍団が入っているのなら、一部を外に出して伏ふく兵へいとし、奇襲を狙ねらうくらいの兵数はいることになる。

（いや、どうなんだ。ここは言わば敵地だ。地形に明るくない連中がそんなことをするだろうか。だいいち周囲は平地だ。伏兵を置こうにも、近くには大部隊を隠かくせるような場所がないではないか。とはいえ、こちらは今、兵の戦せん闘とう意い欲よくが低い。奇襲を成功させれば、こちらに大打撃を与あたえられるのは間違いないが……）

　一つよくないことが頭を過よぎると、次から次によくないことを思いつく。

　ドゥートスは眼前の状況をどう評価すればいいのか、わからなくなった。

　自分たちがどう行動すればいいのか、わからなくなった。

（マルチダスを呼んで対応策を練る……か）




　彼のこの迷い、この疑心こそが、サイファカールが狙ったものだった。

　兵力が決定的に足りないサイファカールには、時間を稼かせぐ必要があった。

　ペリージア州軍団がロクサスまで駆けつけてくる時間を稼ぐ必要が。

　リエンツェ州軍団がロキシーヌ軍団の背後を脅おびやかすまでの時間を稼ぐ必要が。

　その策に、ドゥートスもマルチダスも嵌はまった。




　夜になるとマルチダスがドゥートスの本陣を訪おとずれた。

　二人は現状の分ぶん析せきを行い、対応策を練ったが、結局、明快な打開策は思いつけないまま、翌朝も虚むなしく矢を撃つだけに終始したのだった。

　そうして午前中が浪ろう費ひされた。

　ロキシーヌからは何度も伝令が走ってきて、「早く突とつ入にゆうせよ！」と言ってきたが、その都度、ドゥートスもマルチダスも、いま準備中であります、と答えてお茶を濁にごすしかなかった。

　だが、午後になって、業ごうを煮やしたロキシーヌが自ら兵を進めてきた。

　親衛隊七千を率いたロキシーヌは西門の攻撃を担当するマルチダス軍団を南側へ回し、西門は自らの部隊で突破すると宣言した。

「明朝、夜明けと共に総攻撃に移る。マルチダス、おまえの軍団も南面から攻めかかれ。ドゥートスにもそう伝えよ」

　そう言って、ロキシーヌはマルチダスと彼の軍団を街の南側へと移動させた。

　この移動と新たな布陣は夕刻から始まり、夜を徹てつして行われたため、各部隊ともかなり混乱した。

　その混乱の最さ中なかに逃にげ出す兵が続出したのはロキシーヌの予想を超こえる事態だった。

　兵にしてみれば、自分たちの街を攻めるという心理的な障害がある。

　矢を撃つだけならまだいい。

　もしかすると、矢を撃っているあいだに城内の敵が降こう伏ふく開城を決断してくれるかもしれないから、矢は撃つ。

　けれど突入を目指して総攻撃に移れば、城内に残る家族や友人知人と刃やいばを交える恐おそれが出てくる。

　乱戦になれば、相手を選んでいる暇ひまはない。

　自分の見知っている者を自分の手で殺すことはしたくないというのが、多くの兵の偽いつわらざる心境だ。

　だから夜中の陣じん替がえをこれ幸いと、陣を離はなれる兵が続出したのである。

　ロキシーヌへの忠誠を半ば喪そう失しつしているマルチダスは、この事態を敢えて見て見ぬ振ふりをした。

　ロキシーヌの進出と持ち場替え、そして明朝の総攻撃を知らされたドゥートスは、思わず内心で、

（馬鹿なことを）

　と舌打ちをする。

（これでもう平へい和わ裏りに街を取り戻す手段は消しよう滅めつした。最悪、街の住民同士で殺し合うことになる。そんな事態になれば街を奪だつ回かいしたところで、これまでのように街を治めることができなくなる。ロキシーヌ様にはそれがわからないのか！）

　頭に血が上りかけたドゥートスだが、すぐに思い直す。

（いや。わかっていらっしゃらないのだろうな。サイファカール殿でん下かへの意い趣しゆ返がえしのみに気を取られ、周囲の状況が見えていないのだ。結局、ロキシーヌ様は帝てい王おうの器うつわではなかったということか）

　ドゥートスは力のない笑えみを浮うかべ、街の方角を見やった。

　夜の闇やみに閉とざされているが、城壁上には等とう間かん隔かくで篝かがり火びが焚たかれているから、ぼんやりと街の輪りん郭かくが浮かび上がっている。

（さて、どうするか。俺は自分の街を攻めたくはない。兵に友人知人を殺させたくない。というより、命じても兵は動かないだろう。よし、それでいくか）

　自軍の兵士からも街の住民からも犠ぎ牲せい者しやを出したくない。

　ドゥートスは、今はそれを優先しようと思った。

　これまで仕えてきたロキシーヌへの決別を意味する決断であり、自分の栄えい耀よう栄えい華がを断念する決断でもあったが、ドゥートスは意外なほど清すが々すがしい気分だった。
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　サイファカールは、密ひそかに城外で活動するネムネモ以下の物もの見み部隊によって、ロキシーヌ軍団の動きをほぼ正確に把は握あくしていた。

　東と西に布陣した軍団からの弓矢攻撃を平然と黙もく殺さつできたのも、両軍団に強きよう攻こうする意志が見られないことを予あらかじめ察知できたからだ。

　そして今、強攻する気満々のロキシーヌ親衛隊が西の城門側に布陣しているのも把握していた。

　西側にいた軍団が南側へと回ったのも、南や東の軍団からは多くの兵が逃げ出していることもわかっていた。




　街の中央広場に置いた指揮所に陣取った軽装鎧よろい姿のサイファカールは、ネムネモが指揮する物見部隊が次々に送ってくる報告──その多くは矢や文ぶみを撃ち込むという方法に頼たよっていた──を受け、何度も頷うなずいた。

「こちらの想定の範はん囲い内の動きだな。これで西側に兵力を集中できる。シュラトゥ」

「はい、殿下、なんっすか？」

「フレイヤに六百を率いて西側へ移動するよう伝えてくれ。東が薄うすくなった手当は、北側からリ・インの百と義勇兵の五百を動かして埋うめてくれ。北側には今のところ敵がいないようだからね」




　北側に兵がいないのは、籠ろう城じよう側の脱だつ出しゆつを容易たやすくする配はい慮りよだろう。

　蟻ありの這はい出る隙すき間まもないというような包ほう囲い網もうを敷しいてしまっては、籠城側は徹てつ底てい抗こう戦せんをするしかない。

　それでは攻こう撃げき側の犠牲も増える。

　どこか一方を空けておくというのは城しろ攻ぜめの際の常道だった。

　もっとも、サイファカールを捕とらえて殺したいと思っているロキシーヌのことだ、籠城側が脱出を図はかったとたん北側へ部隊を送ってサイファカールを捕らえようとするだろうが、今のところ部隊が配置されていないことはネムネモによって確かく認にんされていた。




「承知しました」

　シュラトゥは数人の兵を連れ、東門を目指して走り去っていった。

　サイファカールは街の中央に近い大広場を防衛戦の指揮所として、そこに詰つめている。

　彼の周りにはシュラトゥのほか、ソフィとゼフィの戦せん陣じん侍じ女じよ二人──正確に言えば一人は侍女ではなかったが──と五十人ばかりの兵しかいなかった。

　それ以外の兵はすべて城壁や望ぼう楼ろうに配されている。

　もしこのとき、捕らえてある街の守備兵が蜂ほう起きして攻め寄せてきたら、サイファカールは逃げるしかない。

　が、籠城しているのだから逃げるところなどないも同然。

　捕ほ虜りよ兵の蜂起を心配したフレイヤなど、

「皇子様の周囲にはせめて五百や六百の兵を配すべきかと」

　と言ったのだが、サイファカールはそれを拒きよ絶ぜつした。

「城壁を突破されたら終わりだから、兵力は城壁の防衛に集中投入しなくてはね」

「ですが……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。兵は逃げようとはしないと思うよ」

「どうしてでありますか？」

「街の代表者たちが説得してくれたからね。それで大半の兵は抵てい抗こうする気をなくしているはずさ。ロキシーヌの兄貴へ忠誠を誓ちかう少数の兵が扇せん動どうしても起たち上がらないよ」

「……だといいのでありますが」

　サイファカールの身を案じるフレイヤは不安そうな顔をしていたが、彼自身は意に介かいさないという態度だった。

　それでフレイヤも渋しぶ々しぶと納なつ得とくしたのである。




　ほどなくフレイヤに率いられた六百が広場を通りかかった。

　先頭に立って駆かけていくフレイヤに、サイファカールが声をかける。

「頼たのんだよ、フレイヤ」

　その場に足を止めたフレイヤは、感激の面おも持もちでサイファカールに頭を下げた。

「お任せください、皇子様！」

　顔を上げたフレイヤが王子の脇わきに立つソフィとゼフィに向かって、

「皇子様を頼んだぞ」

　と声をかけると、侍女服の上に軽装鎧を装着している二人が眦まなじりを決して応こたえた。

「命に代えましても」

「皇子様を危険な目に遭あわせたら、ゼフィの股こ間かんの槍やりを切り落としてやるからな？」

「そんな無茶なっ!?」

　ゼフィは可愛かわいい顔を歪ゆがめ、腰こしを引き股間を手で押さえて悲鳴を上げた。

「切り落とされたくなければ死にものぐるいで働け」

「はっ、はい、承知しました」

　背筋を伸のばしたゼフィがそう応えると、フレイヤは姉のほうへ顔を向ける。

「ソフィもな」

「はい、フレイヤ様。大事なゼフィの大事な槍を切り落とされては困りますもの。どうせ切るなら、わたくし自身の手で」

「姉ねえ様さまがいちばん無茶苦茶だっっ！」

　またもやゼフィは手で股間を押さえ、思い切り腰が引けた体勢で悲鳴を上げた。

（皇子様の横にいるのがこの二人とシュラトゥだけというのが、どうにも心こころ許もとないな）

　と思うフレイヤだが、今いま更さらどうしようもない。

　彼女は小さなため息を吐つくと、真しん剣けんな表情を取り戻もどしてサイファカールに頭を下げた。

「では、皇子様、西門へ参ります」

「頼んだよ」

「は！　お任せください！」

　サイファカールに敬礼を送ったフレイヤは、背後を振り返り、大声で兵を[image: しつ]しつ咤たする。

「よし、行くぞ！　一刻も早く西の城じよう壁へきで配置につき、防ぼう御ぎよ態勢を調ととのえるのだ！」

　フレイヤの檄げきに応え、兵たちは走る速度を上げて篝火に照らされた夜の広場を横切っていった。

　走り去る兵たちの後ろ姿を見送り、サイファカールは小さく身み震ぶるいする。

（さて、いよいよ来るぞ。僕の、僕たちの未来を大きく左右する最大の山場が。僕の読みが正しければ、そろそろリエンツェ州軍団が動いてくれる頃ころなんだけど）

　リエンツェ州軍団がロキシーヌ軍団の背後を脅おびやかしてくれれば、ロキシーヌは街を攻せめていられなくなる。

　サイファカールは、街に対する攻撃が始まる前にそれが起きることを期待していたが、どうやら間に合わなかったようだ。

　ペリージア州軍団は異民族への応対で、まだ身動きが取れないと思われる。

　現状、局面を打開する鍵かぎはリエンツェ州軍団なのだ。

　しかし、まだその動きは伝わってこない。

（これで一日か二日は敵の攻撃を支えなくてはならなくなった。現状、攻める気満々なのはロキシーヌの兄貴直属の部隊だけみたいだけど、こちらが非勢に陥おちいったところを見せてしまえば、いくら士気が下がったとはいえ、残りの軍団も東と南から突とつ撃げきしてくるだろう。そうなっては保もち堪こたえられない。西の攻撃を支えているあいだにリエンツェ州軍団が背後を衝ついてくれることを祈いのるしかないな）
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　そして夜が明けた。

　サイファカールの未来を左右する運命の日がやってきたのだ。




「攻撃を始めろ！　サイファの阿あ呆ほうの首を取るのだ！」

　ロキシーヌの命令一下、三列横隊になった弓兵が城壁を目指して駆け寄っていく。

　弓兵の後ろには大きな盾たてを構えた兵が続き。

　さらに小さな投石器を持った兵が。

　そして梯はし子ごを抱かかえた兵も。

　多くの兵が雲うん霞かのように城壁へ向かって進んでいった。




「まだだ！　まだ撃うつなよ！　もっと引きつけるんだ！」

　城壁上に立った巨きよ漢かん、グラゥクスが押し寄せてくる敵兵を睥へい睨げいしている。

　彼の巨体は、そこに立っているだけで味方の兵を勇気づける。

　彼の大きな声は、命令を発しただけで味方の兵を元気づける。

　だからグラゥクスは、弓が飛んでくる戦場でも仁に王おう立ちになったまま、大声を発し続けるのだ。

「いいか、押し寄せる多数に対しては数こそが重要だ。狙ねらいをつける暇ひまがあったら、まずは撃て！　撃って撃って撃ちまくれ！」

　グラゥクスの大だい音おん声じようが辺り一帯に轟とどろき渡わたる。

　それで兵たちは恐きよう怖ふ心しんが紛まぎれ、心が高こう揚ようする。

　グラゥクスは自分の姿が、自分の声が、兵たちの戦意を高めるのを自覚していた。

「は！」

「よおし、投石機は綱つなを引き絞しぼれ！」

　大型の投石機は弓矢より射程が長いし威い力りよくも大きいが、重くて大きいために持ち運びが面めん倒どうで、帝てい都とへ急ぐロキシーヌ軍団は街に残していったのだ。

　グラゥクスやフレイヤ、ヨーコはそれらをありったけ持ち出して、城壁の近くに並べておいた。

　ただし、飛ばす石いし弾だまは数が少なかったので、サイファカールは窮きゆう余よの一策として街中の古い家屋を買い取り、それを壊こわすことによって石弾を作っていた。

　煉れん瓦がや石造りの家屋は、叩たたき壊すだけで簡単に石弾を作ることができた。

　買い取る際には正当な対価を払はらったので、住人から不平不満が出ることはなかった。

　どころか、受け取った金で新しい住居に移れると感謝する者が多かった。

　支配下に置いた街の治政に殊こと更さら気を配るサイファカールの面めん目もく躍やく如じよという逸いつ話わである。




　駆けてきた攻め手の兵が足を止め、弓を構えた。

　弓兵の背後に立った兵が大きな盾を掲かかげる。

「放て！」

　中隊長が斉せい射しやを命じ、太たい鼓こが打ち鳴らされた。

　ひゅん、ひゅん、ひゅん。

　空気を切り裂さいて数百本の矢が飛んでいく。

　矢の過半は城壁に当たり、虚むなしく落下した。

　城壁まで届かない矢も多い。

　だが何割かの矢は城壁上まで達した。

「うわははは、こんなへろへろ弾だま、恐おそるるに足らずだ！　盾で簡単に弾はじけるわ！」

　城壁上のグラゥクスは自分の体ほどもある重い大盾を左手一本で軽々と振ふり回す。

　彼の言葉どおり、飛んでくる矢に大した勢いはなく、あっさりと盾に弾き飛ばされた。

　元から彼の部下だった兵たちは驚おどろかないが、アル＝アラ軍団兵は目を見張った。

　常人離ばなれした、むしろ常じよう軌きを逸いつしたグラゥクスの行動に、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　その姿を見た兵たちは、この人の指揮なら勝てる！　と思う。

　グラゥクスは、それを狙って敢あえて派手な行こう為いで矢を防いだのだ。

　彼がただの猪いのしし武む者しやでないことの証あかしだった。

　攻こう撃げき側から多くの矢が飛んできたが、守備側にはほとんど被ひ害がいが出ていない。

　敵の初撃に備えてしっかりとした防御態勢を取らせたのが効いている。

（よし、ここだ！）

　敵の弾だん幕まくに一いつ瞬しゆんの間かん隙げきができたのをグラゥクスは見み逃のがさない。

　それは、三列横隊になった弓兵が矢を撃つために位置を入れ替かえるほんの僅わずかな時間だった。

「今だ、撃て撃て撃てぇぇえ！」

　城壁を揺ゆるがすほどの大音声が轟き。

[image: ]

　あちこちで小隊長の攻撃開始の声が続き。

　城壁上から、望楼から、一斉に矢が飛んでいった。

　同距きよ離りを飛ばす場合、下から撃つのと上から撃つのでは斜しや角かくが違ちがう。

　直線的に飛んでいく矢の速度のほうが放物線を描えがいて飛んでくる矢よりも速い。

　矢の飛ぶ速度に違いが出るということは、つまり威力に差が出るということだ。

　兵の入れ替わりのため少しだけ大盾が上げられたその隙すきを衝くように、城壁や望ぼう楼ろうから矢が飛んできた。

　矢を番つがえたまま進み出た二列目の兵のうちの何人かが倒たおれた。

　だが、大した数ではない。

　大盾が下ろされ。

　その間に最前列に出た弓兵は弓を構え、狙いをつける。

「放てっ！」

　中隊長の号令と共に太鼓が叩かれ。

「放てぇぇっ！」

　各小隊長が大声で命令を発すると、すかさず大盾が上げられて射線が通った。

　弓兵は一斉に矢を放つ。

　それとほぼ同時に、城壁上でも号令がかかった。

「撃てぇえっっ！」

「撃ち方始めぇっ！」

　剣けんと盾を掲げて城壁上の通路に立つグラゥクスとフレイヤの声が響ひびき渡る。

　攻撃側から見て城門右手がグラゥクス隊の担当、左手がフレイヤ隊の担当である。

　矢だけでなく、攻撃部隊めがけて石も放たれた。

　双そう方ほうの矢は中間点辺りの空中で交差し、相手の陣じん営えいへと飛んでいく。

　石弾は大きな放物線を描いて飛んだので、矢よりも遅おくれて中間点を通過していった。

　守備兵は城壁に身を隠かくしながら矢を射ているので、攻撃側の矢はあまり当たらない。

　たとえ当たっても、下方から飛んでくる矢の威力は減じているので、鎧よろいや兜かぶとが撃ち抜かれる虞おそれはほとんどなかった。

「撃て撃て撃て撃て！　矢玉の続く限り撃ち続けるのだ！」

「飛んでくる矢にかまうな。当たっても大したことはないぞ！　手を休めるな！」

　グラゥクスとフレイヤは辺りに響き渡る声で兵を[image: しつ]しつ咤た激げき励れいし続ける。

　一発撃つごとに、兵は矢を矢や筒づつから抜いて、番え、弓を構え、発射する。

　この一連の動作を行う際は無防備になりがちだが、盾を構える兵を並べるほどの余力はないので、多少の危険は仕方がないとフレイヤやグラゥクスは開き直っている。

　城壁が身を守ってくれるのと下から飛んでくる矢の威力が低いことを頼たよりに、守備側の兵は矢を撃って撃って撃ちまくった。

　一方、攻撃側は身を隠す場所がないので、無防備になることを嫌きらって大盾を構える兵を揃そろえたのだ。

　兵力に余よ裕ゆうがある側ならではの戦術だが、飛んでくる矢を気にしながらの入れ替わりのせいで、一人の兵が矢を放つ回数は、むしろ防ぼう御ぎよ側よりも少なくなった。

　もっとも、そのおかげで犠ぎ牲せい者しやは大して出ていないから、これはこれで有りだろう。

　ただ、飛んでくる石は大盾でも庇かばいきれない。

　最初は落下地点を探さぐるべく大おお雑ざつ把ぱな狙いで石を飛ばしていたのだが、何発か撃って弾着点を確かく認にんし、投石機の角度や綱の巻き上げの強さを調整し終えると、防衛側はかなり正確に石を飛ばせるようになった。

　大盾であっても、まともに直撃を受けると破は壊かいされたり弾き飛ばされたりする。

　大盾の庇ひ護ごがなくなった箇か所しよでは、飛んでくる矢を受けて倒れる兵が増えていった。

　一方、攻撃側が小型投石機で飛ばす礫つぶてには、ほとんど効果が見られなかった。

　元々、小型の投石機は密集隊形の敵に向かって使用する物で、特定の者や地点を狙うのが苦手だ。

　たまたま城じよう壁へき上まで飛んだ礫があっても、城壁にぶつかって弾かれるだけだ。

　ぶつかっても、礫には城壁を壊すほどの破壊力はない。

　帝都へ向かう進軍速度を優先させるために大型投石機を運んでいかなかったことが今は裏目に出ていた。
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　これまでのところ守備側の兵の犠ぎ牲せいは、あまり増えていないように思われる。

　飛んでくる矢の数や石弾の数に、さほど変化がないのがその証しよう拠こだろう。

　矢の撃ち合いで城壁の守備兵にある程度の被害を与あたえ、城壁に駆かけ寄り、梯子をかけ、城壁上まで登り、手て薄うすになった箇所を制圧し、制圧地点から城内へと乗り込むというのが攻撃側の戦術だったが、このままでは、いつになったら梯子をかけられるかわからない。

　予想外に頑がん強きような抵てい抗こうを受け、ロキシーヌは苛いら立だっていた。

（どうしてこれだけの抵抗ができるんだ!?　まさか本当にペリージア州軍団の兵が入城しているのか!?）

　ロキシーヌの読みでは、たとえ他州の兵が混じっていても大した数ではないはずだし、街の住民の向こう背はいを気にしなくてはならないから、籠ろう城じよう側は何割かの兵を市内警護に割さかなくてはならないはずだった。

「もしかしてこちら側に兵力を集中しているのか？」

「それはあり得ますぞ、ロキシーヌ様」

「東や南の攻撃を激しくするよう命じれば如何いかがです？　もしこちらに兵を集中しているのなら、どちらかが破れましょう」

「そうだな。よし、ドゥートスとマルチダスに突とつ撃げきを命じろ。一番乗りした部隊は恩賞が思いのままだとも言っておけ！」

　幕ばく僚りようが伝令兵に命令を伝えに行くと、ロキシーヌは残りの幕僚たちを呼び集めた。

「こちらも攻撃を激しくする。東や南へ応おう援えんの兵が向かえないくらいにな」

「ですがロキシーヌ様、もう弓はございませんが」

「弓兵を増やすんじゃねえ。弓を撃うつ兵を増やすんだ」

　怪け訝げんそうな顔で自分を見やっている幕僚たちに向かって、ロキシーヌは苛いらついたように怒ど鳴なった。

「敵がまともに矢を撃てないくらい弾幕を厚くするんだよ。そのために、三列交代で矢を撃つのを止やめさせ、弓兵すべてが一斉に矢を撃つような隊形を取らせろ。三千の兵が一斉に矢を撃てば、さすがに守備側も混乱するだろうが」

「しかしロキシーヌ様。それでは味方の兵の犠牲も増えます」

　と幕僚の一人が指し摘てきした。

　それだけ多くの兵が同時に矢を撃とうとすれば、大おお盾だては邪じや魔まになるだけだ。

　しかし、大盾を持った兵を下がらせれば、敵の弓矢攻撃に身を晒さらす弓兵の犠牲が、これまでよりずっと増えるかもしれない。

「かまわねえ。兵数はこちらのほうが多いんだ。敵味方が同じ数だけ倒れるなら、むしろこちらが一気に有利になる」

　ロキシーヌの言い分も、ある意味、正しい。

　けれど、籠城側の兵力が果たしてどれだけなのか正確に把は握あくできていないのだ。

　事前の予測どおり「アル＝アラ軍団に加えて多少の援軍」という水準なら、同数が倒れれば、なるほど兵数が圧あつ倒とう的てきに多いロキシーヌ側が有利になる。

　しかし、ペリージア州軍団、あるいはリエンツェ州軍団が丸ごと入城していれば、有利さは吹ふき飛んでしまう。

　もしも両州の軍団が共に入城していたら守備側の兵力は一万五千近くになるから、攻撃側の数の有利さはないも同然だった。

　そもそも、街の外と中の撃ち合いで双方の犠牲が同じということがあるだろうか。

　籠城側は城壁に守られているのだ。

　おまけに投石機も備えつけている。

　同じように撃ち合えば、攻撃側のほうが犠牲が増えるのではないか。

　そんな不安が幕僚たちの脳のう裏りを過よぎるが、ロキシーヌの怒いかりの深さを知っている彼らは主君を諫いさめることができなかった。

「早く撃ち方を変へん更こうさせろ！」

　恐おそろしい剣幕で怒鳴るロキシーヌには誰だれも逆らえず、幕僚たちは命令を前線に伝えるしかなかった。
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　新たな命令を受けて前線は混乱した。

　何しろ敵と矢を撃ち合っているのだ。

　街の城壁や望楼からは引っ切りなしに矢が飛んでくる。

　石も飛んでくる。

　それをかいくぐりながら陣形を変えなくてはならない。

　大盾を持った兵士が下がっていくと、たちまち十数人の兵士が矢を受けて倒れた。

　攻撃側も負けじと、三列横隊の間かん隔かくを詰つめて一いつ斉せい射しや撃げきを始めた。

　数千本もの矢が空中を飛んでいく様は、なかなか壮そう観かんだ。

　けれど城壁の上にいる敵を狙ねらうから、矢の弾だん道どうは放物線を描くことに変わりなく、数が増えても威い力りよくが増すわけではない。

　城壁の上に矢が雨のように降り注いでも、ほとんどの矢は兜や鎧に弾はじかれ、倒れた守備兵は数えるほどだった。

　それに比して、城壁上から直線的に飛んでくる矢には充じゆう分ぶんな殺傷力があった。

　守る大盾がなくなれば当たる矢の数が増えるのは自然の成り行きだ。

　矢だけでなく、飛んでくる石が直撃する回数も増えてきた。

　間隔を詰めて並んでいる兵士の列を石が直撃すると、まとめて数人の兵が倒れる。

　同じ数が倒れれば、兵数の多い自分たちが有利になる。

　ロキシーヌはそう言ったが、倒れる兵士の数は攻こう撃げき側が圧倒的に多かった。

　攻撃側が放つ矢の数の多さに比べ、目に見える戦果はまったく得られなかった。

　戦せん闘とうの推移を見守るロキシーヌの怒りと焦あせりが増していく。

「ドゥートスとマルチダスはまだ突撃に移らないのか!?」

「まだのようであります」

「督とく戦せん官を送れ！　突撃しないなら命令違い反はんで指揮権を剝はく奪だつすると伝えろ！」

　二人の軍団長から指揮権を剝奪したところで、では実際に誰が指揮するのかという点についてロキシーヌに考えがあったわけではない。

　だが、このままでは徒いたずらに犠牲が増えるだけだという焦りが、彼にそんな命令を下させたのである。

「は！」

　駆け去っていく幕僚の後ろ姿を睨にらみつけながらも、ロキシーヌは歯ぎしりすることしかできなかった。
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　飛んでくる矢が一気に増えても、フレイヤやグラゥクスは焦りはしなかった。

「矢は間隔を空けて飛んでくる。敵が矢を撃ったら城壁に張りついて身を隠すんだ！」

[image: ]

「次の矢がくるまで少し時間ができる。その時間を利用して矢を撃つのだ！」

　二人は敵の戦術変更に的確に対応して兵たちに指示を送った。

　城壁に張りつくように隠れれば、斜ななめ上方から降ってくる矢はどれほど数が多くても、それほど大きな脅きよう威いにはならない。

　それより、飛んで来る矢と矢の時間的間隔が広がったのが、むしろありがたかった。

　一斉に飛んでくる矢を城壁に張りついてやり過ごせば、次の矢が飛んでくるまで確実に時間がかかる。

　その間かん隙げきを衝ついて城壁の隙すき間まや矢や狭ざ間まから矢を撃てば、それまでよりも安全だ。

　身を乗り出したり狙いをつけたりする余裕も生まれる。

　見れば、敵は一斉射撃をするために大盾を構えた兵を下げている。

　おかげで倒たおれる兵の数が増えているのが城壁の上からもはっきりと視し認にんできた。

（これまでのところ、戦いくさは皇子様の想定どおりに進んでいる。まったくあのお方の読みの正確さときたら）

　フレイヤはサイファカールの読みの深さ、正確さに改めて舌を巻いた。

（この調子なら、こちら側は問題なく守れそうだ。問題は東と南に回った敵部隊だな）

　サイファカールの読みでは、そちらが総攻撃をかけてくる虞おそれはあまり高くないということだったが、彼は可能性がないわけではないとも言った。

　もし東と南のどちらかが危あやうくなるようなら、フレイヤは手勢の一部を引き連れて応援に向かう手て筈はずになっていた。

（とはいえ、まずは西門の防衛。それができなければ応援には行けない）

　フレイヤは飛んでくる矢を手にした剣けんで打ち払はらいながら城壁上の通路を行き来し、部下に向かって声をかけ続けた。
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　送り込まれた督戦官からロキシーヌの命令を受け取ったドゥートスは、内心密ひそかに大きく舌打ちした。

（いまここで総攻撃をかけたりすれば、兵の何割かが部隊を離り脱だつしかねないわ）

　ロキシーヌの親衛隊と違ちがって軍団の一いつ般ぱん兵は、街中にいる家族や友人、知人と刃やいばを交えることを嫌いやがっている。

　弓を撃つだけなら相手はおそらくアル＝アラ軍団兵だから問題はないが、城内に乗り込めば、ロクサスの住民や兵が迎げい撃げきに出てくるかもしれない。

（サイファカール殿でん下かは隊長級や街の有力者たちから人質を取っているだろうからな）

　というドゥートスの読みは外れているが、城内に突入すれば街の住民から成る義勇兵と衝しよう突とつするのは必至で、そこは彼の読みどおりだった。

　もし相手に見知った顔がいれば、兵は剣を収めてしまうかもしれない。

　それ以前に、総攻撃と強行突入に反対して部隊を離脱する兵士が続出しかねない。

　だからドゥートスは命令違反にならないように、矢を撃ちかけつつ、強行突入の機会を探さぐっている……ような振りをしていたのだが、こうして督戦官が陣じん地ちを訪おとずれてロキシーヌの命令の実行を迫せまってきたとなれば、これ以上の誤ご魔ま化かしは不可能だ。

（どうする。まずは大隊長を集めて意向を聞くか？　いや、督戦官を前にしては誰も本ほん音ねを吐はかないだろうな。かといって、強行突入を実行すれば味方の犠ぎ牲せいは増えるし、最悪、逃にげ出す兵が続出して部隊が崩ほう壊かいする。こんなときエルクがいれば、何かいいい手立てを捻ひねり出してくれたかもしれないが）

　グレンナ州軍団と合流させるためにエルク＝レインの軍団を単独で派は遣けんしたのは大失敗だったのではないかとドゥートスは思った。

（くそ。どうすればいい？　俺はどう動くべきなんだ!?）

　どうすればいいかわからずに考え込んでしまったドゥートスに、送り込まれた督戦官が迫ってきた。

「如何いかがされましたか、ドゥートス様!?　ロキシーヌ様のご命令を無視されるおつもりではないでしょうな？　早く総攻撃の命令を！」

　ロキシーヌの威いを笠かさに着るような督戦官の物言いに、ドゥートスの心中で反発心が頭を擡もたげた。

「総攻撃に移らないのであれば、命令違反で軍団指揮権を剝奪せよとロキシーヌ様は仰おつしやっておりますぞ！」

　軍団指揮権を剝奪されては堪たまらない。

　この後、ロキシーヌが危機を切り抜ぬけるか否いなかに拘かかわらず、軍団から切り離はなされてしまえばドゥートスに未来はない。

　けれど軍団をまとめていれば、新たな主人を探すことも可能だ。

（例えば……ロクサスの新しい支配者であるサイファカール殿下に付くとか……な）

　居い丈たけ高だかにロキシーヌの命令を振ふりかざす督戦官への反発心もあったのだろう、とうとうドゥートスは決心した。

　これまでの人生でいちばん重い決断を下した。

「承知している。すぐに総攻撃に移るから心配するな」

　と督戦官に応こたえておいて、ドゥートスは副官を呼んだ。

「事は重大だ。信しん頼らいの置ける伝令兵を十人ばかり集めよ」

「は」

　頭を下げる副官に向かって、ドゥートスは囁ささやいた。

「督戦官を斬きる。ほかにも二十人ほど集めておけ」

　副官はぴくりと体を震ふるわせたが、何事もなかったかのように顔を上げ、

「直ちに」

　と言い残して身を翻ひるがえした。

　すぐに副官は十人ばかりの兵を連れて戻もどってきた。

「伝令要員、連れて参りました」

　伝令要員なら騎き兵へいであるはずだが、全員が重装歩兵張りの完全武装だったので、督戦官は怪け訝げんそうに首を捻った。

　それにかまわず、ドゥートスは集まった十人の前に立つ。

「これから重大な任務を言い渡わたす。我らの未来を左右するほどの任務だ。心して聞け」

　ドゥートスは声を張り上げることもせず、気負うこともなく、あくまで平静な態度を崩くずさないまま言った。

「督戦官と奴やつの引率兵を斬れ」

「は！」

　十人が一斉に抜ばつ刀とうした。

「貴様！」

　督戦官と十名の引率兵も剣を抜く。

　集められた十人の兵が無言で督戦官たちに斬りかかると、その背後から、やはり完全武装の兵が二十人ばかり駆かけ寄ってきた。

「裏切り者め！」

　必死の形相で剣を振るう督戦官を指さし、ドゥートスは周囲にいる幕ばく僚りようや兵に向かって叫さけんだ。

「そいつは敵の回し者だ。俺たちを街中に誘おびき寄せて殲せん滅めつしようと企たくらんでいる。生かして返すな！」

　何がなんだか状じよう況きようがわからないまま、幕僚たちも剣を抜いた。

「ドゥートスこそ裏切り者だ！　そいつを討うち取れ！」

　数人の兵に囲まれ斬り結びながら、督戦官は必死に声を張り上げる。

　幕僚たちは剣を抜いたものの、どうしていいかわからずにその場で固まった。

「おまえたちは自分の街を攻撃したいのか!?　自分の街の者と戦いたいのか!?」

　そう言ってドゥートスは剣を振るい、督戦官に付いてきた兵の一人を斬り倒した。

　軍団長のその言葉で呪じゆ縛ばくが解けたように幕僚たちは一斉に動き出した。

　彼らは督戦官一行を襲おそっている兵に加勢して斬りかかった。

　それを見ていた周りの兵も一斉に剣を抜き放つ。

　そして斬り合いはすぐに収束した。

　衆しゆう寡か敵てきせず。

　三十人に加えて本陣に詰つめていた五十人を超こえる兵に一斉に斬りかかられては、わずか十人ばかりでは抵てい抗こうのしようがない。

　督戦官と彼が連れてきた兵の合わせて十一体の骸むくろが地に転がった。

　ドゥートスは大きく息を吐はくと、血濡ぬれた剣を鞘さやに収めた。

（この軍団を保持したまま、この戦せん闘とうからは距きよ離りを置く）

　それがドゥートスの下した最終決断だった。

　要するに彼は、完全にロキシーヌを見限ったのである。

　サイファカールがロクサスの支配を確固たるものにするなら、軍団ごと、彼に降くだってもいいとさえ思った。

　地元アンブロウ州の兵から成る一個軍団五千は、サイファカールにとっても喉のどから手が出るほどの戦力となるはずだ。

　彼はまず戦闘を中止させると、前線の弓兵を下がらせ、陣形を整える。

「街中にいる住民や味方の兵と戦いたくないので、いったん下がる」

　というドゥートスの説明を聞いた兵たちから喝かつ采さいの声が上がった。

　幕僚たちも異を唱えることはなかった。

　ドゥートスは軍団を整然と戦場から離脱させ、街から一定の距離を置いたところで行軍を停止させた

（可能ならマルチダスにも声をかけておくか）

　とドゥートスは思ったが、マルチダスにも督とく戦せん官が送られたはずで、その結果、彼がどういう行動を取ったかはわからない。

　もしかすると、督戦官に言われるまま街への総攻こう撃げきを開始しているかもしれない。

　その場合、送った使者のせいでドゥートスが督戦官に怪あやしまれるかもしれない。

（止やめておくか。こういう場合は自己責任だ。あいつはあいつでなんとかするだろう）

　ここに来て、これ以上ロキシーヌのために動かないというドゥートスの判断が、結果的に局面を大きく動かすことになったのだった。
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　攻撃を中止したドゥートス軍団が戦場から離脱していったことは、街の外で情報収集に当たっていたネムネモ隊によって直ちに城内へ知らされた。

　広場で指揮を執とっていたサイファカールは、しめた、と内心で快かい哉さいを叫ぶ。

　彼がいちばん恐おそれていた三方向（あるいは四方向）からの総攻撃という事態は、どうやら避さけられそうだ。

　現状、西門の防衛戦は上う手まくいっているし、南側の敵も戦力を小出しにして攻せめてくるだけなので、南面の防衛責任者のヨーコからは「問題なし」という報告が届いている。

　北側には元々、敵がいない。

　東の軍団が離脱したなら、守備兵は南と西に集中させることができる。

（というより、西の一択たくだな）

　南の攻撃部隊にはあまりやる気が見られない。

　それはヨーコからの報告でサイファカールも把は握あくしていた。

　戦せん闘とう意い欲よくが旺おう盛せいなのは西側から攻めてくる部隊のみ。

（西側に布陣しているのはロキシーヌ直属の部隊だろうから、破れかぶれになった兄貴が突とつ撃げきを命じる可能性は依い然ぜんとして残っている。敵が退ひいた東側と……南側からも少し兵力を割さいて西へ移しておくか）

　サイファカールは東に回っていたリ・イン隊の百と、南側のヨーコ隊の一部を、フレイヤとグラゥクスの応おう援えんとして西側の城じよう壁へきに振り向けることにした。

　今まで戦う機会がなかったリ・インは、

「これでようやく戦えるネ」

　と勇み立ち、兵を率いて西門へと突進していった。

（もう少し。あと少し我が慢まんすればリエンツェ州軍団が動いたことが伝わってくるはずだ。そうなればアンブロウ州軍団はこの街の攻こう略りやくを諦あきらめざるを得ない。兄貴が攻撃を続けようとしても、もう兵が言うことを聞かないだろう。だからあと少しだ）

　サイファカールは自分を奮い立たせるように言い聞かせた。

　だが、その「あと少し」が実際にどのくらいの時間なのか、それはサイファカールにもわかっていない。

　もしかすると、朗報は今日中に届くかもしれない。

　ひょっとすると明日あしたかもしれない。

　あるいは明後日あさつてか。

　それとも、もっとあとになるのか。

　最悪、リエンツェ州軍団は動かないという事態も考えられるが……。

（いや、必ず動く。ゲッツェとレムリガス将軍は必ず動く。だから、あと少し待てばいいだけだ。あと少し保もち堪こたえればいいだけだ。それに将軍が動いてくれないと、ステラステラが……）

　レムリガスがサイファカールのために動こうとしなければ、実質的に人質になっているステラステラの帰還が叶わなくなる。

　それもサイファカールを焦らせる要因のひとつだった。




　後にサイファカールは、あのときは時間の経過が異様に長く遅おそく感じられたと述じゆつ懐かいしている。

　サイファカールには、それほど余よ裕ゆうがなかったのである。

　もっとも、サイファカールに余裕がないという状態は、この後ごも劇的に改善されるわけではない。

　実際、もっと大きな危機に陥おちいったこともあった。
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　けれど、このときほど彼の心が揺ゆれたことはなかっただろう。

　自分の読みが正しいはずだという思いと。

　自分の読みが外れていたらどうしようという不安と。

　その狭はざ間まで、彼の心は揺れ動き続けた。

　だが、ほどなく彼は愁しゆう眉びを開ひらくことになる。

　朗報は西から届いた。

　それで局面は一気に傾かたむいたのである。
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　少し時間を戻もどそう。

　サイファカールとアル＝アラ軍団がロクサスの街に於おいて籠ろう城じよう戦の準備を進め、ロキシーヌ麾き下かの軍団が街の近きん郊こうまで迫せまった頃ころである。

　この頃すでに、ロクサスを巡めぐる戦局を決定的に左右する出来事が起きていた。

　だからサイファカールの心配は取り越こし苦労だったわけだが、馬を走らせるくらいしか情報を伝達する手段がない時代のことだ、自分に有利になる決定的な事態を彼がなかなか知ることができなかったのも無理はない。




　戦局を決定的に左右する出来事、それは。




　ロキシーヌが後方に残してきた輜し重ちよう部隊に対して、リエンツェ州軍団が迫ってきたことだった。

　サイファカールの期待どおり、思おも惑わくどおり、副官のゲッツェはレムリガス将軍を動かすことに成功したのだった。
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　ロキシーヌが残した輜重部隊は四千、付けた警護部隊が二千で、合計六千。

　一方、接近してきたリエンツェ州の兵力は二個軍団一万。

　戦力比五：三だから、極きよく端たんに大きな差があったわけではない。

　けれど両軍のあいだには数字以上の差が存在していた。

　まず輜重部隊と警護部隊の大半が、ロキシーヌの今回の決起に合わせて徴ちよう募ぼされた新兵だったという点が挙げられる。

　彼らは初めて目にする一万という大部隊に動どう揺ようを隠かくせない。

　もう一つは、輜重を守っての防衛戦にも拘かかわらず、野戦築城どころか、陣じん地ちを築く暇ひまさえなかった点だ。

　そもそも敵に襲おそわれることなど想定していないのだから、防衛陣地を築けるはずがないではないか。

　一万ものリエンツェ州軍団を眼前にして、農民に毛の生えた程度の新兵は忽たちまち及および腰ごしになったわけが、ろくに訓練もされていないのだから無理もない。

　新兵の動揺は部隊を率いる幹部にまで波は及きゆうした。

　隊長や幹部は逃にげようとはしなかったが、逃げ出そうとする兵を抑おさえるのに手て一いつ杯ぱいで、とてもではないが応戦態勢を取る余裕などはなかった。

　現れたリエンツェ州軍団一万は、相手の混乱を見み透すかしたように輜重部隊と警護部隊を包囲するような機動を始めた。

　西方と南北に展開したリエンツェ州軍団は、やがて少しずつ距きよ離りを縮めてくる。

　その動きを見れば、リエンツェ州軍団に攻こう撃げきの意図があるのは明白だった。

　少なくともロキシーヌ軍に加わろうという動きではない。

　それを見た輜重部隊と警護部隊の兵はさらに動揺し、混乱は激しくなっていく。

　双そう方ほうの距離が半リーガ（約二・四キロメートル）くらいにまで接近したところでリエンツェ州軍団は停止した。

　敵と思おぼしき大部隊がすぐそこまで接近してきたというのに、輜重部隊と警護部隊は適切な対応が取れないまま、本陣に集まった部隊幹部が喧けん々けん囂ごう々ごうの軍議を続けていた。

　逃げる派と踏ふみ留とどまる派が衝しよう突とつし。

　逃げる派の中でも、輜重を持って逃げる派と輜重を捨てて逃げる派が対立した。

　ほかにも交こう渉しようで時間を稼かせぐ派がおり、ごく少数ではあったが、もう降こう伏ふくしてしまえ派もいた。

　軍議は紛ふん糾きゆうした上、この部隊の責任者である輜重部隊の隊長フェルマゥトもどうすればいいか大いに迷っていたので、結論が出そうになかった。

　そこへリエンツェ州軍団からの使者が訪おとずれた。

　使者は、

「これを部隊長殿どのへ」

　と言って持参した文書を応対の兵に渡わたすと、返事も聞かずに去っていった。

　受け取った兵が本陣へ持ってきた件くだんの文書を、輜重部隊と警護部隊の隊長は争うように開いて文面を覗のぞき込んだ。

　そこにはこう記してあった。







「アンブロウ州軍団所属輜重部隊の部隊長殿へ。




　ロキシーヌ殿でん下かによる帝てい国こくへの謀む反ほんが露あらわになった以上、リエンツェ州はこれを見み逃のがすこと能あたわず。直ちに武装を解除して降伏するか、さもなくば輜重を置いて我が州から立ち去るべし。この要求に応じなければ謀反人として貴き殿でんらを討うち取ることになる。繰くり返す。降伏するか、それとも抵てい抗こうせずに立ち去るか。それ以外の行動は当方への敵対行動と見なして総攻撃に移る。




　リエンツェ州長官、将軍レムリガスの副官ゲッツェ・ゲルヴァルグが申し上げる」







　文面から顔を上げた二人の隊長は、真っ青になって互たがいに顔を見合わせた。

「最さい後ご通つう牒ちようだ！」

「総攻撃予告だ！」

　互いに勝手な主張を繰り返していた幕ばく僚りようたちも、二人の言葉に黙だまり込んだ。

　今や本陣にいる幹部のすべてが、輜重部隊と警護部隊の二人の部隊長を注目している。

　集中する視線に、二人は居い心ごこ地ち悪そうに身み動じろぎして、再び文面に視線を落とした。

　やがて輜重部隊長フェルマゥトが、

「どうすればいいと思う？」

　と小声で言った。

「いや、どうすればって……どうすればいいんだ？　あくまで輜重を守って戦うか、それとも降伏するか……」

　警護部隊長アギエレが考えながらそう応こたえると、フェルマゥトは、

「輜重を預かった身としては、降伏するなど以もつての外ほか」

　と断言した。

　すると、アギエレは嫌いやそうに顔を歪ゆがめる。

「……戦うつもりなのか？」

　ここでは輜重部隊長のフェルマゥトに優先的な指揮権があるから、彼があくまで輜重を守って戦うと主張すれば、アギエレとしては従わざるを得ない。

　ところがフェルマゥトは、いや、と首を横に振ふった。

「戦えば全ぜん滅めつする虞おそれがある」

　アギエレは勢い込んで、そうだな！　と頷うなずいた。

「部隊の大半は戦いくさの経験のない新兵だ。正規の軍団兵一万を相手に勝てるとは思えん」

「それに、だ。俺たちは謀反人と断じられてしまったんだぞ。今ここで戦えば、もう言い逃れは利きかないだろう」

　謀反人という言葉に、アギエレは震ふるえ上がった。

　捕ほ縛ばくされたら、ろくに釈しやく明めいの機会も与あたえられないまま首を刎はねられるかもしれない。

「なら、どうすると言うのだ!?」

「戦術的な撤てつ収しゆうを行おう」

　フェルマゥトの答えに、アギエレは疑い深そうな顔になった。

「それって……要するに逃げようってことだよな？」

「違ちがう。逃げるのではない。あくまで戦術的な撤収だ」

　アギエレはジト目になって頭を引く。

「同じことだろうが」

「同じではない。敵前逃とう亡ぼうは重罪だ。最悪、死罪だ。だが、戦術的な撤収なら命令違い反はんにはならない」

　と言うフェルマゥトがあまりに自信満々の態度だったので、思わずアギエレは苦く笑しようしてしまう。

「本当にそれで通るのか？」

「考えてみろ。抵抗すれば、全滅した挙げ句に輜重を奪うばわれる。撤収すれば、輜重は奪われるかもしれないが、部隊は無傷で残る。どちらにしても輜重は奪われるんだ。だったら、部隊を戦力として残すほうがいいに決まってるだろう？」

（なんという屁へ理り屈くつ。ものは言い様だな）

　と思わないでもないが、抵抗した挙げ句に全滅というのは、フェルマゥトの言うとおり、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　それにこの場合、討ち死にしたところで名めい誉よの戦死にはならないのだ。

　謀反人として断罪され、一族郎ろう党とうまでもが謀反に荷か担たんした罪で捕とらえられ、投とう獄ごくされるかもしれない。

　最悪の場合、家族も処しよ刑けいされる。

　フェルマゥトはそっと顔を寄せ、アギエレの耳みみ許もとで囁ささやいた。

「サイファカール殿下に本ほん拠きよ地ちを奪われた時点で、ロキシーヌ様の壮そう図とは挫ざ折せつしたも同然だったんだ。そこへリエンツェ州軍団までもが乗り出してきた以上、壮図は完全に潰ついえた。ならば、このあとどうやって生き残るか、どうやって立ち回るかを考えるべきだ。そうは思わないか？」

　フェルマゥトの指し摘てきはもっともだったので、アギエレの口から思わず肯こう定ていの言葉が漏もれてしまう。

「そうだな。俺もそう思う」

「だったら撤収するしかないだろう？　無傷の六千を保持していれば、この後、どこかの勢力に売り込めるかもしれないじゃないか」

　フェルマゥトの言葉に、アギエレは瞠どう目もくした。

　ロキシーヌの野望が挫折したのなら、これからは自分たちが生き残る術すべを考えたほうがいいのはたしかだ。

「おまえ……頭いいな」

「なぁに、ただの生きる知ち恵えだ」

　頷き合った二人の隊長は近くに控ひかえている幕僚を呼び寄せ、すぐに撤収の準備にかかるよう命じた。

「撤収する。すぐに準備を始めよ」

　命令を聞いた幹部連は一様に安あん堵どの色を顔に浮うかべて復唱した。

「撤収のための準備を始めます」

「それとな」

　フェルマゥトは声を落とし、幕僚たちを自分の周りに呼び寄せた。

「輜重はもちろん持っていく。というか、持っていこうとした。しかし、敵の攻撃が激しかったので、ほとんど持ち出せなかった」

　そこで言葉を切ったフェルマゥトは、意味深な顔で幕僚たちを見回した。

「ここにいる六千が数日食えるだけの量しか持ち出せなかったんだ。わかるな？」

　みな小さく頷いた。

　フェルマゥトの真意を問い質ただす者はいなかった。

「よし、急げ」

　その間にアギエレも副官に対して、輜重部隊が撤収するので、それに協力するようにと命令を下していた。




　部下が慌あわただしく動き始めると、二人の隊長はまたも顔をつきあわせて囁くような声で話し始めた。

「ロキシーヌ殿下には報しらせるのか？　それとも知らん顔を決め込むのか？」

　とアギエレが訊きくと、フェルマゥトは難しい顔で、そうだな、と低く唸うなった。

「無断で持ち場を離はなれるのは不ま味ずいな。もし殿下が態勢を立て直して窮きゆう地ちを脱だつするようなことになれば、無断で兵を動かし戦場を離り脱だつした責任を追つい及きゆうされてしまう」

「……たしかにな」

　命令を無視した挙げ句、勝手に戦場離脱を図はかったとなれば、最悪、死罪である。

　やむにやまれずと言い張ったところで、ほかの者ならともかく、ロキシーヌは許さないだろう。

「万が一に備え、使者を送っておいたほうがいいだろう」

「激げき怒どした殿下に使者が斬きられるかもしれないぞ？」

「だから。ものは言い様なんだよ。何も馬鹿正直に報告することはないんだ」

「具体的には？」

　フェルマゥトは、ロキシーヌへの報告の草案を口にした。

「リエンツェ州軍団一万五千に襲おそわれたので、輜重を守りつつ撤収を開始したのですが、多勢に無勢は如何いかんともし難がたく、輜重の大半を敵に奪われてしまいました……というので、どうだ？」

「一万五千？　現れたのは一万くらいだろ」

「だから。ものは言い様なんだよ。六千の二・五倍もの敵が相手なら俺たちが蹴け散ちらされたのも無理はないだろう？　戦場で敵の戦力を見誤るのはよくあることだから仕方がない。これは噓うそではなく過誤なんだ」

　そう言うフェルマゥトは完全に開き直りの体ていだった。

（こいつ……意外と頭が働くな。というか、意外と狡こう猾かつだな。だが、こういう非常時には狡猾なくらいの奴やつのほうが頼たよりがいがある）

　そう思ったアギエレは、わかった、と頷いた。

　秘書官を呼んだフェルマゥトは、虚きよ実じつ織り交ぜた──虚のほうが多かった──報告書を書かせた。

　フェルマゥトとアギエレは、その文書を持たせた使者に、ロクサスへと向かったロキシーヌに届けるよう命じたが、

「急いで届けなくてはならんが、敵の追つい撃げきを振り切るのに時間がかかった。殿下の本ほん陣じんへ辿たどり着くのに想定以上の時間がかかってしまったわけだ。わかるな？」

　と意味深な表情でつけ加えるのを忘れなかった。

　それから二人は部隊をまとめ、輜重の大半をその場に残したまま慌ただしく退たい却きやくを始めるのだった。
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「アンブロウ州軍団の輜重部隊、引き揚あげていきました。全軍がまとまって行動しております」

「そうか。伏ふく兵へいはいないな。まぁ、この辺は見通しのいい平原だ。伏兵を置いたところですぐにわかるが。よし、伝令を呼べ」

　先せん鋒ぽうを受け持つリエンツェ州第一軍団第七大隊の大隊長は、物もの見み騎き兵へいからの報告を受けると、直ちに伝令騎兵を呼び寄せた。

　今回の作戦の総指揮官ゲッツェは第一軍団の本陣にいる。

「アンブロウ州軍団の輜重部隊は輜重を放ほう棄きして全部隊が離脱。我が第七大隊は前進して置き去りにされた輜重を確保する。以上を指揮官のゲッツェ様に伝えよ」

「は。アンブロウ州軍団の輜重部隊は輜重を放棄して全部隊が離脱。我が第七大隊は前進して置き去りにされた輜重を確保する。以上をゲッツェ様にお伝えします」

「よし、急げ」

「は」

　二人の伝令騎兵が身を翻ひるがえすと、大隊長は次の伝令を呼んだ。

「これより我が第七大隊は前進し、アンブロウ州軍団の輜重部隊が置き去りにした荷馬車群を確保する。我が隊に続くべし。以上を両りよう隣どなりの第六と第三の大隊長に伝えよ」

「は。これより我が第七大隊は前進し、アンブロウ州軍団の輜重部隊が置き去りにした荷馬車群を確保する。我が隊に続くべし。以上を、両隣の第六大隊と第三大隊の大隊長殿どのに伝えます」

「行け！」

「は」

　四人の伝令騎兵を送り出すと、大隊長は部隊に前進を命じた。

「騎馬隊を先行させ、敵の残存兵がいないことを確かく認にんしつつ前進。我が隊の目標は残された輜重の確保である。勝手な鹵ろ獲かく、持ち出しは厳禁だと兵どもに念押ししておけ」

「は！」

　大隊長の命令を実行すべく第七大隊は陣じん替がえを開始した。




　やがて第七大隊はゆっくりと動き出す。

　まずは百ばかりの騎兵が駆かけ。

　そのあとを弓を携けい行こうした軽装歩兵が横隊で走っていく。

　さらに重装歩兵が、そして本陣の兵が、悠ゆう揚ようたる足取りで進軍を開始した。

　やがて第七大隊からの伝令を受けた第三大隊と第六大隊も動き出した。

　ほどなく三個大隊千五百は打ち捨てられた荷馬車群を確保、その場を守るような隊形を取ってゲッツェ以下の軍団幹部が到とう着ちやくするのを待った。
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　馬を止めたゲッツェは自軍が確保した大量の荷馬車を馬上から見み渡わたした。

　街道の周囲は基本的に平原なので遠くまでよく見通せる。

　街道の左手前方に、今や無む主しゆとなった多くの荷馬車や天幕が点在していた。

　ゲッツェは隣となりにいる軍団長に顔を向けた。

「これほど多くを放棄していったのか？」

「はい。先鋒部隊によると、敵輜重部隊は……あ、いえ、アンブロウ州軍団の輜重部隊は運んでいた輜重を一部しか持ち帰ろうとせずに撤てつ収しゆうしていったようです」

　軍団長が言い直したのは、アンブロウ州軍を「敵」と断じてしまうのはまだ時じ期き尚しよう早そうというレムリガス将軍の意向があったからだ。

「戦意喪そう失しつといったところでしょうか」

　と軍団長に言われ、ゲッツェは、そうだな、と頷うなずいた。

「輜重を持って行こうとすれば、確実にこちらに追いつかれる。輜重部隊四千と警護部隊二千で戦せん闘とう部隊一万を相手に喧けん嘩かをしようとは思わないだろうから当然といえば当然だが、抵てい抗こうされなかったのは、こちらにとってはありがたい」

　ゲッツェがそう言ったのは、出撃前にレムリガスから、

「今のところはあまり事を荒あら立だてるなよ」

　と釘くぎを刺さされていたからだ。

　本当ならレムリガスは自分が作戦の指揮を執とりたかったのだが、将軍には州都を離れられない事情があった。

　第三皇子ミラニエゥス勢の動きが予想外に速く、頻ひん繁ぱんに使者が州都を訪おとずれるようになっていたからだ。

　第三皇子からの使者の対応を部下任せにするわけにはいかない。

　それに、だ。

　ずっと州都を離れていると、ミラニエゥスの軍から、あるいは周辺諸州から、もしかすると帝てい都とから、「州都を留守にしてどこで何をやっているのだ？」と痛くもない腹を探さぐられる可能性がある。

　レムリガスはそれを恐おそれた。

（慎しん重ちようを期すにもほどがあるだろう）

　と思わないでもないゲッツェだが、レムリガスが慎重になるのも無理はなかった。

　今は大きな分ぶん岐き点。

　後こう継けい者しや争いの序じよ盤ばん最大の山場といっていい局面なのだ。

　だから、周辺に対しては「ロキシーヌ殿でん下かご謀む反ほん」と言い立てながら、万が一の場合に備えて、あからさまにアンブロウ州軍団と衝しよう突とつしないようレムリガスは気配りをしているのだった。

「天てん秤びんが右に傾かたむいても左に傾いても、手前に傾いても向こうに傾いても、すべての事態に対応が取れるように備えておくのが肝かん心じんだ」

　というのがレムリガスの言い分だった。

　それをもどかしいと感じる反面、そのくらい慎重でないと生き残れない難局を迎むかえているとゲッツェも思っている。

　だから彼は、輜重部隊が無抵抗で退しりぞいてくれてありがたいと言ったのだ。

「軍事衝突なしでアンブロウ州軍団の輜重を入手することができた。言い換かえれば、アンブロウ州軍団は、これ以上の軍事行動を支える輜重を失ったということだ」

　というゲッツェの言葉に、軍団長と彼の幕ばく僚りようたちが頷いた。

「つまりロキシーヌ殿下、もうこれ以上、先へ進めない……ということですね」

「そうだ。ロクサスに備び蓄ちくがあったとしても、それほど大した量ではないだろう。帝都を目指したときに多くを運び出したはずだからな。そして、そのなれの果てがこれだ」

　そう言ってゲッツェは前方の荷馬車群に向けて顎あごをしゃくると、軍団長が、そうですね、と頷いた。

「これだけ大量の輜重となれば、決起に際してかき集めた虎とらの子なのでしょう。であれば、これほどの量の輜重をもう一度集めるなど、とうてい不可能でしょう」

　ゲッツェは口の端はしを吊つり上げ、薄うすく笑った。

「つまりロキシーヌ殿下は、皇位継承争いから脱だつ落らくしたということになる」

　すると軍団長が、ですが、と訊きいていた。

「ロクサスにアル＝アラ軍団が兵ひよう糧ろうを運び入れたという可能性はありませんか？」

「どうだろうな。俺はそこまで確認できなかったが、元々、長期占せん領りようを目指していたわけではないはずだから、それほど大量の輜重を運び入れたとは思えないがな」

　ゲッツェがそう答えると、別の幕僚が遠えん慮りよがちに言った。

「サイファカール殿下、ロクサスに籠こもったようですが」

「らしいな。俺が聞いたときは、ロキシーヌ殿下が戻もどってきたら街から出るようなことを仰おつしやっていたが」

（何か状じよう況きように変化があったのかな？　いや、理由はともかく、これはけっこう危あやうい状況ではないか？　何しろ引き返していったアンブロウ州軍団は二万を超こえているのだ。一方、サイファカール殿下が連れているアル＝アラ軍団は四千かそこらのはず。それで籠ろう城じようして保もち堪こたえられるのだろうか）

　もっとも、現状が単純な数字の比ひ較かくという段階ではなくなっていることは、ゲッツェも理解している。

　すでにゲッツェは輜重部隊の隊長宛あてに「謀反人」と断定するような書簡を送っている。

（たぶんサイファカール殿下のほうでも、なんらかの細工をしているはずだ。兵たちは、自分たちが帝国から謀反人として断罪されることを恐れているだろうから、ロクサスを包囲したとしても多くの兵の腰こしは引けたままだろう。それに、自分の街を進んで攻せめたいと思うかどうか）

　しかも、ロクサスの街の防ぼう御ぎよ力はかなり高い。

　それらを考えると、両軍の戦闘力に兵数ほどの差はないと思うべきだろう。

　しかもサイファカールは街の住民による支し援えんを得ている。

　戦力差は数字上よりずっと接近しているのだが、そこまではゲッツェにもわからない。

（とはいえ、元々の兵力差が大きいから、兵の士気に差があったとしても互ご角かく……いや、まだアンブロウ州軍団のほうに有利かもしれない。なのにわざわざ籠もったということは、サイファカール殿下に何か秘策があるのかもしれないな。もしかすると……ペリージア州軍団の援軍が入ったのかな？　だとしても、兵力はロキシーヌ殿下のほうが多いことには変わりがないが）

　本人とは少し話しただけだが、油断のならない切れ者という印象をゲッツェは受けた。

　その皇子が籠城を選せん択たくしたのなら、何か秘策があるのかもしれないとゲッツェが考えたのも無理はない。

　実際はすでに見てきたとおり、サイファカールにすれば引くに引けずという状況に追い込まれただけというのが正直なところで、今回に限ってはゲッツェの買い被かぶりだった。

　ゲッツェはサイファカールの籠城が果たして吉きちと出るか凶きようと出るか読めなかった。

　が、ロクサスに籠もったサイファカールが保ち堪えても保ち堪えられなくても、どちらでも自分たちに損はないと思っている。

　強きよう攻こうして街を陥おとせばアンブロウ州軍団に犠ぎ牲せいが出る。

　サイファカールが脱だつ出しゆつできたとしても、アル＝アラ軍団にも犠牲が出る。

　双そう方ほうに犠牲が出て勢力を減じてくれれば、相対的にリエンツェ州の売値が上がるというものだ。

　それに、とゲッツェはなおも捕とらぬ狸たぬきの皮算用を続ける。

（サイファカール殿下が東辺境州まで逃にげ戻って、一方、ロキシーヌ殿下が大いに兵力を減らしてくれれば、我々でアンブロウ州すべてを押さえることができるかもしれない）

　もっとも、そうなった場合、自分たちを誰だれに売るかという問題が起きるが。

（第三皇子ミラニエゥス殿下にでも売るか？　俺はどちらかと言うとサイファカール殿下に買っていただきたかったんだがな）

　会談時に感じたサイファカールの底知れない才能の片へん鱗りんにゲッツェは、もしかすると、という予感を覚えていたのだ。

　その予感が本物なら、サイファカールはこんなところで挫ざ折せつする男ではないだろう。

　ゲッツェは自分のほうを見つめている軍団長や幕僚に向かって言った。

「サイファカール殿下のことだ、何か策があってロクサスに籠城したのだろう。その策がどんなものか、俺にはわからないが」

　ゲッツェにわからないのなら、彼らにわかるはずがない。

　軍団長や幕僚は曖あい昧まいな表情で頷いた。

　ゲッツェは部下から視線を外し、東の彼方かなたを見やった。

「いずれにせよ、サイファカール殿下に恩を売るとしたら今が好機だな。売っておけば、我々の今後に有利に働くだろう」
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　ゲッツェは確保した輜重をアンブロウ州とリエンツェ州の州しゆう境ざかいに近いレクスノゥトスの街まで運ぶと、四個大隊二千に命じて輜重を街に運び入れさせ、自らは残り八千を率いて州境の手前まで進軍した。

　この当時は明確な国こつ境きよう線や州しゆう境きよう線など存在していなかったが、街道沿いには州の境界を示す道標が立てられていた。

　リエンツェ州軍団八千はなおも東進し、アンブロウ州とリエンツェ州の境界を示す道標前に到とう達たつした。

　辺りには何もない。

　多少の起き伏ふくはあるが、基本的に荒こう涼りようとした平原が広がっているだけだ。

　曇くもっていて陰いん翳えいがない分、晴れている日よりも平板でのっぺりとした印象を受ける。

　この道標の向こうはアンブロウ州だ。

　皇こう帝ていの許しなく他州へ兵を入れることは帝国法によって固く禁じられている。

　それは叛はん意いありと疑われても仕方のない行こう為いだが、今回はアンブロウ州に兵を入れてもいいだけの理由をレムリガスやゲッツェは用意してあった。




　謀反人ロキシーヌ殿下がアンブロウ州軍団を率いてリエンツェ州に侵しん攻こうしてきたので、リエンツェ州軍団はこれを撃げき退たい、逃げるアンブロウ州軍団を追撃したため。




　これがレムリガスとゲッツェの用意した回答だった。

　謀反人を追ってアンブロウ州に入ったのだから帝国法には反しないという理り屈くつだ。

　帝都からその行為を追つい及きゆうされても、謀反人を討うち取ろうとしたのであれば、逆に皇太子への忠誠の証あかしと言い張ることだってできる。

　肝心の輜重部隊と警護部隊がどこに向かって逃げていったのかわからないが、その行き先を探る必要などなかった。

（ロキシーヌ殿下がロクサスの街近きん郊こうにいるのはわかっているのだからな。我々は謀反人である殿下を討ち取るためにアンブロウ州に進しん攻こうした。それだけの話だ）

　そうはいっても、ゲッツェもレムリガスも、実際にロキシーヌを討ち取ろうなどと思ってはいない。

　決起したアンブロウ州軍団は、総勢で三万以上の兵力を抱かかえているのだ。

　輜重部隊と警護部隊が別行動を取っていたが、本隊にはまだ二万五千以上──エルク＝レインの軍団が別行動を取っていることまでは把は握あくできていない──の兵力があるはずで、まともに戦えば、たとえ勝利しても味方に大きな犠牲が出る。

　後継者争いはまだまだ続くのだ。

　最終的な勝ち馬に乗るためにも味方の犠牲を極力抑おさえる必要があるという点で、レムリガスとゲッツェの意見は完全に一いつ致ちしていた。

（だからロキシーヌ殿下とサイファカール殿下の争いには、直接的な介かい入にゆうはしない。ロキシーヌ殿下とサイファカール殿下が共とも倒だおれになってくれてもかまわない。その場合はアンブロウ州を支配下に置いた上で、ほかの有力な後継者候補、ミラニエゥス殿下辺りと話をつければいい。帝てい都との側が優勢なら、皇太子殿下に恩を売ってもいいわけだし）

　というのがリエンツェ州の、というか、レムリガスの基本方針だった。

　選せん択たく肢しが減る分、考え易やすくなるから、レムリガスが頭を悩なやませる余地も減る。

（それに、アンブロウ州の西半分は切り取ってしまってかまわないというサイファカール殿下のお墨すみ付つきをもらっていることだしな。遠慮なく行かせてもらおう）

　ゲッツェは州境でいったん停止したリエンツェ州軍団に前進を命じる。

「我らの目標はアンブロウ州西せい端たんの街アロゥズである！　大おお物もの見みとして騎き馬ば中隊を二隊、先行させる！　軍団本隊は到とう着ちやくしたら街を包囲する隊形を取れ！」

「は！」

「進軍を開始せよ！」
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　ロクサスの街に、ゆっくりと夜の帳とばりが下りてきた。

　季節は初夏で日はかなり長くなっているが、さすがに九刻時半（およそ午後七時）過ぎともなれば辺りは薄うす暗ぐらい。

　西側の城じよう壁へきを攻めていたロキシーヌ麾き下かの部隊も、日暮れと共に兵を退ひいていた。

　ロキシーヌ側の二日目の攻こう勢せいを、アル＝アラ軍団は見事に跳はね返したのだった。




　グラゥクスは今夜の指揮担当なので西側の城壁を離はなれられないが、それ以外の幹部──フレイヤ、ヨーコ、リ・イン、シュラトゥなど──がサイファカールの天幕内に集まっていた。

　広場はあちこちで篝かがり火びが焚たかれ、橙だいだい色いろの炎ほのおが広場に張られた天幕や巡じゆん回かいして歩く兵の横顔を照らしている。




　指揮所を置いた広場に張った天幕で、西側の敵も退いていったという報告を伝令兵から受けたサイファカールは、やれやれと安あん堵どの息を吐はいた。

「二日目もなんとか保もったな」

　主戦場となった西門周辺でも兵の犠牲者は大して出ていない。

　南や東では敵の攻勢が控ひかえめだったこともあり──何しろ東側では、攻め寄せた部隊が途と中ちゆうで下がっていってしまったくらいだ──討ち死にした兵は数えるほどで、負傷者も少なかった。

　サイファカールの言葉を受け、フレイヤは力強く頷うなずいた。

「敵の攻勢、思ったほどではありませんでした。兵の犠牲も想定の範はん囲い内……というより、想定より少ないくらいでしたし」

「南側はどうだった？」

　とサイファカールが顔をヨーコに向けた。

「こちらも同様です。なんというか、全体として統一が取れていないという印象でした。喩たとえるなら、上半身は殴なぐりかかろうとしているのに腰が引けていて足が前に出ない、そんな感じです」

「おお、わかり易い喩えだナ」

　とリ・インが手を打った。

「つまり、部隊としては攻せめようとしているのに、個々の兵はそれほど熱心じゃなかったということだね」

　とサイファカールがヨーコに言うと、彼女は、ええ、と頷いた。

「おそらく、攻こう撃げき目標が自分たちの街だという意識が動きに抑よく制せいをかけていたのでしょう。もしかするとネムネモの細工が効いて、王都から謀む反ほんと断定されたという作り話が部隊に広まっているのかもしれません」

「なるほど。それで幹部は攻撃を命じても、兵は及および腰ごしになっていると。あり得るね」

「ならば明日あしたも平気だナ？」

　とリ・インが笑うと、サイファカールは腕うで組ぐみして、う～～ん、と低く唸うなった。

「どうだろう。この調子で毎日攻められると、さすがに厳しくなってくるな」

「そうなのでありますか？」

　フレイヤは意外そうな顔だ。

　というより、居合わせた者はみな意外そうな顔になっていた。

「昨日きのう、今日の攻勢は小手調べという意味合いが強かったと思う。この攻防を踏ふまえ、明日はさらに攻勢を強めてくるだろうし。とくに西門を攻めるロキシーヌ直属の部隊が」

「ですが、敵の兵士の腰が引けているのなら、多少、攻勢が強まっても、問題なく撃退できると思うのですが」

　フレイヤはそう言った。

　べつに強がりでもなんでもなく、そう信じているという口ぶりだ。

「敵の攻勢を跳ね返せたとしても、ここであまり時間を食いたくないんだ。ここで時間を浪ろう費ひしてしまうと、ほかの勢力に大きく出で遅おくれることになるしね。具体的には……ミラニエゥスの兄上の動きが予想以上に早いのが気にかかる」

（なるほど。さすがに皇子様は盤ばん面めんを広く見ていらっしゃる）

　とフレイヤは感心した。

「それに、長引けば街の住民や義勇兵が不安を感じるかもしれない。今は僕たちのために働いてくれているけど、敵の攻勢が強まって犠ぎ牲せいが増えてくると、厭えん戦せん感が生まれないとも限らないからね」

「では、どうすればいいのです？」

　とヨーコが訊きくと、サイファカールは掌てのひらを上に向け、小さく肩かたをすくめる。

「今のところどうしようもないのが困りものだ。できるだけ犠牲を出さないように上う手まく戦って敵を撃退する……としか言いようがないね」

　なおもヨーコが、

「それをいつまで続ければいいのです？」

　と質問を重ねると、サイファカールの眼光が鋭するどさを増した。

（やはりヨーコは考えていないわけじゃないんだな。自分の意見を述べる機会が多くないから考えていないように見えるけど、ちゃんとした思考力と判断力がある）

　それはサイファカールにとって心強いことだったから、彼の顔は少し綻ほころんだ。

（あとは……フレイヤにも考える習慣をつけてほしいんだけど、それはなかなか難しそうだなぁ）

　綻んだ彼の顔が顰しかめられたのに、シュラトゥが目め敏ざとく気づいた。

（あれ？　なんか、皇子が喜んだりがっかりしたりしてる？　今の話の流れの中にそんな要素があったか？）

　軍事の話になるとほとんど出番がないから、シュラトゥはサイファカールの様子を見ていたのだが、皇子が一いつ喜き一いち憂ゆう──というほど大げさではなかったが──しているのに気づいて少し驚おどろいた。

[image: ]

　意外と観察眼の鋭い男である。

　そんなシュラトゥの視線に気づいているのかいないのか、サイファカールは、そうだなと呟つぶやいて宙を見上げたままだった。

「あと二、三日かな？　そこまで粘ねばれば」

　顔を戻もどした彼は、周りの臣下を力強い視線で見回した。

「新しい動きがあるはずだ」

　このサイファカールの読みは外れた。

　実際には、この日の夜中に大きな動きがあって、それでロクサスを巡めぐる攻防戦に決着がついたのだった。
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　彼かの時代は夜になれば兵を退ひくのが常識だった。

　照明らしい照明などない時代である。

　松たい明まつの炎だけで大軍を戦わせるのには無理がある。

　測量技術も低いから、事前に地形の把握をするのが難しい。

　松明の炎だけを頼たよりに戦っていては、迷子になる兵が続出するのがオチである。

　夜戦は、非勢な側が一か八かで採とる戦法なのだ。

　もっともここは自分たちの街、ロキシーヌ軍団の兵が迷子になることはないだろうが、それでもロキシーヌは軍事的な常識に従って、この夜も完全に日が暮れる前に攻撃を停止させ、城壁間ま際ぎわから部隊を下げさせた。

　昼間の攻撃で予想外に大きな犠牲を出してしまったため、彼にはそうするしかなかったのである。




　本ほん陣じんに置いた野戦卓たくの周囲に幕ばく僚りようを集めたロキシーヌは不ふ機き嫌げんそのものだった。

　攻撃部隊を采さい配はいした親衛隊の隊長や幹部を[image: しか]しかり飛ばしていたロキシーヌだが、それだけでは飽あき足らず、やがてサイファカールに対する呪じゆ詛その言葉を撒まき散らし始めた。

「サイファの野や郎ろう、目にかけてやった恩も忘れて刃は向むかいやがってぇ。とっ捕つかまえたら、首を刎はねるだけじゃ済まさねえ。車くるま裂ざきの刑けいにして体を縦に引き裂いてやるわ。ついでに裂かれた胴どう体たいから内臓を引きずり出し、てめえの口に突つっ込んでやる。はっはは、最後の晩ばん餐さんが自分の内臓ってのは洒落しやれてるな！　自分の内臓を味わいながら苦痛にのたうち回って死にやがれ！」

（体を縦に引き裂かれた時点で死んでるだろ？）

（というか、最後の晩餐て……）

（悪あく趣しゆ味みな）

　内心で密ひそかにツッコむ幕僚たちだが、それを口に出せる者はいなかった。

「いいか、おまえら。明日こそは街を陥おとす！　何がなんでも陥とす！　どれだけ犠牲を払はらっても城内に突とつ入にゆうしてサイファカールの恩知らずを必ず捕とらえるんだ！」

「はは」

　と頭を下げたものの、幕僚たちは防ぼう御ぎよ側の抵てい抗こうが予想外に強力だったことに、みな不安になる。

　堪たまらずロキシーヌの副官が口を開いた。

「ロキシーヌ様」

「なんだ!?」

「三方向からの総攻撃を跳ね返したとなりますと、街中にペリージア州軍団やリエンツェ州軍団が本当に入っている可能性があるのではありませんか？」

　少し返答に詰つまったロキシーヌだが、すぐにその可能性を否定した。

「……いや、それはねえな」

「そう……なのでありますか？」

　副官はロキシーヌが部下の不安を打ち消そうと虚きよ勢せいを張っているだけかと思ったが。

「飛んできた矢にペリージア州やリエンツェ州の物がなかっただろうが」

　ロキシーヌの指し摘てきに、副官も幕僚も、あ！　と叫さけんで目を見開いた。

「矢の作りを見る限り、東辺境州の物とアンブロウ州の物だ。つまり奴やつらは、辺境州から運んできた物と城内にあった矢玉を使っているだけだ。軍団単位で入城してるなら、自分たちの矢玉を用意してないわけがねえ。仮に他州の兵がいたとしても、俺の読みどおり、ごく少数だな」

　ロキシーヌの指摘に、幕僚たちは一様に驚き、感心した。

（さすがロキシーヌ様だ）

（怒いかりに我を忘れているようでも、見ているところはしっかり見てらっしゃる）

　しかし副官だけはまだ不安が拭ぬぐいきれないようで、なおも食い下がった。

「なるほど、西側に関しては殿でん下かの仰おつしやるとおりです。こうなれば、南側と東側も確かめておくべきではないでしょうか？」

「心しん配ぱい性しようだな、おまえ」

　と鼻で笑ったロキシーヌだが、副官の提案を拒こばみはしなかった。

「よし、今すぐマルチダスとドゥートスのところへ一個中隊ずつ送って、敵が撃うってきた矢を確かく認にんしてこい」

「は。承知いたしました」

「うん？　そういえば……」

　ロキシーヌは何かに気づいたらしく首を捻ひねった。

「マルチダスからは戦いくさの報告が上がってきたが、ドゥートスからは来てなかったな？」

　と言って彼は副官の顔を見る。

「たしかに。ドゥートス様からもですが、送り込んだ督とく戦せん官からも何も来ていません」

　ロキシーヌは、ちっ、と舌打ちした。

「何やってやがるんだ、あいつら。手ぇ抜ぬいてると降格させるぞ」

　ロキシーヌも副官も幕僚たちも、ドゥートスが独断で戦線離り脱だつしたことなど、夢想だにしていない。

「真ま面じ目めなドゥートス様が報告を忘れるとも思えません。もしかすると、東側で何かあったのではありませんか？」

　と副官が言うと、ロキシーヌは怪け訝げんそうな顔を向けてきた。

「何かって、何があったって言うんだ？」

「い、いえ、具体的にこれというものを考えたわけではありませんが」

「まぁ、いい。だったらおまえ、矢を調べる中隊と一いつ緒しよにドゥートスのところへ行って、ちょっと[image: しか]ってこい」

（三人の軍団長の筆頭格であるドゥートス様を[image: しか]るのはともかく、東側の様子を確認しておく必要はあるだろうな）

　と思った副官は、

「はい、承知いたしました」

　と頭を下げた。

「よし。すぐに中隊を二個選んで送り込……」

　とロキシーヌが言いかけたところへ、伝令が一人、駆かけ込んできた。

「ロキシーヌ様、大変でございます！」

　話を遮さえぎられたロキシーヌが嫌いやそうな顔を向けた。

「なんだ、うるさいな」

　伝令兵は及および腰ごしになって言葉を継ついだ。

「そっそれが。リエンツェ州長官レムリガス将軍からの使者が訪おとずれまして……」

「なんだと!?」

　思わず床しよう几ぎから腰を浮うかせたロキシーヌの顔が輝かがやいている。

「レムリガスの野郎、ようやくその気になりやがったか。よしよし、これでエルクの奴がグレンナ州の一万を引き連れてくれば、ここでの遅おくれなんか、すぐに取り返せるわ」

　幕僚たちも予期せぬ朗報に喜色を顔に浮かべていたが、一人、伝令だけが狼狽うろたえた顔で視線を彷徨さまよわせる。

「あ、いえ、あの、そうではなく、ですね」

「は？　何が違ちがうんだ!?」

　ロキシーヌに睨にらまれ、伝令は震ふるえ上がった。

「レムリガスの野郎、味方すると言ってきたんじゃないのか!?」

「それが、その」

「なんだ!?　はっきりしろ！　てめえは人の言葉を伝えるのが役目なんだろうが！」

「は！　ではお伝え申し上げます！」

　伝令は背筋を伸のばし、直立不動の体勢になって持ってきた報告を口にした。

「リエンツェ州からのご使者は以下のように申しておりました。『ロキシーヌ殿下が皇太子殿下への叛はん意いを抱いだいていること、明白である。我々は帝てい都とからの命令に従い、善良なる帝国臣民として反逆者アンブロウ州軍団を討うち果たすものである。手始めにアンブロウ州の輜重は我らが接収した』。以上であります」

「な……」

　ロキシーヌが口をぱくぱくと開け閉めしている。

　怒りのあまり顔が朱しゆに染まり、怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いだった。

「それは本当なのか!?」

　嚙かみつかんばかりに副官が迫せまってきて、伝令は思わず、一歩、二歩と後あと退ずさる。

「もっもちろん本当のことでございます」

　副官の言葉にロキシーヌが我に返った。

　彼は憤ふん怒どの形相で伝令兵に向かって怒ど鳴なった。

「すぐにその使者をここに連れてこい！　俺が直じき々じきに尋じん問もんして、そのあと俺が直々に斬きり捨ててやる！」

「い、いえ、使者は言うだけ言うと、そのまま帰ってしまいました」

「レムリガスの糞くそ野や郎ろう、舐なめた真ま似ねしやがってぇぇ」

　獰どう猛もうな獣けもののような唸うなり声がロキシーヌの口から漏もれた。

「サイファの阿あ呆ほうを始末したら、レムリガスも串くし刺ざしにして殺してやる。いや、先にレムリガスを殺したほうがいいか？」

　怒りに我を忘れたロキシーヌは、顔を朱に染めたままサイファカールとレムリガスへの呪詛の言葉を吐はき散らしたが、対照的に副官や幕僚は顔面が蒼そう白はくになっている。

（輜重が奪うばわれた!?）

（それが本当なら……）

（もう街を攻せめるどころじゃないぞ）

　軍団は二日分の携けい行こう食しか持ってきていない。

　後続の輜重部隊が食しよく糧りようを届けてくれるから、当座はそれだけで充じゆう分ぶんだったのだ。

　だが、輜重が奪われたとなると、もう食糧は届かない。

　残り一日分と少しを食べてしまえば、それで終わりだ。

　街を陥とさない限り。

　いや、ロクサスを奪だつ回かいしたとしても、街に残っている兵ひよう糧ろうはそれほど多くないのだ。

　事情は他たの街も同様で、決起する際に大半を運び出しているから、残りを搔かき集めても、二万を超こえる大軍をどれほど養えるか……。

　それ以前に。

　街を攻めているあいだに後方からリエンツェ州軍団に襲おそいかかられたら。

（我が軍は壊かい滅めつする！）

　そのことに幕僚たちは震え上がった。

　しかし、彼らが真に怖おぞ気けを震うのはこのあとだった。

「おい、おまえ」

　ロキシーヌが伝令を睨みつけた。

「今の話は他言無用だ。誰だれにも言うんじゃねえ。いいな？」

　それからロキシーヌは、周りの幕ばく僚りようや副官を見回して言った。

「おまえらもだ。兵には絶対に知られてはならねえ」

　全員が激しく首を縦に振ふった。

　ところが。

「し、しかし、ロキシーヌ様」

　と伝令兵が蒼白の顔で呼びかけてきたので、ロキシーヌは険しい視線を彼に向けた。

「あ？　何か問題があるのか!?」

「何かあると言いますか、じつは……」

「間ま怠だるっこしい奴だな。さっさと言え。でないと貴様を斬るぞ！」

　伝令は再び背筋を伸ばし、ロキシーヌに敬礼を送ると早口で報告を始めた。

「リエンツェ州からの使者は帰り際ぎわに口上と同じ内容を記した文書を配っていきまして、それを読んで衝しよう撃げきを受けた兵が騒さわぎ出しているのであります。使者の話ですと、マルチダス様やドゥートス様の軍団にも使者が向かったらしいので、おそらくあちらでも兵の知るところになったかと……」

　さすがのロキシーヌも言葉を失い。

　衝撃のあまり、幕僚たちはその場に固まってしまった。




　　　　８




　しばらくは誰も何も言わなかった。

　誰も身み動じろぎ一つしなかった。

　奇き妙みような静せい寂じやくが本ほん陣じんを包み込んだ。

　まるで時間が止まり、空間が凍こおりついたかのような雰ふん囲い気きだった。

　最初に動いたのはロキシーヌだった。

　彼は、ふん、と鼻を鳴らすと体を回した。

　皇族であることを示す紫し紺こんの羽マ織ンりテ物ラが翻ひるがえる。

　後ろも見ずに歩き出したロキシーヌの背中に、幕僚たちが悲鳴のような声を浴びせた。

「ロキシーヌ様、どちらへっっ!?」

「逃にげる」

「……はい？」

「俺の野望は潰ついえた。これ以上ここに留とどまっていても意味はねえ」

　さすがロキシーヌ、腐くさっても覇は王おうの息子むすこだ。

　大局は見えなくても、戦の勝ち負けには並外れた嗅きゆう覚かくがある。

　彼は自分の軍団が「反乱軍」と断じられ、それを兵に知られた時点で野望が潰えたことを悟さとったのだ。

　これ以上戦っても勝てないことを自覚したのだ。

　だが、幕僚たちは、ロキシーヌの言葉は極論にすぎるように思えた。

「ですがロキシーヌ様、我らにはまだ二万以上の兵がおります」

「エルク様が戻もどれば三万を超えます。戦いは、まだまだこれから……ではありませんか」

「おまえら、目め出で度たい奴やつらだな」

　足を止めて振り返ったロキシーヌの顔には冷れい笑しようが浮かんでいる。

　もしかすると、それは自じ嘲ちよう、あるいは自じ虐ぎやくの笑えみだったかもしれない。

「こうなったら兵の数など問題じゃねえんだよ。『反逆者』と呼ばれて、これまでどおり戦える兵が何人いると思う!?　戦うどころか、部隊から逃げ出す兵が続出するだろうよ。いや、今いま頃ごろはもう逃げ出す兵が続出しているかもしれねえな。もしかするとドゥートスのところには使者が先着していたのかもな。もしそうなら、奴の軍団は雲うん散さん霧む消しようしている。そう考えれば報告が来なかったのも不思議じゃねえ」

　意外なほど冷静で客観的なロキシーヌの読みに、幕僚たちは黙だまり込んだ。

　このロキシーヌの読みは外れているのだが、幕僚たちにはいかにももっともらしく聞こえた。

「何もしなくても兵は逃げていく。無理に戦おうとすれば尚なお更さらだ」

　ロキシーヌはもう一度、ふん、と鼻を鳴らした。

「俺は最後の一戦なんかする気はねえ。華はな々ばなしく討ち死にする気もねえ。むろん、反逆者として囚とらわれ処しよ刑けいされるつもりもな。だったら逃げるしかねえだろ」

「ど……どこへ!?　どこへお逃げになるつもりなのですか!?」

　副官が叫さけぶようにそう問うと、ロキシーヌは、さてな、と肩かたをすくめてみせた。

「まだ決めちゃいないが、いずれにせよ、ここからは離はなれる。そしてどこかに身を隠かくし、機会を窺うかがうことにする」

「再起の機会、ですね？」

[image: ]

「違うわ」

「あ……はい？」

「俺が狙ねらうのはサイファカールとレムリガスを殺す機会だ。そのついでに再起が叶かなうなら、それはそれで歓かん迎げいするがな、そんな可能性はもうないだろ」

　副官は、では、と言って進み出た。

「お供させてはいただけませんか？」

「は？　おまえ、馬ば鹿かか」

　ロキシーヌの顔に初めて戸と惑まどいの色が浮うかんだ。

「再起の可能性などないと言ったはずだ」

「ですが、皆かい無むではないはずです」

　ロキシーヌの顔に笑みが浮かんだ。

　それまでの冷笑とはまったく違う、まるで我が子を慈いつくしむような優やさしい笑みだった。

「やめとけ。俺についてくれば反逆者だ。サイファカールなりレムリガスなりに降こう伏ふくして、武人として明日を生きろ」

「ですが、いずれロキシーヌ様がサイファカール殿でん下かやレムリガス将軍を討たれるなら、そのお二人に降伏しても意味はありません」

「……だったら別の誰かを選べ」

「生あい憎にくとわたしは自分を拾ってくれるようなお方を知りません。ロキシーヌ様と共に再起の道を探さぐるのがいちばん現実的なのですが」

　副官がそう言うと、数人の幕僚が進み出た。

「わたくしも」

「ぜひお供させてください」

「再起の道、どこかにございます！」

　ロキシーヌは呆あきれた顔で臣下を見やっていたが。

「まぁ、来たいと言うなら追い返しはしないが」

「は！」

「ぜひ」

　身を乗り出す臣下に向かってロキシーヌは冷水を浴びせた。

「だがな、さっきも言ったように俺についてくれば反逆者だ。落ち武者だ。安住の地など、もうどこにもないぞ？」

「承知の上であります」

　進み出た者を代表して副官がそう言った。

「なら勝手にしろ」

　と応こたえたロキシーヌが後ろに居並んだまま動かない残りの幕僚たちに視線を向けると、彼らは居い心ごこ地ち悪そうに視線を逸そらした。

「それでいい。さっきも言ったように、おまえらは誰かを選んで降伏しろ。降伏したら、下へ手たなことを考えずに働け」

　要するにロキシーヌは、自分のために新たな主人を裏切るような真ま似ねはするなと戒いましめている。

　何人かの幕僚は溢あふれる涙なみだを抑おさえながら、

「申し訳ございません」

　と頭を下げた。

「謝る必要はねえ。主人が落ちぶれたら見限るのは臣下の権利だ。堂々と降伏し、堂々と新たな主人に仕えろ」

「あ……ありがとうございま……す」

　ロキシーヌは、で、と言って副官に顔を向けた。

「本当に来るのか、ジリオラモ？」

「本当に行きます」

　副官だけでなく、進み出ている幕僚たちが頷うなずいた。

「阿あ呆ほうだな、おまえ。っていうか、おまえら」

「申し訳ございません」

「ま、いい。じゃ、行くか」

　身を翻したロキシーヌに従って、副官以下、数名の幕僚が歩き出した。

　残りの者は目に涙を浮かべて遠ざかっていく主人と同どう僚りようの背中を見つめたままその場に立ち尽つくしていた。
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　斯かくして、舞ぶ台たいの中央に立っていた群ぐん雄ゆうの一人、ロキシーヌ第四皇子は、帝てい位いを懸かけた乾けん坤こん一いつ擲てきの大おお戦いくさをすることもないまま、真っ先に舞台から退場することとなった。

　彼のその後の変転は読者諸しよ賢けんの多くが知るところだと思うが、ここではまだ触ふれないでおこう。

　いずれにせよ、舞台の中央に立つ群雄は一人減った。

　だが、後こう継けい者しや候補の数は、このまま順調に減っていくわけではない。

　一人減れば一人増える。

　帝国の主あるじという地位は、それほど魅み力りよく的だった。

　ロキシーヌの退場によって空いた場所に進み出るのはサイファカールなのだろうか。

　だが、第六皇子がその位置まで進み出るためには、まだ解決しなくてはならない大きな問題が残されていた。

　そう、帝国領内に侵しん入にゆうしてきた異民族を撃退しない限り、彼が舞台の中央まで進み出ることは叶わないのである。




　さて次章では、いったんロクサスやアル＝アラから離れ、帝都の動きを見ておこう。

　皇位継承戦争という大きな視点で局面を見るとき、各群雄の動きに皇太子の側がどんな対応を見せたのかを把は握あくしておくのは極きわめて重要なのである。
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　サイファカールがロキシーヌ相手にロクサスを守ろうとしている頃ころ、では帝都では何が起きていたのか。

　言うまでもなく、サイファカールやロキシーヌ以外にも、チチェリアーナ皇おう女じよやミラニエゥス皇子、ミコノス兄弟やビルダバルダス上将軍などが動き始めていた。

　そのとき、宰さい相しようや皇太子は何をしようとしていたのか。

　どのように動こうとしていたのか。

　この章ではそれを見ていくことにする。
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　宰相カルガリは軍ぐん務む卿きようと共に、皇太子が動かせる軍団を帝都周辺に配置し、帝都近きん郊こうに常じよう駐ちゆうしている軍団の幾いくつかを旧王国領の周しゆう縁えん地域に派は遣けんした。

　ただし、名目はあくまで「葬そう儀ぎのために帝都を訪おとずれる賓ひん客きやくの警護」だ。

　反乱に備えるという名目では、皇太子が頑がんとして首を縦に振ふらないから仕方がない。

　軍団を配置しても新帝国領の焦きな臭くさい動きに対して先制打を放つこともできず、かといって帝都を狙ねらって進んでくる謀む反ほん人にんに備えて臨戦態勢を取らせるわけにもいかず、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな対応だった。

　それでも、何もしないよりはマシ。

　というのが宰相や軍務卿の判断である。

（皇太子様の人のよさにも困ったものだ）

　そんな恨うらみ言ごとの一つも言いたくなるが、カルガリは皇太子の人のよさにつけ込み、彼を操あやつって帝国を意のままに動かそうとしているのだから、自業自得かもしれない。

　カルガリには、ほかにも厄やつ介かいなことが山積していた。

　まず大たい葬そうの準備である。

　世界帝国の創設者であるロムニエゥス一世の葬儀である以上、各地各国から賓客を迎むかえ、壮そう大だいに、壮そう麗れいに、荘そう厳ごんに執とり行われなくてはならないというのが皇太子の主張だ。

　そのためには金に糸目をつけてはいられないが、この大事なときに葬儀に使う金があるなら、軍資金として兵ひよう糧ろうや武器、防具を買うべきだというのが、宰相と軍務卿の一いつ致ちした意見だった。

　帝都の金かね蔵ぐらには純度の高い金貨が山積みになっているが、そもそも大軍団を動かすためには大金がかかる。

　宰相や軍務卿のような海うみ千せん山やま千せんの者には常識だが、一個軍団を長期的に動かすのにどれほど金がかかるかが皇太子には実感できていない。

（というより。金貨も銀貨も有限だということがおわかりなのだろうか）

　と、宰相はそんな不安さえ抱いだいてしまう。

　皇太子を満足させるような大葬儀を行えば、戦に回す金が足りなくなるかもしれない。

　もうこの時点で宰相は、内戦が始まるのを覚かく悟ごしていた。

　ミラニエゥスとチチェリアーナが兵を動かそうとしている──ミラニエゥスのほうは、すでに動かしている──ことを外務卿が摑つかんでいる。

　その情報が正しければ、どうあっても戦になる。

　状じよう況きようが悪化する前に反乱の芽を摘つんでおきたかったが、皇太子の意向でそれがままならないとなれば、下へ手たをすると激しく厳しい戦になる。

　だからこそ宰相は余分な金を使いたくはなかった。

（皇太子様、ミラニエゥス殿でん下かが送って寄よ越こした使者の書状を信じ切っておられる。それも頭の痛いことなのだが）

　すでにミラニエゥスからは皇太子宛あての書状が届いていた。

　そこには、

「吾われ、ミラニエゥスが兵を動かそうとしているのは兄上のお役に立とうとしているからで、決して叛はん意いがあるからではない。帝国安あん寧ねいの先兵として帝都の郊こう外がいに陣じん取どり、襲おそってくる不ふ埒らち者ものがいればこれを打ち倒たおしましょう」

　というようなことが書かれてあった。

　もちろんミラニエゥスの自筆ではない。

　文面も、帷い幄あくに侍はべる誰だれかが考えたものに決まっている。

　軍を動かしているのも第三皇子ではなく、皇子の重臣たちだろう。

「白々しい」

　書状を読んだとき、宰相も外務卿も軍務卿も揃そろってそう吐はき捨すてたが、一人、皇太子だけは、

「ミラニエゥスの働き、まことに大たい儀ぎである」

　と誉ほめそやしたから堪たまらない。

　外務卿など、しらけた顔で早々に謁えつ見けんの間まから退出してしまったほどだ。

　一方、水軍の出しゆつ撃げき準備をおおっぴらに急がせているチチェリアーナ皇女は何も言ってこなかった。

　それが却かえって皇女の本気度を表していて、宰相には不気味に感じられる。

　もっとも、帝国水軍の過半を動かせる実力を持つチチェリアーナだが、陸戦兵力はそれほど多くはない。

　仮にチチェリアーナ皇女がすぐに決起したとしても、西の内海を封ふう鎖さして貿易船が大陸本土、とくに帝都方面へ行けなくすることが当初の目標だろうと思われるから、皇女に関してはそれほど危険が差し迫せまっていない。

　というのが宰相や軍務卿の判断だった。

　その判断は、結果的に間ま違ちがっていたことになるが、チチェリアーナの突とつ飛ぴな構想を宰相たちが読めなかったことを責めるのは可哀かわい相そうだろう。

　ミコノス兄弟からも使者が送られてきて、

「隣りん州しゆうの長官に不ふ穏おんな動きあり。いざというときに備えて軍団を州しゆう境ざかいへと移動する」

　というようなことを伝えてきた。

　だが、宰相はその報告を頭から信じることはなかった。

　いつでも軍団を動かせるように臨戦態勢を取らせておく。

　その理由として「不穏な動き」を報告してきたにすぎない。

　隙すきあらば軍団を動かして──実際は、もう軍団を動かしている──他州を掠かすめ取ろうと狙っているのだと看破した。

　そこまで看破できているのに、具体的な対応策が取れないのがなんとも恨めしい。

　反乱鎮ちん圧あつのため帝都側の軍団を動かすには反乱が起きているという明確な証しよう拠こと、その人物が謀反を起こしたという確実な状況が必要で、それらが揃わない限り、皇太子は鎮圧の兵を差し向けることを許さないだろう。

（一刻も早く外務卿や内務卿が証拠を摑んでくれるよう、二人に発はつ破ぱをかけるしかない。そして大葬と即そく位いの儀ぎを早く済ませ、本格的な鎮圧に乗り出さなくてはな。まずはロキシーヌ殿下からか……）

　今後の構想を練りながら、秘書官や警護の兵を引き連れ、宰相は内心とは裏腹に悠ゆう然ぜんとした足取りで、評ひよう定じようの間まへと向かうのだった。
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　帝てい宮きゆうに数多くある評定の間のうちの一つに、宰相、軍務卿、外務卿、内務卿が顔を揃えていた。

　いずれもが帝国の屋台骨を支える重臣たちだ。

　その四人の顔には疲ひ労ろうが色いろ濃こく浮うかんでいる。

　疲労だけでなく焦しよう燥そうの色も。

　それも無理はない。

　四人と、まだ姿を見せていない財務卿を合わせた五人の重臣は今、てんてこ舞まいの状態だったからだ。

　軍務卿は軍団の配置を決め、各軍団長との打合せに余念がない。

　足りない装備や兵糧の手配をするために財務卿とやり合う必要もあった。

　外務卿は使える配下を帝国内外に送り込んで各地、各国の情報を探さぐっている。

　ひっきりなしに届く報告書を読むだけで一日が終わりそうだ。

　帝国領内もだが、諸外国の動向にも気を遣つかわなくてはならないから大変だ。

　それ以外にも、弔ちよう問もんに帝都を訪れた賓客の相手をするという仕事もあった。

　内務卿は内務卿で、帝国各州との連れん絡らく業務と帝都の治安維い持じで手て一いつ杯ぱいだ。

　地方の州の動どう揺ようは大きく、州の長官には事細かな指示を送り、いつでも州の軍団を皇太子のために帝都に送れるように、あるいはよからぬ事を考える勢力を鎮ちん撫ぶできるように、臨戦態勢を取らせておく必要もあった。

　しかし、臨戦態勢を取らせるのは痛し痒かゆしで、臨戦態勢の軍団がそのまま反乱軍となる虞おそれもある。

　そのため、地方の軍団が帝都に攻せめ上ってこないかどうか把は握あくしておく必要もある。

　外務卿の手勢とは別に、内務卿は配下の巡じゆん察さつ官を総動員して帝国内を巡めぐらせているところだった。

　顔を出すのが遅おくれている財務卿は、いちばんの被ひ害がい者しやだろう。

　何しろ物入りに次ぐ物入りだ。

　帝都周辺の軍団を総動員して各地に配置するだけでも恐おそろしく金がかかる。

　その上、葬儀の準備やら即位式の準備やら賓客の接待やら陵りよう墓ぼの造営やら帝都の城じよう壁へきの改修やら新たな兵の徴ちよう募ぼやら馬の買い上げやらで、金は幾らあっても足りないという状況だった。

　金蔵に唸うなっていた金貨も、このままではいずれ底をつきそうだ。

　おまけに軍務卿からも外務卿からも内務卿からも宰相からも資金提供を求められる。

　他の重臣たちとの折せつ衝しようだけで一日が終わる日もあった。

　ない袖そでは振れないという財務卿と、なくても振れ、なんとか振れ、なんとしても振れという他の重臣たちは、いつも衝しよう突とつしているという状況で、一対四で攻められる財務卿は、ほとほと弱り切っていた。

　今日も財務卿きようは、また宰さい相しようたちから資金を要求されるのかと辟へき易えきした顔で、評定の間に足を踏ふみ入れたのだった。
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　財務卿が着席するのを待って、宰相は徐おもむろに口を開いた。

「揃ったな。では始めようか」

　重臣たちが無言で頷うなずくと、宰相カルガリは財務卿ではなく自分の左手に座っている外務卿を見やった。

「新しい情報が入ったのだな？」

「そうです。ロキシーヌ殿下が挙兵されたことが確かく認にんできました」

　宰相は渋しぶい顔で頷き、軍務卿や内務卿が色めき立った。

「間違いないのか!?」

　という軍務卿の問いに、外務卿はあっさり、ええ、と応こたえた。

「三万を超こえる軍団を率いてリエンツェ州に入ったのを確認しました。この時期にそんな軍勢を率いて他州に入るなど、叛はん意いがあるに決まってます。もっとも」

　外務卿は口の端はしを吊つり上げ、薄うすく笑った。

「ロキシーヌ殿下は表向き、君くん側そくの奸かんを除いて皇太子殿下をお助けすると仰おつしやっているようですがね」

　軍務卿、内務卿、財務卿が一いつ斉せいに視線を宰相に向けると、カルガリはますます渋い顔になった。

「べつに取り繕つくろわなくてもいい。要するにロキシーヌ殿下は、儂わしが邪じや魔まだから取り除くと言っておるわけだ。そう言いつつ、最終的な目標が皇太子様の打だ倒とうであるのは明々白々」

「で、ありますな」

　内務卿も財務卿も大きく頷いて同意を示した。

　けれど、皇太子にどう報告するかという点は微び妙みようだった。

　君側の奸を除くなどというロキシーヌの言い分を皇太子が認めるはずはないが、表向きは反乱ではないから、なんとかロキシーヌを説得して思い留とどまらせよと言い出すかもしれない。

　内務卿も外務卿も、それを思うと気が重くなるが、報告と説得は宰相の仕事だと思い直して自分を慰なぐさめるのだった。

　そんな場の雰ふん囲い気きを感じ取り、財務卿は安あん堵どの息を吐はいていた。

（やれやれ、今日は四人から吊つるし上げを食らう虞はないようだな）

　軍務卿が、それより、といって身を乗り出した。

「いま現地の情勢はどうなっている？　ロキシーヌ殿でん下かがリエンツェ州に入ったということは、レムリガスも殿下に通じているということか？」

　訊きかれた外務卿は、少し困った顔で頭を搔かいた。

「それが……現地からの情報が少し錯さく綜そうしておりましてね」

「ん？　どういうことだ？」

「いま、ご説明します」

　と軍務卿を制してから、外務卿は手元の資料──高価な紙が惜おしげもなく使われているのは、さすが帝都の帝宮だけのことはある──を秘書官に配らせた。

　予あらかじめ簡単な報告を受けていた宰相を除く三人は、資料に目を落として記述を読み進んでいたが、やがて顔を上げ、外務卿に視線を向けてきた。

　どの顔にも怪け訝げんそうな色が浮かんでいるが、彼らが何かを訊く前に外務卿は、

「補足説明を行います」

　と言って先手を取った。

「まず、そこに書かれているようにロキシーヌ殿下は三万から三万五千ほどの兵を率いてアンブロウ州の州都ロクサスを進発、すぐに州しゆう境ざかいを越こえてリエンツェ州に進軍しました。そこまでは確実です。で、そこから先が少しわかり難にくくなるのですが」

　と言い訳をしておいて、外務卿は説明を再開させた。

「リエンツェ州に入ったロキシーヌ殿下の軍は途と中ちゆうで進軍を停止しました。どうやらレムリガス将軍を誘ゆう降こうしようとしたようです。それに対して将軍は、例によってのらりくらりと決断を先延ばししたのですね」

　レムリガスの優ゆう柔じゆう不ふ断だんさをよく知っている軍務卿や内務卿から苦く笑しようが漏もれた。

「結果として、彼の優柔不断さが殿下に時間を浪ろう費ひさせたのですから、これは顕けん彰しようものでしょう」

　そう言って、外務卿も皮肉の笑えみを浮かべた。

「レムリガスがなかなか向こう背はいを定かにしないことにロキシーヌ殿下は大いに焦じれたと思うのですが、ここで殿下は、何な故ぜか軍を引き返してアンブロウ州へと戻もどっていきました」

「レムリガスが殿下の軍を追い払はらったということか？」

　と軍務卿が訊いてきたが、外務卿は、いえ、と首を横に振ふった。

「今のところ、レムリガスの兵が殿下の兵と戦ったという報告は届いておりません。ですから戦せん闘とうはなかったと思われます」

「なのに殿下は兵を引いたと？」

　外務卿がもう一度頷くと、軍務卿は、ふむう、と唸った。

「ならば……背後で何かあったと考えるしかない」

「そうですね。わたしも宰相殿どのもそう考えました。もっとも、何があったのかはさっぱりわかりませんが」

　ここでわかりませんと言ってしまうのは、下へ手たをすると他の重臣から職務怠たい慢まんだと非難されかねないのに、外務卿は大して気にしていないようだった。

　彼は、ところで、と言って、いきなり話題を変えてきた。

「少し前にサイファカール殿下からの早馬が親書を届けてきまして」

「は？　サイファカール殿下？　どうしてここで殿下の名前が出るのだ？」

　軍務卿は戸と惑まどった顔で外務卿を見やったが、彼は軍務卿に応えず、自分の秘書官に合図を送った。

　すると秘書官が一人進み出てきて、一通の文書を方ほう卓たくの上に広げて置いた。

「それをお読みください。殿下からの親書の写しです」

　軍務卿だけでなく、内務卿も財務卿も身を乗り出して文面に目を落とす。

　内容はロキシーヌの謀む反ほんを知らせ、彼の軽挙を諫いさめるために自分はロクサスの街を陥おとしたというサイファカールからの報告だった。

「つまり」

　顔を上げた軍務卿が、鋭するどい目で外務卿に訊く。

「ロキシーヌ殿下が兵を引いたのは、サイファカール殿下がロクサスの街を陥としたから……というわけか？」

「そう考えるのが妥だ当とうでしょうね。じつは」

「まだ何かあるのか？」

「この親書と前後して、サイファカール殿下からは何通もの報告書が届いているのです。それは東方の高原地帯に盤ばん踞きよする異民族がバルガリ峠とうげを越えて帝てい国こく領内に侵しん入にゆうする気配を見せている、というものです」

「なんだって!?」

　軍務卿も内務卿も財務卿も、驚おどろきのあまり思わず腰こしを浮かせかけた。

「それが本当だとすれば、由ゆ々ゆしき事態だぞ」

　と言いつつ、軍務卿は顔を顰しかめた。

「この時期に蛮ばん族ぞくどもが峠を越えて雪な崩だれ込んできたら始末に負えん」

「ええ、サイファカール殿下もそう仰っていましてね。そこで殿下は、ドゥールドォール将軍に援えん助じよを乞こうて峠の守りを固めるつもりだと伝えてきました。それが届いたのはロクサスを陥としたという親書の少しあとです」

「おお、ドゥールドォールにな」

　軍務卿が愁しゆう眉びを開ひらいた。

「なるほど、それなら蛮族どもの侵入を防げるかもしれん」

「いや、お待ちください」

　と内務卿が口を挟はさんできた。

「蛮族どもの動向、確認できたのですか？」

　外務卿は、いいえ、と言って、小さく肩かたをすくめてみせた。

「高原の蛮族どもとはつきあいがありませんしね。先帝陛下の崩ほう御ぎよを受け、外から領内を訪おとずれる隊商も減っております。現状、彼かの地まで調査団を送る余よ裕ゆうもありませんし。正直な話、帝国領内だけで手て一いつ杯ぱいなのですよ」

「……そうだな。で？　ドゥールドォール将軍は何か言ってきたか？」

　と重ねて内務卿が訊くと、外務卿は、今のところはとくに、と否定した。

「律りち儀ぎなドゥールドォールなら、何か言ってきてもよさそうだが」

　すると横から軍務卿が応えた。

「他州へ兵を入れるのは禁止されているが、東辺境州長官であるサイファカール殿下から直じき々じきに要よう請せいを受けたのなら問題はない。ドゥールドォールとしては、帝都に報告を入れるまでもないと考えたのだろうな」

　財務卿が皮肉っぽい笑みを浮うかべて言った。

「しかし、サイファカール殿下、ロキシーヌ殿下の謀反を諫めるためにロクサスを陥としたり、ドゥールドォール将軍に援軍を求めて蛮族に備えたりと、獅し子し奮ふん迅じんの働きですな。やはり殿下は巷こう間かん言われているよりもずっと有能なお方のようだ」

　彼の皮肉が自分に向けられていることがわかる宰相は不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「それはさておき、ですね」

　と取りなすように外務卿が言った。

「肝かん心じんなのは、ロキシーヌ殿下が謀反を企くわだてたのが明白になった今、我々はどういう対応策を打つべきか、だと思うのですが」

　軍務卿が即そく答とうした。

「考えるまでもない。鎮ちん圧あつのために軍団を送り込んでロキシーヌ殿下を捕とらえよう。放ほうっておけば皇太子様の威い光こうに傷がつく。最悪、周りで殿下に同調しようなどという馬ば鹿か者ものが出てこないとも限らん」

　鎮圧のために軍団を差し向けるという意見には宰さい相しようも全面的に賛成だ。

　しかしカルガリは難しそうな顔で腕うで組ぐみしたまま何かを考えている。

「ん？」

　宰相の様子に気づいた軍務卿きようが訊いた。

「どうされました、宰相殿？　何か問題がありますか？」

（問題は大ありだ）

　と内心で嘆たん息そくしつつも、宰相はできるだけ軽く聞こえるように応えた。

「問題というわけではないが、皇太子様を納なつ得とくさせるのが骨だなと思ってな」

（ああ、それか。たしかにな）

　と残りの四人は納得の顔で頷うなずいた。

　軍務卿は、しかしですな、と身を乗り出して言った。

「いくら皇太子様が陛下の葬そう儀ぎを優先したいと仰っても、謀反を放置してはおけますまい。謀反は事実ですと迫せまれば、派兵を承認してくださるのでは？」

「謀反が事実である証しよう拠こを提示するのが難しい」

　という宰相の指し摘てきに、軍務卿は低く小さく唸うなった。

「むう……たしかに。殿下の軍団が帝都に向けて進しん撃げきしているのであれば、そして他州の軍団と戦闘に及およんでいるのなら話は簡単なのですが」

「そうだ。アンブロウ州へ引き返してしまった今、殿下の謀反が事実であるという証拠を提示するのが難しいのだ」

「そこはそれ、宰相に頑がん張ばっていただくしかありませんね」

　と外務卿が平然と言うと、そうだという意を込こめて、内務卿や軍務卿が頷いた。

　宰相は諦あきらめたように、

「そのとおりだな」

　と応えてため息を吐ついた。

「それは儂わしがなんとかしよう。ところで」

　宰相は軍務卿に顔を向けて問うた。

「鎮圧のための軍団、どのくらい動かせばいいと思う？」

　それに対して軍務卿は。

「最低でも十個軍団は動かすべきでしょう。さらに途中の州から一個軍団ずつ抜ぬいていく。それでアンブロウ州に着く頃ころには、七、八万以上の討とう伐ばつ軍になります。ロキシーヌ殿下を討うつだけでなく、途中の州の兵力も削けずっておけば、下へ手たなことを考える輩やからも出てこないでしょうから、一挙両得ですぞ」

「それはそのとおりだ。だが、今すぐ動かせる十個もの軍団がどこにある？」

「え？　それは……皇こう帝てい陛下の親衛隊と皇太子殿でん下かの親衛隊を中心に討伐軍を編制すれば、すぐに用意できるでしょう？　名目は賓ひん客きやくの警護ですが、各軍団には準臨戦態勢を取らせていますしね」

　という軍務卿のもっともな指摘に、宰相は顔を顰しかめてみせた。

「皇帝親衛隊や皇太子親衛隊の出撃は、皇太子様が認めないだろう」

　宰相にそう返され、軍務卿は、あぁ、と嘆息する。

「たしかに。皇太子様は律儀なお方ですからなぁ」

（律儀というより杓しやく子し定じよう規ぎなのだな。おまけに、素す直なおに臣下の言葉を聞くかと思うと、どうでもいいところで意外なほど頑がん固こだし。わたしには先帝陛下以上に扱あつかい難にくいと思うのだがな……）

　などと、軍務卿は素知らぬ顔で皇太子を評価する。

（宰相も今ごろは見込み違ちがいを嘆なげいているのではないか？）

　自分の娘むすめを皇太子へ嫁とつがせたカルガリの狙ねらいは明らかだ。

　新皇帝への影えい響きよう力を確実なものとし、生まれてくる外孫を次々代の皇帝に据すえて帝国を意のままに操あやつること、それが彼の狙いだ。

　だが、素直な好青年だと思っていた皇太子が、じつは意外に難物だということがわかってきたから、新皇帝を操り人形にしようと思っていた宰相は、見込み違いに頭を悩なやませているだろうと軍務卿は思ったのである。

　宰相は難しい顔を崩くずさないまま重々しく頷いた。

「そうなのだ。皇太子様はまだ正式に即そく位いなさっていない。自分には皇帝親衛隊を動かす権限はないと仰おつしやっている。そして自分の親衛隊は自分の側そばから離はなすわけにはいかないとも仰っている」

（この非常時に、そんな常識的なことを言われても困るわ）

　軍務卿としては、つい批判をしたくなる。

　だが、口に出せば不敬の罪に問われかねないから、軍務卿はぐっと我が慢まんして言葉を吞のみ込んだ。

　代わりに外務卿が、ずばりと指摘した。

「皇太子様、ああ見えて意外と強ごう情じようなところがおありですからね。しかし我々としては、皇太子様が否いなと仰ったからといって、手を拱こまねいているわけにもいかないのでは？」

「そう。そこで、だ」

　宰相が軍務卿の顔を覗のぞき込む。

「すぐに動かせる軍団、どれほど用意できる？」

「うむむむむ」

　今度は軍務卿が腕組みして考え込む番だった。

「ロキシーヌ殿下の兵が三万以上いるとなれば、貴き殿でんの言うとおり、できれば十個は動かしたいところだが」

　すると軍務卿は力なく首を横に振ふった。

「今すぐとなれば七個か八個が限度です。もう少し時間的な余裕があれば、あと三個から四個ほど動かせるでしょうが」

「よし」

　宰相は決断を下した。

「まずは八個軍団を討伐軍としてリエンツェ州まで送り込む。現地ではレムリガスに案内させればいい。それで三個軍団が加わることになる」

　内務卿が心配そうに訊きいた。

「レムリガスがロキシーヌ殿下と手を結んだりはしませんか？　八個軍団四万では、両者の合計とそう変わりませんよ。むしろこちらが少ないくらいだ」

「レムリガスは日和ひより見み主義者だが、それだけに非勢な側につこうとはしない。両者が手を結ぶ危険度はほとんど無視していいと思うのだがな」

　そう応こたえて、カルガリは外務卿を見やった。

「ええ、そうですね。サイファカール殿下が本当にロクサスを押さえているのなら、レムリガス将軍、決してロキシーヌ殿下に肩入れしようとはしないでしょう」

　外務卿もそう請うけ合ったので、

「ならば……大だい丈じよう夫ぶか」

　と内務卿は胸を撫なで下ろす。

「しかし、いま帝都の周辺から八個軍団以上を引き抜くのは、かなり危あやういことですぞ。帝都を狙っているのはロキシーヌ殿下だけではないわけですからな」

　そう言って軍務卿が外務卿を見やると、彼は無言で頷いた。

「本当にいいのですかな？」

　軍務卿がそう念押しすると。

「陛下の親衛隊と皇太子様の親衛隊が残るのだから、なんとかなるだろう」

　宰相はそう答えた。

　答えたものの、ロムニエゥス一世も親衛隊長のジゥジアーロもいない今、果たして皇帝親衛隊がどれほどの戦力になるかは不安の残るところだった。

「そうですな。というより、なんとかするしかないわけですが」

　難しい顔で頷く軍務卿から外務卿へと顔を向けた宰相は、

「ほかの動きはどうなっているか」

　と訊いた。

「まずはミラニエゥス殿下の周辺が焦きな臭くさいですね。頻しきりに兵を集めていますので。焦臭いというより、すでに火の手が上がる寸前という状じよう況きようでしょうか」

　実際にはもうミラニエゥス軍は行動を開始しているわけだが、外務卿もまだそこまでは把は握あくできていなかった。

　なんといってもミラニエゥス皇子の本ほん拠きよ地ちは帝都から遠い。

　この一件を以もつてして外務卿を怠たい慢まんだと誹そしるわけにもいかない。

「あとはミコノス兄弟の動きが怪あやしいのと、ビルダバルダス上将軍が迷めい惑わくなことを始めたことでしょうか。それとチチェリアーナ様も、かなり危なそうですが」

　真ま面じ目めな顔でそう言った外務卿は、そこで小さく肩かたをすくめ、少し戯おどけた口調で言葉を継ついだ。

「あの皇おう女じよ殿下はふだんから危うい言動を取っておられたので、今さらという気がしないでもありませんが」

「ミコノス兄弟……アンキテル州だったか？」

　と財務卿が訊いてきた。

　チチェリアーナへの評価は敢あえて無視したのだろう。

「そうです。配下のアンキテル州軍団に戦いくさの準備を始めさせているようです。隣りん州しゆうの長官に不ふ穏おんな動きありという報告は、自軍の動きを正当化するための方ほう便べんでしょう。もっとも、周りの州で本当に怪しい動きを見せている者がいないとも限りませんが」

　外務卿がそう応えると、なおも財務卿が訊いてきた。

「ビルダバルダスが迷惑だというのは？」

　彼はまだ地方の詳くわしい状況を把握しきれていないためだが、それも無理はない。

　今の財務卿はそれどころではないのだから。

「上将軍は帝てい国こく領外へ勝手に兵を進め、カルパーニャ平原へと進軍していってしまったようです」

　と外務卿が答えると、軍務卿が渋しぶい顔でつけ加えた。

「最初の戦で平原の都市国家連合の軍をさんざんに討ち破ったらしい」

　財務卿も顔を顰しかめて応えた。

「それは……困ったものですな」

　二人が宰さい相しようを見やると、彼も苦く渋じゆうの面おも持もちで頷うなずいた。

「あの男が負けるとは思わぬが、しかし、勝ち続けると、いずれブルシャ帝国と衝しよう突とつするやもしれん。この非常時に、それは困るのだがな」

「いくら強くても視野の狭きよう小しような男は扱いに困りますね」

　と外務卿きようが言うと、軍務卿が口を挟はさんできた。

「あの男に政治的な判断を求めても仕方ないでしょうよ。そんなものとは無む縁えんだからこそ、あの男は常勝無敗なのですから」

「ブルシャ帝国とぶつからんにしても、彼がカルパーニャ平原を支配下に置いてしまうと、彼かの地に彼かれの王国ができてしまう。それも困る。一度、勝手な戦をするなと軍務卿殿どのから通達しておいてもらうしかないな」

「あの男が素直に言うことを聞くとも思えませんが、何もしないよりはマシですか」

「ほかに何かあるかね？」

　と宰相が外務卿に顔を向ける。

「今のところ、大きな動きはそのくらいですね。もっとも、帝国内のすべてを把握し切れているわけではありません。まだ、どこかで誰だれかが何かを企たくらんでいないとも限りません」

「それは引き続き探さぐってもらうとして、現状の対応策を具体的に詰つめていこう」

　宰相がそう言うと、四人の重臣は大きく、あるいは小さく頷くのだった。
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「まず喫きつ緊きんの課題はロキシーヌ殿下の件だな」

　と宰相が話し始めた。

「これは早々に取り除いてしまいたい。が、そのための兵力をどうするか、という問題がある。軍務卿の話では八個軍団ならなんとか動かせるということだったから、まずは八個を動かし、途と中ちゆうの州の軍団を合わせて兵力を増強し、現地でロキシーヌ軍を破って殿下を捕とらえる……というのを基本線にしたいが、どうか？」

「先ほど話にも出たが、八個軍団を投入してしまうと、帝都周辺が少し手て薄うすになるように思うのだが？」

　と内務卿が軍務卿に聞いた。

「たしかに。帝都の軍団のうち二個は先帝陛下の陵りよう墓ぼ造りに使われているし、旧王国領の各地に派は遣けんされている軍団もいる。皇帝陛下の親衛隊は命令を下すお方がいないし、皇太子様は親衛隊を動かそうとはなさらぬ。いま八個もの軍団を派遣するのは、正直なところ不安もある」

「ならば、送り込む討とう伐ばつ軍、六個ではどうか？」

　と財務卿が言うと、軍務卿が首を横に振った。

「六個ではロキシーヌ殿でん下かの軍と変わらんぞ。途中の州の軍団を合わせたからといって、確実に勝てるとは言えん」

「もちろんそれだけではない。周辺諸州にロキシーヌ殿下追討の勅ちよくを送るのだ。とくにリエンツェ州のレムリガス将軍とサイファカール殿下に。リエンツェ州はロキシーヌ殿下の脅きよう威いに直面しているのだから、喜んで応じるだろう。サイファカール殿下も、ロクサスを押さえているのなら、東辺境州軍団と共にアンブロウ州にいるはずだ。二人合わせれば二万の兵が増える。これに六個軍団三万と、途中の諸州から抜ぬいた兵が二万もいれば、都合七万になる。それだけいれば周辺諸州も兵を出さざるを得ないだろう。ざっと八、九万にはなるはずだ。それだけの兵力で迫せまれば、戦うまでもなくロキシーヌ殿下の軍団を降くだせるのではないかな？」

「ふむ」

　軍務卿が考え込んだ。

「意外と悪くないかもしれんな。如何いかがか、宰相殿どの？」

「サイファカール殿下がアンブロウ州にいるとは限らんぞ？　異民族どもが不穏な動きを見せていると伝えてきたのだ。それに備えてペリージア州のドゥールドォール将軍に援えん軍ぐんを頼たのんだとなれば、辺境州の軍団はアル＝アラにいると見るべきではないか？」

　そう言って宰相は外務卿を見やった。

「申し訳ない。そこまでは把握できていません。ですが、仮にいなくても、リエンツェ州だけで一万五千いるのです、問題はないでしょう？」

　あまり悪びれた様子もなく、外務卿はそう応こたえた。

「そう……よな。怪しい動きを見せる者があちこちにいる現状、王都周辺を手薄にしたくないというのが本音だな」

　思案げな顔で宰相はそう言った。

「それに、この方法にはもう一つ、利点があるのです」

　と財務卿が言うと、ほかの四人は一いつ斉せいに財務卿に視線を向けた。

「諸州の兵が動くのなら、こちらの金を使わなくても済む、ということです」

　という指し摘てきに、四人は、なるほど、と膝ひざを打った。

「後のちの論功行賞で何かくれてやらなくてはなりませんが、当面、州の軍団は州の金で動かしてもらう。こちらの懐ふところは痛みません」

「さすがに財務卿殿は目の付け所が違ちがう」

　と内務卿が感心した顔で言った。

「そうだな。そして、その方法にはもう一つ利点がある」

　と軍務卿が言い、今度はほかの重臣の顔が軍務卿に向いた。

「周辺諸州の軍団を集めておけば、ミラニエゥス殿下が南下を図はかった場合でも大きな牽けん制せい材料になる」

「ああ、いいかもしれませんね」

　と外務卿は大きく頷いた。

「ロキシーヌ殿下の反乱を鎮ちん圧あつした後も周辺諸州の軍団を保持しておけば、ミラニエゥス殿下の軍が南下してきてもすぐに対応できる。少なくとも王都から増援を送る時間は稼かせげるわけだ。如何いかがです、宰相殿」

　今度は四人が一斉に宰相に目を向けた。

「ふむ。それで行くか。問題は六個だろうが八個だろうが、皇太子様がすんなりと認めてくださるかどうかだが」

「そこはまぁ、宰相殿に頑がん張ばっていただくしかありませんな」

　と財務卿。

「ご自身の兄弟のこと故ゆえ、もっと詳しい情報をと仰おつしやるやもしれん。そうでなくても、謀む反ほんの確実な証しよう拠こを出せと仰るだろう」

　と宰相。

「そこはそれ、確実であることを示す材料を内務卿殿に揃そろえてもらい、皇太子様に許きよ勅ちよくを迫るしかないでしょうね」

　と外務卿。

　すると内務卿が目を見開いた。

「儂わしに噓うそを言えと？」

「噓ではありませんよ。このような非常時に情報が錯さく綜そうするのはよくあることですからね、あとで間違いがわかったとしても問題にはなりません」

「結局、言っているではないか」

　と内務卿は呆あきれた顔になるが、外務卿はあくまで真面目な顔で応じた。

「いえいえ、噓ではありません。そのときは真実と思われた情報、です」

「そうだな……やるしかないか」

　と天を仰あおいだ内務卿は、顔を戻もどすと宰相を見やった。

「よろしいですかな？」

「うむ。では、ロキシーヌ殿下への対処は、いま言った方向で」

　と宰相が頷いたので、それが結論となった。




　帝都の側も背に腹は代えられないという事情があったとはいえ、皇太子側から送られてくる兵力が六個軍団止まりだったのはサイファカールに有利に働くこととなった。

　まだサイファカールのことが視野に入っていない王都の重臣たちには、この先、第六皇子が脅威になるかもしれないという予感がなかった。

　さすがの宰相も、帝国を揺ゆるがす事態に、娘むすめ婿むこである皇太子の危機に、サイファカールに注意を向ける余よ裕ゆうはなかったのである。

　それもサイファカールに有利に働いた。

　彼ら重臣の目が、注意が、サイファカールに向くのはもう少しあとになる。
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「では、残りの案件を片づけていくとするか」

　という宰相の言葉に、重臣たちはあれこれと知ち恵えを絞しぼり、対応策を決めていった。

　結論としては、以下のようになった。




・ビルダバルダス上将軍宛あてに「これ以上の進軍を停止し、現状維い持じを図れ」という軍務卿からの命令書を送る。

　当然、命令書は皇太子タランティウスの署名入りとなるから、これは次期皇こう帝ていの命令となる。

　それでビルダバルダスの動きを牽制するわけだ。

　さすがに皇太子の命令を無視はしないと思うが、停止しないまま先へと進むようなら、帝都から使者を送って「先帝陛下の葬そう儀ぎに出席せよ」という皇太子の命令を伝える。

　尊敬する先帝陛下の葬儀を持ち出されれば、上将軍も拒きよ否ひできないだろう。




・チチェリアーナ皇女に対しては、その動きに最大限の注意を払はらっておく。

　皇女が動かす水軍は、とりあえず帝てい国こく水軍であるので、皇女が水軍を動かしたとしても、それが直ちに謀反に繫つながるわけではない。

　非常事態であるから内海の安全を保つためと言われてしまえば、咎とがめるのは難しい。

　だいいち、王都の側が動かせる水軍では対たい抗こうできない。

　そこで先帝陛下の葬儀に出席するよう求める。

　その際「出席しなければ叛はん意いありと判断し、追討軍を差し向ける」と強く迫っておく。

　出席してきたら身み柄がらを拘こう束そくする。

　出席しない場合は、予告どおり叛意ありと断じて追討令を出す。




・ミラニエゥス皇子に対しても同様である。

　その動きに最大限の注意を払い、勝手に軍を動かすようなことがあれば、叛意ありとして討伐軍を差し向ける。

　討伐にはロキシーヌ皇子の討伐軍を流用するが、さらに王都から増援を送り込む。

　動かない場合は先帝陛下の葬儀に出席を求める。

　その際「出席しなければ叛意ありと判断し、追討軍を差し向ける」と迫っておくのは、チチェリアーナ皇女の場合と同様である。

　出席してきたら身柄を拘束し、出席しない場合は、予告どおり叛意ありと断じて追討令を出すのも同様だ。




・ミコノス兄弟には「勝手な軍事行動は控ひかえよ」と伝える。

　同時に軍監を送ってその向こう背はいを探さぐる。

「軍監の受け入れを拒否すれば、叛意ありとして討伐軍を差し向ける」と迫る。

　叛意ありとした場合、周辺諸州に勅を送って討伐させる。

　ミラニエゥス側と二人が手を結ばないよう、周辺諸州に楔くさびを打ち込んでおく。




・引き続き、帝国内の諸州には巡じゆん察さつ使や調査官を送り、情報収集に努める。




・先帝陛下の大たい葬そう儀ぎは予定どおり十日後に執とり行う。

　帝国の内外を問わず、訪おとずれる賓ひん客きやくの安全には最大限の努力を払う。




・葬儀が終わり次し第だい、引き続いて皇太子の皇帝即そく位いの儀ぎを執り行う。

　新皇帝は、即位後、大軍団を率いて領域内を巡じゆん行こうする。

　巡行にかかる費用のうち、出向いた先での滞たい在ざいに懸かかる分は当とう該がい州の負担とする。




・サイファカールにも使者を送って、先帝陛下の葬儀への出席を要よう請せいする。

　その際、使者にはサイファカールと彼の軍団がどこにいるのか、異民族の動きはどうか、アル＝アラの守りは間違いないかなどを確かく認にんさせる。




　これらの対応策に関しては、後こう代だいの歴史家のあいだでも賛否両論がある。




　曰いわく、ずいぶんと緩ゆるい対応である。

　曰く、危機意識が足りない。

　曰く、状じよう況きよう認識が甘い。

　曰く、当時の交通事情を考えれば、これが限度だろう。

　曰く、妥だ当とうな対応である。群ぐん雄ゆうたちの行動力が異常だったのだ。

　曰く、ロムニエゥス一世の存在が大きすぎた故ゆえの弊へい害がいが露あらわになっただけである。




　視点をどこに置くかで評価も変わってくる。

　だが、賛否、いずれの立場に立っても、皇太子側はもう少し上う手まくやれたはずであるという点に関しては意見の一いつ致ちを見ている。

　動くべきときに動かなければ。

　決断すべきときに決断しなければ。

　あとで手痛い竹篦しつぺ返しを食らう。

　それが歴史の本質というものだ。

　いずれにせよ、帝位を狙ねらって動き出した群雄に比して、皇太子側の動きは緩やかで遅おくれ気味だった。

　それが後々、後こう継けい者しや争いの行方ゆくえを左右するほどの大きな要因となったのは間違いないと言えるだろう。
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　物語の場所は再びアル＝アラ近きん郊こうへと戻もどる。

　まさに今、騎き馬ば民族との攻こう防ぼう戦は重大な局面へと差しかかっていた。

　二日目、彼らはそれまで見せたことのない攻せめ方をしてきた。

　その攻め方はリリィやドゥールドォールの予想を超こえていたし、サイファカールですら予想していなかった。

　彼らは、その辺でいくらでも手に入る物を使って空から堀ぼりを無効化し、防ぼう壁へきを乗り越こえようと試みたのである。

　いくらでも手に入る物とはなんだったのか。

　それを使った戦法とはどんなものだったのか。
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　騎馬民族は前日と同様、方ほう陣じん隊形で防壁に向かって突とつ進しんしてきた。

　前日と違ちがうのは彼らが持つ矢除よけの盾たてが大ぶりな物になっていたことと、弓の代わりに小さな籠かごを馬に括くくりつけていたことだった。

　籠に何が入っているのか、遠目ではわからない。

　リリィもドゥールドォールもその他の将兵も、弓を持たず、左手に盾を掲かかげて突つっ込んでくる騎兵の行動に首を傾かしげた。

　が、考えている場合ではない。

　リリィもドゥールドォールも、すぐに意識を切り替かえた。

　盾で矢を防いで距きよ離りを詰つめたところで弓を取る気かもしれない。

　けれど、肝かん心じんの弓が見当たらない。

　どこかに隠かくし持っているのか。

　だとしても、近づきすぎれば防壁が邪じや魔まになる。

　防壁の裏側の足場に乗っている兵を攻こう撃げきするためには真上に近い角度で弓を射なくてはならないが、それでは威い力りよくが不足して殺傷力に乏とぼしい。

　あまり距離を詰めすぎれば、騎兵の弓矢攻撃は却かえって効率が悪くなるのだ。

　一方、守備側としては、敵が近づけば狙い放題である。

　前後に長い隊形だから、前衛が盾を持って接近し、後衛が弓矢攻撃をするのかとリリィは思ったが、後衛に至るまで皆みなが盾を持っていて、弓を手にした騎兵は見当たらない。

（連中、何を狙っているのだ）

　リリィは瞬しゆん時じ、思考が混乱するが、敵の狙いがわからなくても、それを考えている余よ裕ゆうはなかった。

　敵が迫せまってくるのだ。

　盾を持っていようといまいと、弓を撃うたなくてはならない。

　リリィは部下に弓矢攻撃の準備をさせる。

「撃ち方を用意せよ！」

「は！」

「撃ち方用意いぃ！」

　望ぼう楼ろうや防壁に陣じん取どっている弓兵が一いつ斉せいに弓を持ち上げた。

「昨日と同じぞ！　狙う必要はない。密集している敵に向かって撃てば当たる！」

「狙う必要はないぞ！」

「敵は密集隊形で突っ込んでくる！」

「密集を狙えば必ず当たる！」

　各持ち場で弓兵を指揮する隊長が大声で指示を送る。

　兵たちは緊きん張ちようの面おも持もちで頷うなずいた。

　その間かんにも、敵の騎兵は地を揺ゆるがして迫ってきた。

　相そう互ごの距離が二百ヤルドから百五十ヤルドになり。

　百五十ヤルドが百ヤルドになり。

　百ヤルドを切った辺りでリリィの甲かん高だかい声が響ひびき渡わたった。

「放てぇえぇっ！」

　少し離はなれた場所にある望楼からは、ドゥールドォール将軍の命令が響き渡る。

「撃て撃て撃てぇ！　敵を寄せつけるなぁぁ！」

　防壁から、望楼から、一斉に矢が飛んでいった。

　だが、まだ距離がある。

　しかも今回は、騎兵が大きめの盾を構えている。

　数千もの矢が飛んだ割には、倒たおれる騎兵の数は昨日に比べると格段に少なかった。

　リリィは、ちっ、と舌打ちして、愛用の長なが弓ゆみを引き絞しぼり、放った。

　さすがに威力の大きな長弓だけのことはある。

　リリィの放った矢は空気を切り裂さいて飛んでいき、騎兵の持つ木製の盾を割った。

　矢は勢いを削そがれることなく胸きよう甲こうを貫かん通つうし、騎兵の胸を貫つらぬいた。

　騎兵は落馬し、地に転がる。

　横よこ倒だおしになった馬の籠から、拳こぶし大の石が幾いくつか転がったのにリリィが気づいた。

（石？）

　リリィは目を細めて転がった石を睨にらみつける。

（籠に石を入れて突進……）

　なぜそんな物を入れていたのか。

（石……石……って、まさかっっ!?）

　リリィはその意味に気がついた。

　敵の狙いを悟さとった。
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「いかん！」

　リリィは鋭するどい声で傍かたわらにいるエルミネを呼んだ。

「どうされました、リリィエンテル様!?」

　珍めずらしくリリィの顔に焦あせりの色が浮うかんでいるのを認め、エルミネは大急ぎで駆かけ寄ってきた。

[image: ]

「急いで縄なわ梯ばし子ごを用意しておけ！」

「……はい？」

「説明している暇ひまはない！　急げ！」

　意味はわからないが、リリィがこれほど焦っているということは重大な危機が迫っているのかもしれない。

　そう判断したエルミネは、ただちに！　と応こたえて身を翻ひるがえし、自分の小隊の兵を連れて望楼を駆け下りていった。

「まさか奴やつらがそんな小こ賢ざかしい戦い方をするとは思わなんだ！」

　リリィは歯がみしながら、ひたすら長弓を撃った。

　すでに騎兵は空堀の近くにまで迫っていた。
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　雨あめ霰あられと矢は降り注いでいるが、相手が大きな盾を構えているため、落馬する騎兵は思ったほど多くない。

　人に当たらなくても馬に矢が刺さされば、馬は倒れるか暴れるかして乗っている兵を振ふり落とすのだが、馬にも矢を防ぐための革かわ製覆おおいを被かぶせていて、通常の矢では角度が悪いと弾はじかれてしまう。

　しかも騎兵は矢を射ることなく全速力で駆けてくるので、昨日より間かん隔かくがばらけている。

　それも命中数が減った要因だろう。

　だが、いちばん大きな要因は、敵の騎兵と弓の撃ち合いになるという前提で防ぼう御ぎよ戦術が組み立てられていることだった。

　敵が弓を持たずに突撃してくるのなら、何も防壁の後ろに隠れている必要はない。

　防壁から上体を乗り出して弓矢を撃てばいい。

　そのほうが狙ねらいをつけやすいし、速射も利きくし、直線的に矢が飛ぶから威力も増す。

　望楼の上でも同じだ。

　矢除けの板に身を隠しつつ矢や狭ざ間まから相手を狙うという撃ち方では速射が利かない。

　相手が弓を持っていないのなら、矢除けの板などないほうがいいのだ。

　まさか騎馬民族が、お得意の騎射戦法を捨てて攻めてくるとは誰だれも思わなかった。

（裏をかかれたわ。奴らも少しは頭を使う術すべを覚えたということか）

　こうなると矢狭間から狙うことが間ま怠だるっこしい。

　覆い板がある以上、矢を撃てる兵は矢狭間の数が上限となる。

　左右の間隔を詰めるわけにもいかないし、前後に並んで撃つわけにもいかない。

（覆い板なぞ取っ払ぱらってしまえば、そこにいる兵すべてが矢を撃てるというに）

　しかし、取っ払ってしまえば、いざ弓の撃ち合いになったとき、味方から大きな被ひ害がいが出ることになる。

　何より、こうして戦いが始まってしまった以上、取り外す暇がない。

　すでに敵の騎兵は空から堀ぼりのすぐ手前まで駆けてきていた。
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（くそう。まさか奴ら、石で空堀を埋うめようとするとは！）
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　そう、それが正解だ。

　騎き馬ば民族は、その辺に転がっている石を拾い、籠に入れて運び、それを空堀に投げ入れることで堀を埋めようとしているのだった。

　騎兵の数は五万。

　昨日の攻こう防ぼうで数千の被害を出したとはいえ、まだ四万五千以上いる。

　一人が石を一つ投げ込んだだけで四万五千個の石が空堀に積み重なるのだ。

　二つ投げれば九万個。

　三つなら十三万五千個。

　一いつ箇か所しよに集中すれば空堀は簡単に埋まる。

　それを繰くり返せば、石は堀から溢あふれて積み上がる。

　今度は空堀の向こう、防ぼう壁へきの下か端たんめがけて投げればいい。

　防壁の上じよう端たんに届かなくても、防壁の半分以上に達するまで石が積み重なれば。

　騎兵は突進してきた勢いのまま、新たにできた石の道を駆け上がることができる。

　並外れた乗馬術の腕うでを持つ騎馬民族なら、斜ななめに積み上がった石の上を駆けていくことなど造ぞう作さないだろう。

　そして防壁の手前で馬を跳ちよう躍やくさせれば。

　馬から下りることなく防壁を乗り越こえることができる！

　高さが一ヤルド半もある防壁を跳とび越えて着地したとき馬の足が保もつかどうかはわからないが、半数ほどの馬が駄だ目めになっても防壁を突とつ破ぱできれば上々と騎馬民族は考えているのかもしれない。

　まさに、数を恃たのみに、という戦法だ。

　犠ぎ牲せい者しや数など考こう慮りよしない恐おそるべき戦法だ。

　だが、本当に恐ろしいのはそこではない。

　防壁と空堀の存在を知らなかった騎馬民族が予あらかじめ対策を立てられるはずがない。

　であれば彼らは、この戦法を、この場で考えついたのだ。

　延々と続く防壁と空堀を目の前にして、その攻略法を思いつき、実行に移しているのだ。




（敵にも頭のいい奴がいる。指導力のある指揮官がいる）

　リリィは歯がみしながら弓を射続けた。
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　また一人、盾たてを割られ、胸甲を射い貫ぬかれ、騎兵が落馬した。

　しかし、数人が、いや数十人が落馬したくらいでは、騎兵突とつ撃げきの勢いは鈍にぶらない。
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　空堀に突つっ込まんばかりの勢いで駆けてきた敵の騎兵は、左手で盾を掲かかげたまま空堀の手前で右手を籠かごに入れた。

　抜ぬいた手には拳大の石が握にぎられている。

　騎兵は右手を大きく振って石を投げた。

　石は少しの距きよ離りを飛んで空堀の中へ落ちた。

　一連の動作のあいだ、両手を手た綱づなから離はなすことになるが、幼少の頃ころから馬に乗って暮らしてきた騎馬民族にとって、それは大した問題ではなかった。

　再び手綱を取った騎兵の先頭は、九十度の方向転てん換かんをして左右に分かれる。

　騎兵は空堀に沿って走りながら、片手で盾を掲げたまま、もう一方の手でまたも籠から石を取り出し、空堀の中へと投げた。

　そうしておいて、もう一度、九十度の方向転換をして一いち目もく散さんに駆け去っていく。

「あれだ！　あれを狙え！　背中ががら空きぞ！」

　リリィの命令に、望ぼう楼ろう上の弓兵は駆け寄ってくる騎兵ではなく、駆け去っていく騎兵を狙って矢を放った。

　ばたばたと、十数人の騎兵が落馬する。

　だが、ほかの望楼や防壁の兵にまで命令は浸しん透とうしない。

　他の場所では、相変わらず駆け寄ってくる騎兵を狙って矢が放たれていた。

「これも奴らの計算か!?」

　リリィは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。

（これが小手調べの戦いか!?　とてもそうは思えん。もしかして連中に恐るべき部族長が出現したのではなかろうな）

　自分の予感にリリィは身み震ぶるいした。

　分ぶん裂れつした騎馬民族を束ねるような英えい雄ゆう的首長が出現したとなると、帝てい国こくに対する脅きよう威いは飛ひ躍やく的に増大することになる。

（が、それを考えるのはあとの話。それを探さぐるのは先の話。今はなんとしてもここを守らねばならん！）

　騎兵は駆け寄ってきて、石を投げ、方向転換して、走り去っていく。

　先せん鋒ぽうのおよそ六百がそれを繰り返して後方へ駆け戻もどっていったとき、ようやくドゥールドォールや彼の幕ばく僚りようたちも敵の意図を察した。

「奴ら、石で堀を埋めようとしているのか!?」

　だが、気づいたときには次じ鋒ほうの六百が駆かけ寄ってきていた。

「撃うて撃て撃て撃て！　奴やつらを近づけさせるな！」

　ドゥールドォールの絶ぜつ叫きようが辺りに響ひびき渡わたった。
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（違ちがうぞ、おっさん！）

　ドゥールドォールの絶叫を耳にしたリリィは小さく舌打ちする。

（近づけるなというのは無理な話よ。それより縄なわ梯ばし子ごなり用意させんか）

　リリィは控ひかえている伝令を呼び寄せ、

「縄梯子を用意するように。それから狙ねらうなら駆け去っていく騎兵の背中だ」

　という伝言を持たせて、ドゥールドォール将軍の下もとへ走らせた。

（堀が埋まる前に少しでも掃そう除じしておかねばならん。奴ら、どこかでいったん息を入れるはずだ。その隙すきにな）

　次鋒も先鋒と同じく、空堀まで駆け寄ってきて籠から取り出した石を投げ入れ、後方へ走り去っていく。

　逃にげていくところを狙われるようになったので落馬する騎兵の数も増えているが、やはり全体から見れば被害は限定的だった。

　投げ入れる石はほとんどが拳こぶし大で、数百程度では空堀の深さはほとんど変わっていないように見える。

　だが、それが千を超こえ、二千、三千と増えたときには確実に空堀は浅くなる。

　そのまま四千、五千、六千と増えていけば。

　ついには空堀の一部が石で埋まってしまうだろう。

　では、一万、二万になれば？

　積み上がった石は空堀から溢れ出し、堆うずたかく積み上がるに違いない。

　この戦法の優すぐれた点は、その辺に転がっている石を拾えばいいだけということだ。

　堀を埋め、防壁間ま際ぎわに積み上げるだけの石を入手するのは大して難しくない。

　石はいくらでも手に入る。

　無た料だで手に入る。

　矢玉のように使い切ってしまう虞おそれはないのだ。

　その可能性に気づいたドゥールドォールや彼の幕僚、部隊長辺りは顔を蒼そう白はくにして兵を[image: しつ]しつ咤たし始めた。

「撃て撃て撃て撃て！」

「堀に近づけるな！」

「駆けてくる奴を狙え！」

　他の望楼や防壁から飛んでいく矢は、相変わらず駆け寄ってくる騎兵を狙っている。

　だが、駆け寄ってくる騎兵は矢除よけの盾を構えているので、そう簡単に落とせない。

　リリィは辺り構わず罵ののしりの声を上げた。

「ドゥールドォールの阿あ呆ほうが！　駆け寄ってくる奴より駆け去っていく奴を狙ったほうが倍は落とせるものを！」

　石を堀に投げ込まれてもいいから、可能な限り騎兵を落としておく。

　リリィはそちらのほうが大事だと考えたが、残念ながらその価値観が共有されることはなかった。

　それも仕方がないことだ。

　騎馬民族のこの戦術は誰だれも想像すらできず、従って軍議の席で事前に検討されることもなかったのだから。




　結局、最初の攻こう撃げき部隊三千ほどが石を投げ入れ、後方へと下がっていった。

　それと入れ替かわるように次の三千が進み出た。

　まだ空から堀ぼりはそれほど浅くなってはいない。

　だが、今の攻撃を数回繰くり返されれば、確実に空堀は石で埋うまるだろう。

　次の三千の後ろにも、さらに三千の騎兵が控えているようだ。

（三回繰り返して九千から一万か。完全に埋まらんまでも、かなりの幅はばが馬で通れるくらいには浅くなるじゃろうな。どこかで石を掘ほり出す時間が取れればいいのじゃが……最悪この防ぼう壁へきは放ほう棄きして、もう一つ後ろの防壁まで後退するしかないやもしれんな）

　それまでに、敵にどれほどの犠ぎ牲せいを強しいることができるか。

　味方の犠牲をどこまで抑おさえることができるか。

（それが勝敗の分かれ目になりそうじゃな。じゃが、ここを捨てて後ろの防壁まで下がることになれば、その瞬しゆん間かんが最大の危機じゃな。後退するところを敵に襲おそわれれば、最悪、ペリージア州軍団の半数ほどが討うち死にするやもしれん。さて、どうするか……）

　リリィは機械的に長弓を放ちながら、この危機を乗り切る方法を必死で考えていた。

（とにかく、第二防壁まで下がるだけの時間を稼かせがないとならんが、敵は全員が騎兵だ、追いかけっこになったら歩兵は逃げ切れん。途と中ちゆうの砦とりでに籠こもっても、五万が相手では意味がない。忽たちまち包囲され、各個に陥おとされ、中の兵は鏖みなごろしになるだけじゃ。むむむむ）

　リリィは低く唸うなった。

（考えよ！　何か手があるはずじゃ。こんなところで討ち死にはまっぴらごめんじゃし、サイファカール殿でん下かの足を引っ張るのもごめんじゃ。砦が駄目なら……いや、待て！）

　リリィの脳のう裏りにあることが閃ひらめいた。

（砦……そうじゃ、砦！　使えるやもしれんな。何しろ奴らは騎き馬ば民族じゃからの、それには抗あらがえんじゃろ）

　リリィは長弓を撃ちながら、思いつきを点検する。

（試ためしてみる価値はありそうじゃ。失敗すれば敵に揉もみ潰つぶされることになるが、何もせんでも揉み潰されるのじゃから、試してみても損はない。いやまぁ、損はするんじゃがな。それも大損じゃ）

　リリィは口の端はしを吊つり上げ凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべた。

（この防壁は捨てる。そして後ろの防壁まで下がる。その時間を稼ぐために……）




　アル＝アラを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんは次の局面へと移行しつつあった。
















　どうだったろう。

　一章のあとに出した問題に正解を出せただろうか。




「その辺で拾った石を空堀に投げ入れて堀を埋める」




　それが正解だ。




　おかげでアル＝アラの防衛戦は、サイファカールが予想したものとは少しばかり様相が違ってきた。

　彼ほどの者でも読みが外れることはあるということだ。

　むしろ外れることのほうが多いくらいだ。

　サイファカールにとって幸いだったのは、読みが外れたとき、それを挽ばん回かいできるだけの家臣に恵めぐまれていたことだった。

　ロクサスの街では想定していなかった籠ろう城じよう戦をする羽目になったが、フレイヤやグラゥクス、リ・インやネムネモ、ヨーコなど、歴戦の兵つわものの活かつ躍やくで保もち堪こたえられた。

　アル＝アラにはリリィやザネッティがいた。

　この二人がいなければ騎馬民族の侵しん入にゆうを許し、結果、サイファカール一党はロクサスで立ち枯がれていたかもしれない。

　とくにリリィの指揮力と発想力は見事であり、後にサイファカールは彼女の機転を大いに誉ほめそやしたほどだった。




　さて、最後に一つ宿題を出して、この巻の締しめ括くくりとしよう。

　そう身構えなくてもよろしい。

　宿題というより、ちょっとした知的遊ゆう戯ぎだと思って気楽に考えてくれればいい。

　なんといっても歴史は、記き憶おくする学問ではなく思考する学問なのだから。




　では、考えてもらおう。




　アル＝アラ軍団長、リリィエンテルリオナーシュブラフィシュカは、騎馬民族を相手にどのような時間稼ぎを行おうとしたのか。

　言い換かえると、彼女は何を使って時間を稼ごうとしたのか、ということでもある。

　これも騎馬民族と同様、予あらかじめ時間稼ぎを目的として用意された物を使ったのではない。

　そこにあった物を、臨機応変に、当とう意い即そく妙みように使用したのだ。

　この逸いつ話わはかなり知られているので、ご存知の方もいるだろうが、詳しよう細さいを知らない方のために手がかりを置いておこう。




　手がかりは。

　相手が騎馬民族だということである。

　騎馬民族の特性、習性に関しては本編でも触ふれられている。

　それを確かく認にんし、少し想像力を働かせ、同時にアル＝アラ近きん郊こうに於ける防ぼう御ぎよ態勢を思い起こせば、答えは自おのずと明らかになるだろう。




　次巻では、その他の群ぐん雄ゆうの動向とサイファカールの次なる一手を追いかけていくことになるだろうが、そろそろ新たな後こう継けい者しや候補も登場しそうである。

　帝てい国こくは次し第だいに乱れた麻あさ糸いとの如ごとき混迷を深めていくことになる。







　　　あとがき




　お久しぶりです。あるいは初めまして。舞まい阪さかです。少しあいだが空きましたが四巻です。

　さて、一つお断りというかお詫わびというか。

　この巻は戦せん闘とうに次ぐ戦闘で、サービスシーンを入れ込むことができませんでした。せっかくエレクトさわるさんが絵を描かいてくださっているのに、もったいない。ということで、次巻こそサービスシーン満まん載さいでお届けしようと思います。誰だれを脱ぬがすのがよいですか？　リクエスト受付中（笑）。とはいえ、書いてみないことには、どうなるかわからないのはいつものことですが。

　それはさておき。

　もう十月ですねぇ。また一つ年を取ります。何歳になるのかは訊きくな～。たぶん読者さんからすれば、お父さんの年ねん齢れいと同等か、それ以上（笑）。いやはやなんとも、時の経たつのは本当に早いものです。そんな年齢になってもラノベを書いていられるというのは幸せなことなのでしょう。どうせここまで続けてきたのですから、もう少し続けていきたいと思う今日この頃ごろです。

　さて、今回は紙し幅ふくに余よ裕ゆうがないので、早くも恒こう例れいの「今後の予定」。

　今月（十一月）には「落ちてきた龍王ナーガと滅ほろびゆく魔ま女じよの国」の六巻が出るはず……なのですが、ちょっとしたアクシデントがあって止まっちゃってます。どうなったんでしょうかね？

　来年の割と早い時期に富士見ファンタジア文庫さんから新作が出る予定です。もうタイトルも決まってます。内容的には「異世界ファンタジー」なのですが、いわゆる「剣けんと魔ま法ほうの異世界ファンタジー」とは少しばかり違ちがっていて、「剣と魔法の」の「剣」のところに別の単語が入ります。何が入るかはまだ言えません。

　肝かん心じんの「ロムニア帝てい国こく興亡記」の五巻ですが、こちらも来年の早いうち……かな。

　では、次は「ナーガⅥ」か新作の一巻でお目にかかりましょう。




　二〇一四年一〇月吉きち日じつ


舞阪＠もう誕生日は要いらない洸こう　拝
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